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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その昔、世界はひとつだった。

　世界を統治していた妖よう精せいの王は、神々の力を手に入れようとした。

　しかし神々の怒いかりに触ふれた妖精の王はその身を砕くだかれ、世界は六つに分かれた。

　六つの世界はそれぞれの世界を優やさしく見守っていた。

　しかし、最初の世界には、まだ妖精たちが取り残されていた。

　王をなくした妖精は、ずっと待っている。

　滅ほろびた妖精の国で、ずっと待っている。

　誰だれかが来るのを、ずっと待っている──








第一章　妖精の出る戦場









　荒こう野やを進む一台の馬車。

　周囲には崩ほう壊かいした建造物と、それを埋うめ尽つくす黒い土ばかり。それなのに道だけは硬かたい石で舗ほ装そうされており、馬の歩みは楽そうだった。

「兄さん、本当に知らないのかい？」

　御ぎよ者しやは背後の荷台に寝ねそべっている青年に問いかける。

「今初めて聞いたよ」

「かぁ～……っ！　こんな場所まで来て、〝妖精〟を知らないなんて、今までどこで何してたんだよ」

「なんだよ妖精って？」

　青年は身を起こし、御者の肩かたに肘ひじを置く。

「殺さつ戮りくの妖精だよ。ディルニスタン浸しん食しよく領に入った者を皆みな殺ごろしにすると言われてる」

「ディルニスタン浸食領って、ここの事だっけ？」

　青年は周囲を見み渡わたす。

　何もない荒野。空を見れば、鳥すら飛んでいない。

　静かな場所に見えるが、所々に戦争の痕こん跡せきが見える。

　古戦場ではない。つい最近、複数の軍団が争ったのだ。その証しよう拠こに、色の違ちがう旗と鎧よろいが転がっており、腐ふ敗はいした死体の臭においがかすかにする。

「そうさ。きっとあいつらも妖精にやられたんだ。神々の怒りに触れたんだよ」

「神々って？」

「あんたどこの国から来たんだ？　神様の事も知らないんだな」

　人の良さそうな御者は、子供に聞かせるように話し始める。

「〝その昔、世界がひとつだった時代──神々の怒りに触れ、世界は六つに分かれた。六つの世界を守護するはずだった妖精だけが取り残された〟──こいつはどの国にも伝わってる神話だと思っていたんだがな」

「世界が六つにねぇ」

「そうさ。この大陸にある、六つの国の事だよ」

　御者にとっては常識的な事だ。神話はともかく、六つの国を知らない者はいないはずだ。たとえ大陸の外から来た者であっても。

　どれだけ田舎いなか者でも、この六つの国の象しよう徴ちよう、世界が分かたれた原因である〝あれ〟を知らないはずがない。

「この場所は、神話における〝最初の世界〟。妖精の国さ。そこを荒あらすもんだから、妖精が怒おこるのさ」

「へー」

「兄さんも気をつけろよ。妖精はどこの国の軍隊もたった数人で蹴け散ちらしてしまうらしいぞ。身みの丈たけ以上もある武器を振ふり回したり、手を触れずに同士討うちをさせたり、とにかく不思議な連中なんだ」

　説明しながら震ふるえる御者。

「ああ、忠告ありがとう」

「ま、兄さんの心がけ次第ってのもあるよ。俺みたいに単なる通行人は襲おそわないって話だからな。軍隊だったり盗とう掘くつ者だったり、ディルニスタン浸食領を荒らさなけりゃ平気みたいだ」

「俺もそんな真似まねはしないって」

「本当かよ。俺は巻き込まれるのは御ご免めんだからな」

　馴なれ馴れしい青年が笑っているのを背中で聞く御者。

　その時、遠くから何かが聞こえてきた。

　ここは誰もいない死の土地。そんな場所で聞こえる音といえば、風の音くらいだ。人の声が聞こえるとすれば、それはたいてい悲鳴だろう。

「誰か襲われてるな」

　青年はそれを聞いた瞬しゆん間かん、荷台に立つ。

　強く荷台が揺ゆれたと思うと、彼はすでに荷台から飛び降りていた。

「お、おい兄さん！　どこ行くんだ!?」

「ここまで乗っけてくれてありがとうな！　俺、ちょっと行くわ！」

「行くって──おい、俺の話聞いてなかったのかよ！　妖精に襲われてるかもしれないんだぞ!?」

　御者がそう叫さけぶと、青年は笑ってこう答える。

「そんな危険な目に遭あってるなら、助けなきゃダメだろ」

「何言ってんだ、兄さんも死ぬぞ！　おい、戻もどってこい！　危険だ！」

　自分の死を微み塵じんも疑っていない笑え顔がおで、彼は荒野を駆かけ抜ぬけていく。

　まるで疾しつ風ぷうのように消えていく青年の名前を、つい御者は聞きそびれてしまった。




　　　　＊




　馬車から飛び降りたアルフェンにとって、頼たよりになるものは悲鳴だけだった。

　なにしろ周囲には何もない。荒野が広がるだけの、死んだ土地。墓標のように建っている建築物の残ざん骸がいと、ここで戦死した兵士が立てた軍旗だけが見える。虫すらも寄りつかないらしく、死体の腐敗も遅おそい。

　そんな場所で、誰かの声を聞くだけでも嬉うれしい。

　面おも白しろい縁えんに巡めぐり合わせてくれた御者に感謝しつつ、アルフェンは声のした方に走る。

　黒い土が盛り上がり、丘おかのようになっている場所がある。

　その丘を越こえると、人が集まっているのが見える。白い幌ほろの荷馬車が二台あるので、よく分かった。

　アルフェンは身を屈かがめて、様子を窺うかがう。

　どうやら一〇人ほどの鎧を着た男。盾たてを持つ者もおり、青と白で描えがかれた紋もん章しようが刻印されている。荷馬車の幌にも同じ紋章が描かれていた。

　そんな彼らは、誰かを取り囲んでいる。

　そこでアルフェンはようやく理解した。囲まれている女性こそ、先ほどの悲鳴の主なのだと。

　すぐに飛び出したいところをぐっとこらえ、アルフェンはこっそり近づく。周囲には隠かくれる場所が何もないので、できる限り身を低くするが、鎧の男達は全員女性に集中しており、まるで警けい戒かいしていない。

「おとなしくしろ！」

「嫌いやです！」

　リーダー格である男は、まだ若い。青年と言ってもいいだろう。そんな彼が倒たおれ込んだ女性の腕うでを摑つかんでいる。

　その女性もまた若い。歳としにして十六、七──あるいはもっと下か。

　鎧の騎き士しに比べると軽装だが、それでもこの土地を歩くための旅装をしている。ここまでどうやって来たのかは知らないが、疲つかれと焦あせりが見て取れた。

　長い金きん髪ぱつを振り乱し、彼女は摑まれた腕をふりほどこうとする。

　こんな場所まで来ているのに、とても弱々しい女性だ。武器も携けい帯たいしていない。筋肉もついていない。

　ただ分かるのは、あの鎧の男達は彼女を捕つかまえようとしている。

　女性が逃にげ、男達が追うという図式だが、盗とう賊ぞくの類たぐいでもなさそうだ。

　では、何だ？

　様々な状じよう況きようを想像しつつ、アルフェンは歩みを止めない。

　仮に鎧の男達が女性を害しようとした時、いつでも飛び出せるように準備する。

「いい加減にしてくれ！　君はこんな所まで来て、何がしたいんだ!?」

「私は──どうしても会いたい人がいるんです」

　口論を続けている青年と少女。

「ここは死の土地だ。うかうかしていると〝妖精〟が来る。侵しん入にゆう者を皆殺しにする〝妖精〟に会う前に、君を連れて帰るよう命令されている」

「〝妖精〟が怖こわいなら、今すぐ帰ればいいじゃないですか。私はそれでも行かなきゃいけないんです」

「何のために？」

「──世界の平和のために」

　彼女はまっすぐな瞳ひとみでそう答えた。

「世界平和だって？」

「まさか、殿でん下かは本気で考えていらっしゃったのですか!?」

　それを聞いた周囲の男達が笑う。

　あの男の態度からすると、女性の方はそれなりに身分の高い者のようだ。そんな彼女の訴うつたえを、彼らは嘲あざける。

「冗じよう談だんで言っているのではありません！　どうして笑うのですか!?」

「殿下。お戯たわむれもいい加減にしていただきたい。この戦乱の世の中、平和になる方法があるとするならひとつだけ。キラリアの勝利以外にはありますまい」

　ひとりの騎士の発言に、他の騎士も同意している。

「そんな……！　戦う他にも、道はあるのに──」

　彼女の訴えは嘲ちよう笑しようにかき消される。

　打ちひしがれ、肩を落とす彼女を、騎士達はさらに笑う。

「どうして……誰だれも私の話を聞いてくれないの……？」

　詳くわしい事情は知らないが、これ以上見ていられない。

　アルフェンは立ち上がり、堂々と歩き出す。

「おーい！」

　自分の声が届くように天に向かって叫ぶと、大きく手を振って見せる。そこでようやく男達はアルフェンの姿に気づいたようだ。

「誰だ……？」

　ざわつく男達。

「おい、止まれ。どこの軍の者だ？　ドレム帝てい国こくの犬か？」

「いや、お前たちに用はないよ」

　きっぱりと断ると、アルフェンは彼らの背後にいる女性に手を振った。警告に従わないアルフェンに対し、男達は剣けんを抜いた。

　たちまち周囲に鎧の壁かべができた。

　複数の剣に囲まれたアルフェンは、それでも鎧の隙すき間まから見える女性を見る。

「なぁあんた。世界平和がどうって言ってたよな。それ俺にも聞かせてくれよ」

「黙だまれ！　お前はどこの所属かと聞いている！」

　先ほど彼女の手を引いていた隊長クラスの男が怒ど声せいを浴びせる。

　近くで見ると、本当に若い。アルフェンも外見では大差ないが、のんびりと旅をしている彼と違い、これだけの人数を束ねられる立場になるにはそうとう努力しただろう。

「人に尋たずねる前に、自分から名乗れよ。お前はどこのどいつだ？」

「なっ……!?」

　至し極ごくまっとうな質問をしたはずなのに、周囲が驚おどろいている。

「お前、これが見えないのか？　キラリアの紋章だぞ？　こんな場所まで来ているのに、キラリア皇国軍鉄心騎士団の紋章が分からないのか？」
















　どうやらそれはかなり有名な国の、かなり有名な騎士団のものらしい。

「悪いな。俺、知らないんだ」

　アルフェンは悪びれずに答える。事実、知らなかったのだから。

「隊長。殺してしまいましょう。こいつ完全にイカれてやがる。きっとディルニスタンの毒のせいで、頭がやられちまったんだ」

「そうですよ。どこのどいつか知らないが、我われらキラリア正教の教えに背そむく異教徒です。神の敵を排はい除じよするのに躊躇ためらう必要はないでしょう」

　二振りの剣が喉のど元もとに向けられる。

「ああ、そういう事なら話が早い」

　答えたのはアルフェンだった。

　返答と行動は同時だった。

「なっ!?」

　剣を持った騎士の腕を摑み、勢いよく引く。その剣は反対側にいたもうひとりの騎士の腕に突つき刺ささった。

「うわああっ！　お前っ、何を!?」

　さらに別の騎士の腕を引く。アルフェンを囲んでいた騎士が前に出ると、もうひとりの騎士に剣を向ける形になる。

「バカどもが！　見ていろ！」

　お見合いの形になった騎士の横からアルフェンに剣を突き刺そうとする騎士。

　アルフェンの太ふと股ももを狙ねらったその剣は、あっさりと避よけられる。

「ちっ！」

　さらに別の騎士がアルフェンを斬きりつけるが、身を屈めただけで避けられる。

　彼らが斬りかかるたびにアルフェンを包囲する輪が縮まっていく。それだけ避けるのは困難になり、最終的に輪は向こう側にいる仲間に届くほど狭せまくなっていた。

　それでも、アルフェンに刃はは届かない。

　剣どころか、少し手を出すだけで触ふれられる距きよ離りまで近づいているのに。

「くそっ！　なんで当たらない!?」

　苛いら立だった騎士が明確に殺意を持ってアルフェンに斬りかかる。肩かた口ぐちから袈け裟さ懸がけに斬りつけたその斬ざん撃げきを、アルフェンはゆっくりと観察していた。

　この混乱でも迷わずに敵を斬れるその思い切りと技量は大したものだが、武器はあまり質が良いとは言えない。丁てい寧ねいに研とがれているが、材質は不純物だらけの鉄だ。鋭するどさよりも重さで敵を叩たたき斬るタイプ。

　それだけ理解すると、アルフェンは足を前に出す。

　斬りかかった騎士に密着すると、もう斬撃は当たらない。同時に足をひっかけると、渾こん身しんの一撃で前のめりになった騎士は勢いよく転んだ。軽装の鎧よろいだが、転べば重みがのしかかってくるだろう。

「こいつ……!?」

　隊長の若い騎士が息を吐はいて剣を向ける。

　周囲を見ると、倒れた騎士しかいない。あの一いつ瞬しゆんで、全員を無力化したのだ。それも本人は一度も攻こう撃げきせず、互たがいの剣や突とつ撃げきを利用して転ばせただけ。

「なぁ、俺もあんた達も偶ぐう然ぜん出くわした身だ。お互い殺し合いはやめようぜ。俺はこのお嬢じようさんに話を聞きたいだけなんだ。世界平和がどうとかって」

　アルフェンは本心から提案する。

　草木も生えないこの場所で殺し合えば、死体を拾う者もいない。そんなところでわざわざ戦う必要などない。

「ふざけるなっ！」

　激げき昂こうする騎士たち。

　しかし──

「いや、退ひこう」

　答えたのは、隊長の騎士。

「アルベール隊長!?　どうして──!?」

「一度退く。いいか？」

　強い口調で仲間に言い含ふくめるアルベールという若者。

　その言葉で騎士達も何かを理解したようだ。

　歯ぎしりしながら男を睨にらみ付け、倒れた仲間を起こす。全員が立ち上がると、無言で男から距離を置き、そして荷馬車を引いている馬の尻しりを叩く。

　小さくいなないた馬が荷馬車を動かすと、アルベールも他の騎士達もゆっくりと去っていく。

　丘きゆう陵りようの向こうへと消えていく騎士達を見送ると、アルフェンは息を吐いた。

「よっ」

　取り残された女性に、改めて挨あい拶さつをする。

　彼女は座り込んだまま、言葉もなくアルフェンを見つめていた。

「結局あいつらにも名乗るのを忘れてたな。俺はアルフェン。あんたの名前は？」

「レ──レッチ、と呼ばれています」

　初めて交かわした会話は、自己紹しよう介かい。

「そっか。レッチ、さっきの話、もう一度聞かせてくれ」

「わ、私……！」

　何かを話そうとするレッチ。

「す、すみません、助けていただいて……わ、私……！」

　しかし言葉は出ず、代わりに漏もれたのは嗚お咽えつと涙なみだだった。

「わ、私は……！　うっ……うううっ……！」

　アルフェンはその場に屈かがみ込むと、彼女の頭を抱だき寄せる。

　レッチの震ふるえが全身に伝わってきた。

「仕方ないさ。剣を持った男たちに囲まれて、平気でいられるもんか」

「そ、そんな事……！」

　気き丈じように否定しようとするが、涙でぐしゃぐしゃになった顔がそれを許さない。

「…………うううう…………ううううううう…………！」

　大声で泣く彼女を笑う者は誰もいない。

　ここは騎き士したちが死の土地と呼んでいた場所。通りすがる者もいないのだ。

　そんな場所で、たったひとりの味方を見つけたレッチは、嬉うれしさのあまり緊きん張ちようの糸が切れたのだろう。

　声をあげて泣くレッチの頭を、アルフェンはいつまでも撫なでていた。







「うっ……く…………ぐすっ…………」

　まだ涙を拭ふいているレッチという少女は、アルフェンの袖そでを摑つかんで歩いている。

　荒あれ果てた大地の中に線を引くように、綺き麗れいに舗ほ装そうされた道があった。石よりも硬かたい何かで作られている道の上に、今は二人だけが立っている。

「す……すみませ…………わ、私…………」

「あー、いいから。好きなだけ泣けよ」

「わ、私の話を、き、聞いて…………人…………キラリアに、誰も……！」

「だから落ち着いて話せってば」

「で、でも、ちょっと不安で………………私、あなたの事、何にも知らない……！」

「ようやく気づいたのかよ」

　アルフェンは立ち止まって振ふり返る。

「あのなぁ、あの場はお前が囲まれていたから助けたけど、俺だって信用したわけじゃないんだからな。俺はレッチって名前しか知らないんだ」

「は、はい……」

　鼻を啜すすり、頷うなずくレッチ。

「これで俺が盗とう賊ぞくだったらどうするんだ？　見たところ、どっかのお偉えらいさんっぽい雰ふん囲い気きだけど、騎士とやらを放ってまで俺についてきていいのかよ？」

　自分で言うのもなんだが、アルフェンはかなり怪あやしい。先ほどの騎士ですら戸と惑まどっていたのは、身元が分からないからだ。

「盗賊でも──いいです」

　しかしレッチはそう答えた。

「あなたは私の言葉を聞いてくれると言いました。少なくとも、キラリアの騎士よりはついていきたいと思いました」

　まったく、変な女だ。

　この土地に来て、世界平和を謳うたうとは。

　ただ、伊達だてや酔すい狂きようでやっているとは思えない。何か根こん拠きよがあって平和を訴うつたえているのだ。

　そして、裏を返せば──

「なぁ、今、世界は平和じゃないのか？」

「え？」

「あのキラリアっていうのは、国の名前か？　騎士団があるみたいだが──」

　先ほどからレッチが主張しているキラリアという単語。確かキラリア皇国と名乗っていたが、どこにある国なのかアルフェンは知らない。

「えっと……アルフェン、あなたは外の大陸からいらしたんですか？」

「いや、そういうわけでもないんだが」

「では南の国の出身……ですか？　トキシタンあたりの」

「トキシタン？　それも国の名前か？」

　今度はレッチが黙だまってしまった。

　袖を摑んでいた手が離はなれ、呆ぼう然ぜんとした表情でこちらを見ている。

　──あ、こいつ、俺の事を「変な男だ」と思ってやがる。

　尋たずねなくても態度で分かる。

「アルフェン……あなたは記き憶おく喪そう失しつなんですか？」

「いや、記憶はあるんだ。一いつ般ぱん常識も忘れていない……はずだ」

　頭を搔かくアルフェン。

「すまない、ふざけてるわけじゃないんだ。ただ今、俺は何者って事にされてるのか──それが分からない」

「？？？」

「ここがどこなのかも知らない。キラリアって国も知らない。この大陸がどうなっているのか、まるで分からない。世界平和を叫さけぶほどの状じよう況きようってのが、どれほどのものなのか教えて欲しいんだ」

　この広い荒こう野やの中で、ようやく話の通じそうな人物に会えたのだ。

　泣きそうなほど嬉しいのは、レッチだけではないのだ。

「……ええと、とりあえず、何からご説明すればよろしいですか？」

　困った微び笑しようを浮うかべるレッチ。

　アルフェン自身も荒こう唐とう無む稽けいな話をしている自覚はあるのに、それでも親切に教えてくれるつもりらしい。どうやら彼女も筋金入りのお人好よしのようだ。

　図はからずも、レッチの涙は完全に乾かわいていた。







「ええっと……じゃあ最初から説明しますね。今、私たちがいるのが、この大陸の中央に位置する『ディルニスタン浸しん食しよく領』です」

　傾かたむいた四角い箱のような建物の側そばで、瓦が礫れきに腰こし掛かけるアルフェンとレッチ。

　様々な疑問があるのは承知の上で、レッチは大陸の外から来た旅行者相手に説明するように、一から分かりやすく教えてくれた。

　レッチが広げた大陸地図の中央には、黒い円形の地域があった。ここがディルニスタン浸食領と呼ばれていたのだろう。

「浸食領って言うからには、何かに浸食されていたのか？」

「毒です。八百年もの間、この場所は解毒できない毒の霧きりに覆おおわれていたんです」

「八百年……そうか」

　頷くアルフェン。

「で、今は毒がないわけだ」

「二ヶ月ほど前に、突とつ然ぜん霧きりが晴れたんです。原因は分かりません。でも、毒がなくなった今となっては、ここは戦場に変わりました」

「ああ、戦場になった理由は分かる。今まで誰だれの土地でもなかった場所だもんな。どの国も奪うばいたくなるさ」

「はい。加えて、この場所にはかつて栄えたというディルニスタン王国の宝があります。神話の時代の宝があれば、国をさらに豊かにする事ができますから」

「そうだな。あの騎士たちの装備から考えて、ディルニスタンの遺物はどんな宝よりも価値があるだろう。ただの刃は物ものでも、聖せい剣けん扱あつかいだろうな」

　答えるアルフェンに、レッチが首をかしげる。

「国の事は知らないのに、ディルニスタンの事は知ってるんですね」

「ん、ああ、まぁな。それでレッチ、キラリアってのは国の名前だよな？」

「はい。私が住んでいた、〝神聖キラリア皇国〟です。今いるディルニスタン浸食領の北に位置する国です」

「俺の事を『ドレム帝てい国こくの犬』とか呼んでたな」

「ドレム帝国はキラリアの西にある国です──現在、一番激しく争っている国です」

「なるほどね」

　つまり、このディルニスタン浸食領を奪い合い、キラリアとドレムが戦争中。その他の国も参戦している、と。

　なるほど、世界平和を唱えたくなる気持ちは分かる。

　しかし──

「そんなの、争わせておけばいいだろ。互たがいの国が好きでやってる事だ。巻き込まれる兵士は可哀かわい想そうだが、土地争いなら一年もすれば平定するだろう。侵しん略りやく戦争と違ちがって、土地を手に入れさえすればいいわけだからな」

　どこかの国が強ければ、ある程度の段階で趨すう勢せいは決まる。他の国が無む茶ちやな事をしなければ、そのまま地図が書き換かわるだけだ。

「……そうなんです」

　地図から指を離し、レッチは俯うつむく。

「ただの陣じん取とり争いなら、私もここまで来ませんでした」

　そもそも未開の土地を二ヶ月も放置しておく国があるとは思えない。本来ならば今ごろ様々な国の軍隊が国境線を引くために奔ほん走そうしているはずだ。

「戦いが泥どろ沼ぬま化かしているわけか」

「はい。二つの理由があります」

　レッチは指を立てて解説する。

「ひとつ目は〝妖よう精せい〟と呼ばれる存在です」

「さっきお前んとこの騎士が言ってたな。『うかうかしていると〝妖精〟が来る』って」

「そうなんです。ディルニスタン浸食領に軍隊が侵しん入にゆうすると〝妖精〟に殺されるんです。どれだけ多くの数を連れてきても、たった数人の〝妖精〟に皆みな殺ごろしにされます」

　不思議と、そう語るレッチの顔は悲ひ愴そう感が感じられなかった。

　まるで強い者に対する憧あこがれのようなものすら見える。

「じゃあ、二つ目は？」

「それは──」

　レッチが答えようとした時だった。

　アルフェンは瓦礫から立ち上がり、周囲を警けい戒かいする。草どころか苔こけすら生えないディルニスタンの大地の上に、小さな点がいくつか並んでいるのが見える。

　それは全速力でこちらに走ってくる獣けもの。

　犬──いや、違う。四本足で走る小型の獣だが、犬でも猫ねこでもない。白い体毛に覆われているが、どんな獣とも違う。顔面は毛に隠かくれ、四本の足に生える爪つめは刃物のように鋭するどい。さらに牙きばは爪よりも鋭えい利りで長い。明らかに何かを喰くい殺すために生まれて来た獣だ。

　それが隊列を組んでこちらに向かっている。

「あれが〝妖精〟か？」

「違います！　あれは──キメラです！　キラリアが開発した合成獣じゆう……どうしてこんなところに」

　どうしても何も、キラリアの獣が走ってくるのだから、理由はひとつしかない。

「レッチ、隠れてろ」

「は、はいぃ……！」

　震ふるえながらレッチは瓦礫の陰かげに隠れる。

　パニックにならないのは大したものだ。慌あわてれば目的が遠ざかる事を、彼女はちゃんと知っている。

　外面は弱々しいが、中身はそうでもないらしい。

　キメラたちはアルフェンを喰い殺そうとするのかと思いきや、うなり声を上げて散開する。どうやら偵てい察さつが主な任務のようだ。

　そしてキメラの役目はすぐに終わる。獣たちが走ってきた方向から、地を揺ゆるがすほどの大だい音おん声じようが迫せまってくる。大量の馬の足音だ。

「来たな、第二弾だん」

　アルフェンは身体からだを伸のばして筋肉をほぐす。

　黒く染まる荒野に、真っ白な雪が積もったようだ。

　純白の鎧よろいで身を包んだ騎き士しが、アルフェンを取り囲んでいた。

　鎧も白ければ、盾たても白い。さらには騎き馬ばの馬具まで白い。

　数にして、一五〇はゆうに超こえている。

　一個中隊と呼べる数だ。見えているだけでそれくらいの規模だが、おそらくこれからさらに増えるとみた。なぜなら、相手は敵の人数が分からないからだ。

　先ほどレッチを取り囲んでいた騎士達が引いたのは、これが理由だ。すぐ後ろに大部隊が待っていたから退たい却きやくしたのだ。

　そしてこれだけの人数が出張るほどの価値が、レッチにはあるわけだ。

　彼に呼応して、騎馬が一騎、前に出る。

「貴様がレチューディア様を拐かどわかした者か」

「そうだよ」

　アルフェンが答えると、騎士にざわめきが走る。

「で、おたくらは？」

「我われらは神聖キラリア皇国、鉄心騎士団第一中隊。貴様と取引がしたい」

　立派な口ひげをたくわえた中年の騎士は、あからさまにこちらを見下した態度で馬の歩みを進める。

　すでに一五〇名ほどの騎士たちは全員抜ばつ刀とうしており、号令がかかればいつでも飛び出せる状態だ。そんな状態で、たったひとり相手に取引とは。

「そっちの要求はレッチだろ？　で、俺には何をくれるんだ？」

「命だ。今すぐに引き渡わたせば、命だけは見み逃のがしてやろう。本来ならば異教徒である貴様に慈じ悲ひを与あたえるつもりなどないが、レチューディア様の命がかかっていれば別だ。偉い大だいなる神の恩情に感謝せよ」

「神？」

　不思議な言葉に、アルフェンが首をかしげる。

「おたくらさっきから言ってるけど、なんなんだ、その神ってのは」

「これだから異教徒は！」

　中隊長であろう騎士は鼻で笑うと、馬上から剣けんを突つき出した。

「神とは天から我らキラリアの民たみを見守る崇すう高こうな存在だ！　その化け身しんである狼おおかみの座が、常に大地を無む垢くなる白に染めているのが何よりの証しよう拠こ！」

「狼の座……？」

　アルフェンは眉まゆをひそめる。




「まさか〝世界装置ワールドワークス〟の事か？」




「いかにも！　世界を純白に変える狼こそ、我らが神の使者よ！　邪じや神しんに誑たぶらかされた異教徒どもは、淫みだらな色に塗ぬり替かえられる！　それを救済するのも我らが騎士団の使命！　貴様は何色に染まった異教徒だ!?」

「……そういう事になってんのか」

　世界装置が神とやらの化身にされているのか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、思わず笑えみがこぼれた。

「何がおかしい!?」

「いや、しばらく見ないうちに、世界も変わったなぁと」

「たわけた事を言うな！　キメラ部隊、用意！」

　中隊長が手を挙げる。

　すると騎士たちの頭上に何かが大量に出現した。先ほどの獣とは違うタイプか。

　獣のキメラより、ずっと不気味な外見だ。

　騎士たちの様相と同じように、白い。体毛だろう。

　だが顔に目がなく、腕うでにあたる部分には巨きよ大だいな翼つばさが。そして足はなく、魚のようにすぼんだ下半身。歩く事をせずに、かといって羽ばたく事もなく、浮ふ遊ゆうしている化け物だ。

　先ほど急きゆう襲しゆうしてきた四本足のキメラといい、アルフェンが知る限り、自然界にあんな生き物はいない。

　しかしあれが何をする生き物なのか、アルフェンは知っている。

「撃うてぇっ！」

　号令によって、騎士たちがキメラに命令を下す。

　するとキメラの口が開き、甲かん高だかい声とともに白い光が発せられた。光は空気を凍いてつかせ、アルフェンに向けて一直線に飛ぶ。白い光は空気中で鋭い氷柱つららに変化し、強力な槍となって伸びた。

　投槍のようで、その実、弓のように長ちよう距きよ離りから放たれる雨のような攻こう撃げき。

　そのただ中にひとり晒さらされたアルフェンは、じっと動かない。

「──取引だったら、まだ考えたんだがなぁ」

　彼の呟つぶやきは、中隊長に届いただろうか。

「仕し掛かけてきたのはそっちだ。恨うらむなよ」

　アルフェンの足が地を蹴ける。

　ふわり、と身体が浮ういた。

　空中を飛ぶように跳ちよう躍やくしたアルフェンは、彼に向けて放たれた氷柱のひとつを難なく手で摑つかむと、それを中隊長に向かって投とう擲てきした。

　キラリア軍自じ慢まんのキメラが放った氷柱は、中隊長の喉のどを貫つらぬいて虚こ空くうへと飛んだ。

　静まりかえるキラリア軍の前に、落馬した中隊長の死体が投げ出される。

　言葉を失う騎士達に向かって、アルフェンは手招きした。

「今すぐ帰れば、命は見逃す。死にたい奴やつだけかかってこい」

　騎士達にその言葉が届いたかどうか。それよりも上官の死体がこれ以上ない挑ちよう発はつになって一五〇人の猛も者さを激げき昂こうさせたのだ。

　誰だれが命令を下したわけでもない。

　アルフェンに向かって、全すべての殺意が形になって雪崩なだれ込んできた。

　前後左右、さらに上空から襲おそいかかってくる人間とキメラ。

「おいおい……」

　レッチが近くにいるのもおかまいなしだ。

　このままここに留とどまっていては、レッチに流れ矢が当たる。

　アルフェンは身を低くすると、瓦が礫れきの山から飛び出した。

「そらよっ！　俺はここだ！　捕つかまえられるもんなら捕まえてみな！」

　まるで盗とう賊ぞくのようなセリフを吐はきながら、アルフェンは荒こう野やを駆かける。







「ア……アルフェン……！」

　人間の波に吞のまれていくアルフェンを、レッチは見守る事しかできなかった。

　たったひとりの人間相手に、一個中隊が出るなんて。

　しかも中隊長を殺した後だ。その流れは誰にも止める事はできない。アルフェンに雪崩れ込む怒いかりは、彼の四し肢しを引き裂さくまで終わらないだろう。

　剣や弓ではない。一五〇という数がすでに暴力だ。武器など使わなくとも、その数なら突き飛ばし、押し潰つぶすだけで殺す事もできる。

　ただ、自分が命令すれば、彼らは止まってくれるかもしれない。

　──止まってくれないかもしれない。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、レッチは飛び出そうとする。

　理由は不明だが、アルフェンは自分を助けてくれたのだ。今度は自分が助ける番ではないのか。

「や──！」

　レッチが大声を上げようとした瞬間、何者かが彼女の口を手で覆おおった。

「おおっと、お嬢じようちゃん。そいつはナシだ」

「……!?」

　男の手。

　彼はレッチを元いた瓦礫の陰に隠かくすと、周囲を警けい戒かいする。

　無ぶ精しよう髭ひげを生やした黒くろ髪かみの男。三〇代……もう少し若いか。アルフェンと同じような服装をしている。どこの国のものか不明な服装で、軽けい薄はくそうな表情も相まって素す性じようが分からなかったのだが──

「せっかくアルフェンが守った命だ。大切にしとけ」

「あなたは、アルフェンのお仲間ですか……？」

「うん！　そうだよ！」

　元気よく頷うなずいたのは、男の隣となりにいる女性。

　レッチとそう年ねん齢れいは変わらない。ただ胸元と足が露ろ出しゆつしている服を着ており、そこから見える腕や脚あし、そして胸などの肉付きの良さがはっきりと分かる。そしてレッチと一番違ちがうのは、その人ひと懐なつっこい笑顔だ。

「あたしカロリーヌ！　よろしくね！」

　そう名乗った女性は、レッチの手を握にぎってぶんぶんと振ふる。その態度に噓うそはないのだろうが、今やるべき事ではないだろう。

「あ、あの、アルフェンが！　アルフェンを助けないと……！」
















「だから落ち着けって」

　無精髭の男はあごで戦場を示す。

　そこでは大勢のキラリア騎き士しが走り回っていた。武器が飛び、キメラが氷を吐き、怒ど号ごうが響ひびく戦場。

「アルフェンが殺されてるなら、あいつら立ち止まってるだろうが」

「あ……そうですね」

　安心した次の瞬間、レッチは気づく。

「えっ、てことは、まだ生きてるんですか!?」

　矛む盾じゆんした言葉を叫さけぶレッチ。

　確かにアルフェンには生きていて欲しいが、すでに無事ではないと思っていた。なにしろ訓練された一五〇人の騎士に追われているのだ。どれだけ強くても、その物量に負けてしまうはずだ。

　それなのに──死んでいない。

　いいや、それどころか、あちこちに倒たおれた騎士の姿が見える。

　絶命している者、呻うめき声を上げている者、その数は一〇人や二〇人どころではない。あの混戦の最中、アルフェンは逃にげつつも戦っているのだ。

「そんな……」

　ありえない。

　たったひとりの人間ができる芸当ではない。

「とはいえ、アルフェンだけに苦労させるのも悪いな。カロリーヌ、手伝ってやれ」

「うん、わかった！」

　カロリーヌは立ち上がると、敵の前にその肢し体たいを晒す。

　ほどよく育った背の高い身体からだの隣には、彼女の背せ丈たけ以上の大きさの剣が。

　ただ大きいだけではない。まるで軍旗のように広く、長く伸のびたその刀身。金属の板とでも形容すべきその武器は、見ただけで人間が扱あつかえる代しろ物ものではないと分かる。これを持てる者がいるとしたら、それは巨きよ人じんと呼ばれる神話上の化け物だ。

「いくよぉ───────っ！」

　カロリーヌはまっすぐに騎士達と相対する。

「な、なんだあの女は!?」

　持てるはずのない剣を持ち、振り上げ、振り回す。その単純な暴力行こう為いによって、前線にいた数名の騎士が薙なぎ倒される。最前列にいた不幸な騎士は胴どうを真っ二つにされ、その周囲にいた騎士数名も身体をへし折られ、さらに吹ふき飛ばされた後ろの騎士も倒れ込む。

「なに……あの剣けん──」

　口元を押さえるレッチ。

　剣の威い力りよくもそうだが、それを自在に操るカロリーヌも何者なのか。

　あんな巨人が扱うような大きな剣、この世のどこにもあるはずが──そう考えた時、レッチはひとつの可能性に気づいた。

「まさか、〝眷けん属ぞく武器〟!?」

　世界装置に次ぐ強さを持つ、人じん智ちを越こえた強さを持つ武器。

　ディルニスタン文明を神話と呼ぶ理由のひとつが、これだ。使用者に超ちよう常じよう的な力をもたらす、魔ま法ほうのような道具。それを持てる者は限られているが、単独で軍隊をも相手にできる力を手にできる。

　あの巨大な剣も、その類たぐいだろう。

　キラリア皇国ならば四大騎士団長クラスの役職が持てる、最強の武力。

　それをカロリーヌが振り回している。

　斬きられた騎士たちには気の毒だが、カロリーヌの動きはアルフェンのそれとは違う美しさを感じた。まっすぐで噓うそ偽いつわりのない、単純な武力による突とつ破ぱ。

　今もカロリーヌの剣によって、数人の騎士の命が奪うばわれた。その強さに怯おびえた騎士が蜘蛛くもの子を散らすように逃げ惑まどう。

　臆おく病びような騎士に代わり、牛のような突とつ撃げき用キメラが数体走り寄ってくるが、カロリーヌはそれすらもまとめて一刀両断してしまう。まるで意に介かいしていない。

　その圧あつ倒とう的てきな武力を見て、レッチも気づいた。

　アルフェンが生きている理由。

　そうだ。たった数人で軍隊に対たい抗こうできる存在がいたではないか。

　ディルニスタン浸しん食しよく領に入った者を、ことごとく殺して回る残ざん忍にんな連中が。




「妖よう精せい──！」




　噂うわさ話ばなしでは、それぞれの妖精に渾あだ名ながつけられていた。

　そうだ。確か〝一角獣ユニコーン〟と呼ばれていた妖精がいたはずだ。

　戦場の中に突とつ如じよとして現れる、長く鋭するどい角。どこにいても分かるほどの巨きよ大だいな角の持ち主が、兵士を蹂じゆう躙りんすると──

「アルフェ～ン！　助けに来たよっ！」

　人も鎧よろいも獣けものも平等に殺していく恐きよう怖ふの存在は、血に塗まみれた大剣を振り回しながら、明るい顔で笑っていた。







　思ったより早くカロリーヌとバレンタインが駆けつけてくれて助かった。

　一五〇という数の騎士がいれば、間ま違ちがいが起きる可能性もある。流れ矢がレッチに当たるかもしれないし、傷ついたキメラがレッチのそばで暴れるかもしれない。

　だからできる限りレッチと距きよ離りを置き、自分が目立つように仕向けたのだ。

「やっほー！」

　巨大な剣をぶんぶん振りながら近づいてくるカロリーヌ。

「ありがとな、カロリーヌ」

「うん！」

　頼たよりになる仲間の頭を撫なでるアルフェン。髪かみをくしゃくしゃにされながら、カロリーヌは蕩とろけそうな笑えみを浮うかべて喜んだ。

　そして、一瞬で離はなれる。二人がいた場所を槍やりと剣がすり抜ぬけていった。

「こいつら妖精だ！　殺せぇっ！」

　目の色を変えて襲おそいかかってくるキラリア騎士をいなし、武器を奪う。手に入れた槍を突つき出すと、功を焦あせった騎士二人の胴を一度に貫つらぬいた。心臓を刺さされた騎士の剣を奪うと、振り返って別の騎士の首を斬る。

　そんな事をしながら、アルフェンはようやく気づいた。

「そうか、妖精って俺達の事だったのか」

　確かにディルニスタンの遺い跡せきを荒あらす盗とう掘くつ者たちを片っ端ぱしから殺していったが、まさか自分たちが妖精呼ばわりされているとは思わなかった。

　なにしろアルフェンは人間だ。正しよう真しん正しよう銘めい、というわけにはいかないが、一応人間という事になっている。

　連中がただの盗掘者だと思ったのは、それほど下品な連中だったからだ。まさか一国の軍隊だったとは。

　しかしここまで恨うらみを買っていれば、レッチに矛ほこ先さきが向く事はなさそうだ。彼女がいた瓦が礫れきの方を見ると、バレンタインがしっかり守ってくれて──

「ん？」

　瓦礫と建物の向こうに土つち埃ぼこりが見える。

　その正体は騎馬とキメラだ。今戦っている一五〇人どころではない。その四倍ほどの軍勢がこちらに向かって走っているではないか。

「オイなんだよあれ!?　おっさん、何やらかした!?」

　すると瓦礫の方から、

「いやー、悪い悪い。ちょいとカロリーヌがあいつらにコナかけてな。俺らも追われてるところだったんだわ」

「ええええええっ!?」

　バレンタインの隣にいたレッチが驚おどろく。

「カロリーヌはともかく、バレンタインのおっさんがいるのに、なんでああなるんだ！」

「バレンタインが悪いんだよ！　だって、あいつらのお酒盗ぬすもうとしたんだもん！　泥どろ棒ぼうは良くないよ！」

「それでカロリーヌが暴れてよぉ、騒さわいでたら見つかっちまって」

「うん、お前ら二人とも悪い」

　早々に結論づけ、アルフェンは戦いに戻もどる。

　敵の数はどんどん膨ふくれあがるが、アルフェンの周囲には躊ちゆう躇ちよする騎士がいる。奪った剣で数十人ほど斬り殺したが、そこでようやく力の差に気づいたのだろう。何も知らない力自じ慢まんの騎士がやってきては、アルフェンに返り討うちにされる。その繰くり返しだ。

　一方、カロリーヌと相対した敵は不幸だった。勇気があろうがなかろうが、全すべてカロリーヌの持つ巨大な剣によって薙ぎ払はらわれる。最前線にいた騎士は胴を真っ二つにされ、そうでない騎士も内臓が破は裂れつして絶命する。

　今や騎士の数は当初の四倍、七五〇人に近い人数が集まっていた。それに伴ともない、キメラも数十体に増え、空中を旋せん回かいしている。

　包囲された騎士やキメラに対するのは、アルフェンとカロリーヌの二人のみ。バレンタインはレッチを守るために動けない。

「妖精を殺せ！　仲間の仇かたきを討つのだ！」

　別の中隊の長おさらしき騎士が、錫しやく杖じようを振ふり上げて命令する。

　彼は全身を継つぎ目のない鋼鉄製の鎧で覆おおっており、身体の輪りん郭かくすら分からない。それ故ゆえに鎧は強固で、カロリーヌの大剣にも耐たえられそうな気がする。

　しかし鎧の騎士は臆病なのか、巨大な盾たてを構えた騎士たちに自分を守らせていた。自らはけして前に出ようとはせず、後ろから指示をするタイプの中隊長なのだろう。

　そんな彼が、落馬した。

「なっ……!?」

　鎧の隙すき間まから大量の血を流して倒れる騎士。まるで内部から破は壊かいされたように、血があちこちから噴ふん出しゆつしている。

　その騎き士しが乗っていた馬に、ひとりの男が立っていた。

　背の高い、金きん髪ぱつの男。

　身につけている薄うす手での服を見て、アルフェンの仲間だとすぐに分かった。

「よう、アルフェン」

　どれだけ強固な軍だろうが、どこからともなく出現して、要人のみを殺す。まるで水のように人の隙間をすり抜けて、継ぎ目のない鎧でも刃やいばを通す水のような暗殺者。

「助かったぜ、スターライト」

「人が偵てい察さつしている間に、何やっているんだお前らは」

　スターライトと呼ばれた男はため息をつくと、馬から飛び降り、混乱する騎士団の中心へと飛び込み、そして見えなくなった。騎士たちも行方ゆくえが分からずに、足下を斬ったりしている。

「くっ！　どこだ!?　〝水妖ウンデイーネ〟め、どこへ消えたんだ!?」

「慌あわてるな！　同士討ちをするな！」

　消えたスターライトを捜さがして周囲を見回す騎士達。数十人の騎士が、たったひとりの暗殺者を捜して立ち止まっている。どこから来るか分からない敵を相手にすれば、誰だれでもそういう対応になる。

　そして当のスターライトはアルフェンの隣となりにいた。

「あの女は何者だ？　素す性じようの知れない女を連れてきて、どうするつもりだったんだ」

「んー、ちょっと面おも白しろそうかなって」

「それだけの理由なのか。お前はいつも飢うえた猫ねこのようになんでも拾ってくるな」

　スターライトは建物の残ざん骸がいを示す指を動かす。

「それから、あの建物はそろそろ崩くずれる。大地が紅ぐ蓮れんに染まる光景を見たくないのなら、さっさと移動させるべきだ」

「詩的なこと言いつつ、なんだかんだで心配してくれてるんだな」

「うるさい。心配させるな阿あ呆ほうが」

　顔を赤らめて、スターライトはまた歩いて騎士たちに向かっていく。そして落とし穴に落ちるかの如ごとく、地面に姿を消した。水のように身体からだを変化させる彼の姿は、もう騎士たちでは捉とらえられない。

「しかしだいぶ楽になったな。スターライトは相変わらずいい仕事をする詩人だ」

　中隊長だけでなく、分隊長クラスの指揮官を失った騎士達が戸と惑まどっている。そのおかげで制せい御ぎよできなくなった騎士がぶつかり合い、目的を失いつつある。

　その混乱には巻き込まれなかった者達が、まだいる。

　──ォォォォォッ！

　飛んでいるキメラ、それから地上を走るキメラが次々に襲いかかってきた。

　動物を合成して作られたと言われている獣。それらは素材となった動物よりも遥はるかに強い力と感覚を持ち合わせているようだ。あの戦せん闘とう用のキメラ一体なら、どの国の一小隊とも渡わたり合える強さを持っているだろう。

　取り扱あつかいを間違えれば、部隊が壊かい滅めつする恐おそれがある。そのため繊せん細さいな調教が必要な、ひとたび放てば石の壁かべすら穿うがつ氷の矢を吐はく飛行型キメラ──その集団が攻こう撃げきする。

　かと思えば、何かに攻撃され、次々に落下していくではないか。

　攻撃したのは小さい──少年、いや、少女だ。その少女が地面に設置した黒い箱。彼女の背せ丈たけよりも大きな箱から、小さな砲ほう門もんのような穴が見える。

　あの箱が大量の矢を放ったというのか。数十体のキメラを倒たおすだけの大量の矢を、一度に。あの黒い箱の中身はどうなっているのだ。

「〝靴屋レプラコーン〟だ！　また妖精が来たぞ！」

　キメラを操作している騎士が悲鳴を上げる。

　なるほど、彼女はそう呼ばれているのか。

　不思議な道具で戦場を翻ほん弄ろうする妖精。時に兵器で殺し、時に網あみで搦からめ捕とり、時に光で幻げん惑わくする。それらは別々の妖よう精せいではなく、たったひとりの小さな妖精によるものだ。
















「……やっほ」

　少女はアルフェンの元に歩み寄ると、たった今攻撃していた黒い箱を変形させる。無数の矢を撃うち出す装置だった箱は、彼女が背負えるほど小さくなっていた。

「ミーニャ。お前はゆっくりしてて良かったのに」

「……そういうわけにもいかない」

　アルフェンの腰こしほどの身長しかない少女は、偉えらそうに腕うでを組んでこう答えた。

「……せっかくのお客さんを、あんたに任せてはおけない」

「信用ねーなぁ、俺」

「……だからおねーさんに任せとけ」

　小さな胸をどんと叩たたくミーニャ。どこから来るのか分からない自信である。

　一角獣、水妖、靴屋──

　妖精の名を冠かんする者達が次々に騎士たちを蹂じゆう躙りんしていく中、アルフェンは最初に殺した騎士の死体の側そばでじっと立っている。

　もはや隊列など存在せず、四人の妖精によって壊滅寸前の騎士団。それでも腕の一本でも持ち帰ろうと必死に反はん撃げきを試みる者、武器も盾も捨てて逃にげ惑まどう者が入り乱れ、互たがいに邪じや魔まをする。

　だが、一番多いのは、戦意を失って立ち尽つくす者。

　仲間が殺されていくのを、黙だまって見ている者ばかりだ。

「お、おい……どうすんだよ。妖精が揃そろっちまったぞ」

「逃げよう……！　逃げるしかないだろ！」

　ざわめく騎士達。脚あしが震ふるえて動かない者も。

「何を言ってるんだ！　奴やつらを殺せば大金が──」

「殺せるわけないだろ！」

　勇ゆう猛もうな騎士に反論する、大多数の騎士。

　彼らはアルフェンを指さして、こう叫さけぶのだ。

「軍隊にも匹ひつ敵てきする妖精達──〝妖精旅団〟だぞ！　勝てるわけがない！」







　妖精旅団──

　レッチの耳にその言葉が入った瞬しゆん間かん、身体がゾクッと震えた。

　侵しん入にゆう者を殺す、ディルニスタンの守り手。

　一度出会ったら最後、どれほど強い軍団で挑いどんでも数人の妖精に駆く逐ちくされる。

　今までキラリア本国にいたレッチにとって、それは噂うわさ話ばなしでしかなかった。

　だが、今、それが正しかった事が目の前で証明されている。

　アルフェンらによる殺さつ戮りくによって。

「じっとしてなよ、お嬢じようさん」

　背後から声がかかる。

　確かバレンタインと呼ばれていた男。彼の顔には眼鏡めがねのようなものが装着されている。その眼鏡が怪あやしく光っている。

「その眼鏡は……!?」

「ああ、これか」

　バレンタインは顔を覆う眼鏡に触ふれる。

「お嬢さんには効果が出ないように調節してるから安心しな」

　つまり、それは人に何らかの影えい響きようを及およぼすものという事だ。

　それをバレンタインが持っている。

　いいや彼だけではない。カロリーヌのあの巨きよ大だいな剣けん、スターライトの水になる身体、ミーニャの黒い箱、その全てが眷属武器だ。

　キラリアでも四大騎士団長クラスの騎士でなければ持てないほどの武器。それを個人が持っている部隊。眷属武器の力が集まる事で、より強い力が生まれる。

　そういう集団なのだ、妖精旅団とは。

「〝哭霊バンシー〟──あなたが、そうなんですね」

「……そう呼ばれてるのか俺は」

　苦笑しながらバレンタインは戦場を眺ながめる。

　ただ見ているだけではない。〝哭霊〟と呼ばれる妖精は、見ただけで人間を操る力を持っているという。方角を狂くるわせたり、同士討うちをさせたり、幻げん覚かくを見せたり──襲おそわれた者にとっては姿は見えず、ただ頭の中を搔かき乱される音のみが聞こえるという逸いつ話わがある。

「私を、どうするつもりなんですか……？」

「どうもしないさ。お前さんがアルフェンにとって害にならない限りは」

「…………」

　その言葉でこの妖精旅団の長おさはアルフェンなのだと確信する。

「つーか、お前がアルフェンにどうにかして欲しいんだろ？　めそめそ泣きながら、それでもアルフェンにしがみついて」

「み、見てたんですか!?」

「悪いな、覗のぞくつもりはなかったんだけどよ」

　熱くなった頰ほおを押さえるレッチ。

「うううう……」

「気にすんな。俺もアルフェンも気にしてねーし。それにお前さんの言葉に、ちょっとだけ信しん憑ぴよう性せいもあったしな」

「信憑性……？」

　レッチが尋たずねるが、バレンタインは「攻撃のようなもの」に集中してしまっている。彼の眼鏡のような眷属武器が、どうやら敵を監かん視しし、苦しめているらしい。

　妖精たちは無差別に攻撃しているように見えて、アルフェンに近づく騎士達を排はい除じよしているのだ。バレンタインの能力で騎士を遠ざけ、流れ矢などはカロリーヌが防ぎ、それでも迫せまる敵は他ほかの二人が殺して回る。

　妖精達の主、〝小さき王オベロン〟。

　それが世界からアルフェンが呼ばれている名だった。

　が、彼らの防ぼう御ぎよも鉄てつ壁ぺきではない。どれだけ強かろうが、無む作さく為いに射られた矢を全すべて捌さばききるのは、巨大な壁でもない限り不可能だ。

　別の妖精を狙ねらって軌き道どうが逸それた矢、絶命する寸前にキメラが放った氷柱つららなどが戦場を飛び交かい、さらに騎き士しへと被ひ害がいが広がってゆく。

　その中の矢のひとつが、アルフェンに向かって飛んだ。

　しかしアルフェンは矢に気づきながらも、まるで避よけようとはしない。

　危ない、と目を伏ふせようとしたが、レッチは目を背そむけるのをやめた。きっとアルフェンが動かないのは理由があるのだ。

　鋭するどい音を立てて飛来した矢を、小さな手が摑つかむ。

　アルフェンではなかった。

　が、彼とうりふたつの青年だ。どこからともなく、影かげのように出現した彼がアルフェンを守ったのだ。

「僕に守らせないでよアルフェン。君ならこんな矢、簡単に取れるだろう」

「ディリアンはお節せつ介かいだからな。俺より早く守ってくれると信じてたさ」

「お節介が嫌きらいなら、心配させないでよ。だいたい君はいつも勝手に行動しては厄やつ介かい事を持ってくる。それで苦労するのは僕らなんだからね。今だってあの女の子を連れてきたからこの騎士団が──」

「あー、もう、うるさい！　お前は俺の母親か！」

　ディリアンと呼ばれた青年は、顔立ちはアルフェンに似ているが、立ち振る舞まいはまるで違う。どっしりと構えたかと思えば大だい胆たんに行動するアルフェンと違い、繊細で優やさしい印象を受ける。おそらく兄弟か何かだろう。

「ひ、怯ひるむなぁっ！　行けっ、行けぇっ！」

　上官がやられても、次の上官が命令を下すだけだ。

　キラリア騎士の階級は分からないが、最初に殺した騎士より遥かに階級が低いであろう騎士が周囲を焚たきつける。

　だが、彼の言葉に従う者はいない。

　皆みな、妖精の猛もう威いに動けないでいる。

「部下に命令するんなら、まず自分で行動を示さないとな」

　手のひらを上に向け、騎士に手招きするアルフェン。

「来いよ。お前がやってみせれば、周りもついてくるぜ」

「そ、それは──」

「少なくとも俺はそうした。だからみんなついて来てくれる」

　アルフェンの背後には、妖精がいる。

　ディリアンだけではない。キラリア騎士とキメラを蹂躙した四人の妖精がいる。

　その先頭には、常にアルフェンがいたのだ。

　妖精の長、〝小さき王オベロン〟が。

「う、ううう……！」

　叫んでいた騎士も、アルフェンの言葉に反論できない。

　攻こう撃げきが止まった事で、周囲の騎士達の動きも止まる。

　その瞬間を逃のがさず、アルフェンは叫んだ。

「これが最後の警告だ！　死にたくない奴は逃げろ！」

　すでに逃げている騎士たちは振り向きもせず、最後の勇気を振り絞しぼっていた騎士達もアルフェンの言葉に救われたように背を見せる。

　逃げる騎士を止めるのは上官の役目だが、すでに中隊長クラスの騎士は水妖があらかた殺してしまったため、咎とがめる者はいない。生きている馬やキメラに複数の騎士が跨またがり、土つち埃ぼこりをあげてバラバラに散っていった。

　誰だれもいなくなった荒こう野やに数多くの死体。

　レッチの目には一方的に蹂じゆう躙りんしていたように見えたが、動かない死者は多くなかった。それでも二、三〇人の骸むくろが血を流して転がっていた。

　死体の群れに交じって、何かが蠢うごめいているのが見える。

　生きている騎士だった。

　それもレッチのよく知っている人物。

「アルベール──！」

　幼なじみの若い騎士は生きていた。

　しかし流れ矢によって肩かたを傷つけられ、ズボンを地面に縫ぬい付けられていたようだ。這はいながら逃にげようとするのだが、矢が邪魔で動けない。矢を斬きろうと剣を振ろうとするが、肩の傷のせいで剣が動かない。

　苦しむ幼なじみのところへ、アルフェンが歩み寄る。

「く……来るなっ！」

　アルベールは剣を向けるが、もはや振るう力も残っていない。

　肩を傷つけられ、服を地に縫い付けられてなお妖よう精せいと戦おうとする騎士。その目は自棄やけになっているのではなく、最後まで諦あきらめない騎士の意思が込められていた。

　──お願い！

　レッチの祈いのりが届いたのか、アルフェンはアルベールの剣を無視して近づくと、腰こしの短たん剣けんを抜ぬきざまに振り抜いた。するとアルベールのズボンに刺ささっていた矢が切断される。

「せっかくの幸運、無む駄だ遣づかいするなよ」

　そう言うと、アルフェンは背を向けて歩き出した。

「っ……！」

　屈くつ辱じよくにまみれた表情でアルベールは立ち上がり、アルフェンの背に剣を向ける。しかし実力の差を感じたのか、やがて肩の傷をおさえて立ち去っていった。

　小さくなっていく幼なじみの姿を見て、レッチは息を吐はく。

　残るのは、返り血一いつ滴てき浴びていない妖精たちのみ。

　七〇〇人以上のキラリア軍を壊かい滅めつさせる力──

　それこそが、レッチの求めていたものだったのだ。







　戦いがあった場所から離はなれ、別の建物に移動した。

　大半の建造物は破は壊かいされているか崩ほう落らくしているのだが、アルフェン達にはその入口が分かる。その中の安全な居住空間まで辿たどり着くのは簡単だった。

　日の光の届かない場所だが、ディルニスタン文明には油を使わないランプがある。アルフェンが何かを動かすだけで部屋の灯あかりが点ともるのだ。

　明るくなった室内は、簡素なものだった。黒いイスと、黒いテーブルのみ。

　イスに座ると、ようやくアルフェンは休む事ができた。

　全てのイスは動物の羽毛よりも柔やわらかい素材でできており、カロリーヌが別の大きなイスに腰を下ろすと、ゴムのように収縮して臀でん部ぶをすっぽりと覆おおう。

　スターライトは壁かべについているスイッチをいくつか作動させる。天てん井じようから浄じよう化かされた空気が流れ、さらにリラックス効果のある香こう料りようも流れ出てくる。ミーニャとバレンタインは情報を得ようと黒いテーブルを操作していたが、それは壊こわれていたらしい。

　八百年前に滅ほろびた国でも、まだ生きているシステムはあるようだ。おそらく調理器具も使えるだろうが、肝かん心じんの食べ物がない。

「……皆さん、何をしてるんですか？」

　そんな光景を、レッチは不思議そうに眺めている。

　彼女にしてみれば、何もない壁やテーブルを触さわっているようにしか見えないだろう。この部屋全てが機械で動いていると言っても、信じてもらえないかもしれない。

「言ってみれば、暖だん炉ろに火をおこしているようなものだよ」

　ディルニスタン様式の部屋に驚おどろいているレッチ。そんな彼女に近づいたのは、アルフェンを守っていた彼の兄弟。

「僕はディリアン。君はキラリアの人だね」

「は、はい……」

　ディリアンはあまり表に出てこない。そのため妖精としての名前もついていないはずだ。それはそれで便利な事もあるだろう。

　彼は前に出て誰かを殺すより、家で帰りを待っているのが性しように合っている。心配性で優しい男なのだが、口うるさいのが玉にキズだ。

「まったく、君も君だよ。いくら騎士から逃げるためとはいえ、得体の知れない男と一いつ緒しよに行くなんて信じられない。やんごとない身分の人ならなおさらだ。もっと安全に気を配らないと──」

「す、すみません……！」

　ディリアンもレッチに説教する。

「おいディリアン、レッチは悪くない。俺が連れてきたんだ」

　そうアルフェンがフォローするも、

「どうせアルフェンの事だ、兵隊以外の人間を見つけて、まともに話ができると思ったんだろう。さながら花の気持ちも考えずに、乱暴に摘つんできたんじゃないだろうな？」

　そう問うのは、身体からだを溶とかすようにしてあらゆる場所へ潜せん入にゆうできる〝水妖ウンデイーネ〟。しかし今は美しい青年の姿のまま変わる事はない。

「おいスターライト、俺がそんな事するわけないだろう。ちゃんとレッチに同意を得てから連れてきたんだぞ」

「どうだか。お前はこうと決めたら手段を選ばないからな」

　スターライトは皮肉っぽく笑う。レッチを見る目はどこか同情的だが、アルフェンに毒舌を吐いている時は、言葉とは裏腹に楽しそうではある。

「だが協力的な人間はありがたい。拷ごう問もんせずに情報が聞き出せるのはこちらとしても手間が省けるからな」

　真顔で呟つぶやくスターライト。

「ちょっとスターライト！　レッチみたいなか弱い女の子に拷問するつもりだったの!?」

　カロリーヌが立ち上がり、彼に詰つめ寄る。

「必要があればな」

「あんたねぇ！」

「カロリーヌ、お前は本当にバカだな」

　憤ふん慨がいするカロリーヌの額を指でつつくスターライト。

「俺らが今まで拷問なんてしたことあるか？」

「ない……けど」

「その理由を考えた事はあるか？」

「優しいから……？　ううん、違ちがうな。スターライトは怒おこると怖こわいもん」

　カロリーヌは首をかしげて真しん剣けんに考える。

　すると彼女の背後からバレンタインが近づき、こう囁ささやいた。

「あのな、そういう情報収集は俺の役目なんだカロリーヌ。俺の眷けん属ぞく武器『ヴァイスゲジヒト』の能力があれば、誰かに好きな事を喋しやべらせるなんて朝飯前だろうが」

「あっ、そうか！」

　黒い眼鏡めがねを取り出すバレンタインに、カロリーヌが手を叩たたく。

　バレンタインの眷属武器は、軍団を混乱させる。誰かの意識を操る能力に長たけているのだ。だからバレンタインが本気を出せば、レッチも洗いざらい喋らされるというわけだ。

「安心しろお嬢じようちゃん。あんたが自主的に喋ってくれるなら、俺もコイツは使わねぇ」

「は、はい……」

　怯おびえた表情のレッチ。

　ようやく彼女も妖精旅団と行動を共にする恐きよう怖ふが分かってきただろう。

　しかしレッチはアルフェンを頼たよってきたのだ。

　世界平和のために。

「……ん」

　そんなレッチを哀あわれんだのか、ミーニャがリンゴを差し出した。

「あげる。食べて」

　戦っている時には身の丈たけ以上ほどもあった箱が、今は小さくなって彼女に背負われている。黒い箱が少し開くと、そこから鉄製の手が伸のびて新しいリンゴを取り出した。あの箱の中には何がどうやって入っているのか。

「おっ、ミーニャ、それどこから手に入れたんだ？」

　アルフェンがミーニャの頭を撫なでる。

「さっきの白い奴やつら。壊れた荷馬車の中にあったから」

　そう言ってミーニャはリンゴをアルフェンにも渡わたす。

　レッチの国の騎き士しの糧りよう食しよくを奪うばった事になるが、どうせ誰も回収しないものだ。戦争によって持ち主がいなくなった装備や荷物などは、死体漁あさり専門の盗とう賊ぞくが持っていくのが通例だが、ディルニスタン浸しん食しよく領では盗賊すらも恐おそれて近づかないのだ。

　アルフェンはリンゴを齧かじると、美味うまそうに咀そ嚼しやくする。

「ん、ちゃんとリンゴの味がするな。このあたりは変わらないんだな」

「えー、あたしも食べたーい。ミーニャ、まだ持ってない？」

「カロリーヌはこっち」

　ミーニャはまた黒い箱から糧食を取り出す。今度は干し肉だ。

「わーい、お肉だ！　でも固いねコレ。保存技術は衰おとろえてるのかなー」

　文句を言いながら食べるカロリーヌ。

「……ふふ、バカは餌え付づけに限る」

　抑よく揚ようのない声で呟きつつ、ニヤリと笑うミーニャ。レッチも餌付けするつもりなのだろうか。

「餌付けしてどうするんだ」

　尋たずねるスターライト。

「カロリーヌはまだしも、この女に餌えさをやって見返りがあるのか？　情報を手に入れた後、どうするつもりなんだ」

　冷たい目でレッチを見るスターライトに、全員が黙だまる。

「ま、そうだな。俺たちとしては世界情勢が分かればいい。別にお嬢ちゃんをいつまでも匿かくまっておく理由はないんだよな」

　同意したのはバレンタイン。

　彼らの言葉に、レッチが震ふるえるのが見えた。

　彼女にしてみれば、命を賭かけて妖よう精せい旅団の力を求めていたつもりだったのだろう。そしてその願いは聞き届けられた。世界の危機はアルフェンに伝わった。だからレッチの役目は終わったとも言える。

　だが、レッチの震えは死の恐怖ではなさそうだ。

「ひどい事言わないでよ！　スターライト！」

　カロリーヌが飛び出して、レッチを抱だきしめた。

「ちょっカロリーヌ──！」

　怪かい力りきで抱きしめられ、レッチは苦しそう。

「なんでレッチを追い出そうとするの!?　可哀かわい想そうでしょ!?」

「いや、俺はどうするか尋ねただけで、追いだそうなんて一言も言ってないぞ？」

　冷静に訂てい正せいするスターライト。

「レッチも一緒に行こうよ！　いいでしょアルフェン!?」

「待てカロリーヌ、俺の濡ぬれ衣ぎぬを──」

「分かった分かった。とりあえず離はなしてやれ。そのままだとレッチ死ぬぞ」

　強力なパワーからレッチを解放すると、カロリーヌは嬉うれしそうに笑う。一方、勝手に悪者にされたスターライトはしょんぼりと肩かたを落としていた。

「じゃあ、レッチも連れていってくれるの!?」

「ああ。もちろんだ」

　アルフェンはレッチに向き直る。

「レッチ。お前は、世界平和のために誰だれかの力を欲しがっていたわけだな？」

「は、はいっ」

　軽く咳せき込みつつ、強く頷うなずくレッチ。

「最初は話だけでも聞いてやろう──と、思っていたんだがな。事情が変わった」

「と、言いますと？」

「これが国同士の小こ競ぜり合いなら傍ぼう観かんする予定だったんだが、〝世界装置〟が関かかわっているとなると話は別だ」

　その言葉を出すと、レッチが眉まゆをひそめる。

「国の事はご存じないのに、〝世界装置〟についてはご存じなんですね」

「まぁな」

　アルフェンはリンゴを齧り、その果実を見る。

「世界装置──かつてディルニスタンがひとつだった頃ころ、天候を操作するユニットだった。どうやら今では、六つの国がそれぞれ手にしているようだな」

「はい。そして今、キラリアはそれを兵器として使おうとしています」

「兵器!?」

　ざわめく室内。

　アルフェン以外の仲間が一いつ斉せいにレッチを見る。数百の軍勢にも怯ひるまなかった妖精旅団がレッチの言葉に驚おどろかされていた。

「馬ば鹿かげてる……！」

　スターライトの呟きが、その無む謀ぼうさを端たん的てきに現していた。

　気候を操作する装置とは、世界の風景を変える力を持っているという事。

　その力を兵器に転用したらどうなるか──

　この時代の人間は分かっていないのか。

「レッチ。改めて聞かせてくれ」

　アルフェンは腕うでを組み、仲間と共に尋ねた。

　泣き虫のお姫ひめさまが知っている──

「世界平和についてだ」








第二章　六国









　騎士から奪った荷馬車は、持ち主が住んでいた場所に向けて緩ゆるやかに進んでいた。

　すなわち神聖キラリア皇国の中心へと向けて。

　ディルニスタンの技術で舗ほ装そうされた道は硬かたく、馬の足には慣れないようだ。そのためゆっくりと歩きながら進む必要があった。

「この道をまっすぐでいいんだな？」

　御ぎよ者しや台だいに座るアルフェンが、北を見る。

　良く知っている道の先には、まったく知らない世界がある。キラリアという国の騎士団は嫌いやと言うほど知ったが、国の風土は未知の世界だ。

「はい。お願いします」

「あいよ。お姫さまは寝ねてていいぜ」

「私、姫じゃありません」

「ああ、そうか。でも似たようなものだろう。キラリア皇国だっけか？　その皇位継けい承しよう権を持っているんだ。俺から見れば充じゆう分ぶんお姫さまなんだがなぁ」

「すでに継承権もありません。キラリアの政治は全すべて妹がやっていますから。私は皇こう帝ていの姉、皇すめらぎ巫女みこです」

　荷台の幌ほろに背を預けながら、レッチは呟つぶやく。

「すめらぎみこ……変な名前だな」

「格式張った我が国にしては、まだマシな方ですよ」

　揺ゆれる荷馬車の中には、誰もいない。

　後ろに座るレッチだけが同行者だ。仲間達はそれぞれ別の場所へ旅立った。

「レッチ。一応言っておくが、俺達はまだお前を信用したわけじゃない」

「……はい」

「そんな顔をするなよ」

　レッチの顔も見ずに呟くアルフェン。どういう表情なのか、だいたい想像がつく。

「冷静に考えて、当たり前だろ。こちとらお前からの情報しかもらってないんだ。何が噓うそで何が本当か、それを調べる物差しすらない状態なんだぜ？　未開の地へ行って、初めて見つけた木の実を、お前なら食べるか？」

「そうですね……でも、私は噓は言っていません」

「ああ、少なくとも世界情勢については信じてもいい」

　アルフェンは空を見上げる。

　ディルニスタンの荒こう野やと青く広がる空。

　どんな時代でも、空だけは変わらない。

「世界装置ワールドワークスが六国にそれぞれ行き渡わたっているとは。そりゃ戦争も起きるわ」

　呆あきれ声のアルフェン。

「世界装置とは、国を守るためのものだと聞いています。ディルニスタンの遺産だと」

「それは間ま違ちがっていない。ただし兵器としてではなく、自然環かん境きようをコントロールするために作られたものだ」

「はい……」

「で、キラリアにある〝白色〟が使われようとしている、と」

「はい」

　レッチは強く頷いた。

　それこそが妖精旅団に助けを求めた理由だろう。

　神聖キラリア皇国に伝わる〝震える白はく狼ろうの杖つえ〟。

　世界装置のひとつにして、〝白色〟の異名を持つ皇国の象しよう徴ちようだという。

「レッチよ。言い方はアレだが、お前の国ってバカだろ」

　そう表現する以外になかった。

　アルフェンにとって、世界装置とはそういう使い方をするものではないのだ。

「というかレッチ以外に誰も気づかないのかよ。世界装置を兵器として使ったらどうなるかくらい」

「……分からないんです。八百年間、誰も兵器として使わなかったから」

「レッチはどうして知ってたんだ？」

「私も具体的な威い力りよくまでは知りません。ただ、文ぶん献けんによると、世界を変えるほどの力があるとしか。それだけでも恐おそろしい力ですよね？」

「具体的な威力──ね」

　アルフェンは少しだけ考える。

「そもそも威力とか、そういう問題じゃないんだ。大自然を武器に使うんだぞ？　海そのものや火山そのものをぶつけられるわけだから、別の力で押しとどめられるようなものじゃない」

「キラリアの場合は氷の力──全てが凍こおるわけですか」

「その〝全て〟がどこまで及およぶか……この大陸だけで済めばいいけどな」

　冗じよう談だんを言っているわけではない。

　世界装置の出力を最大にした時点でキラリアも他国も消しよう滅めつするだろう。大自然の力を操るとは、世界を変える事ができるのだから。

「私だけが大げさに怯おびえていたわけではないんですね」

「おそらくは、レッチの予想している以上の被ひ害がいが起きる」

　誰も使ったことがない大自然の力を使えばどうなるか、レッチ以外にも想像した者がいないわけがない。

　あるいは、本気で世界を滅ほろぼそうとしている自殺志願者がいるのかもしれない。

「それでも、話だけでも聞いてくれて助かりました」

「まぁ、それは俺達の都合でもある」

「と、言いますと？」

「正直、何でも良かったんだ。誰でもいいから、俺達をディルニスタンから連れ出して欲しかった」

　この話を受けた時も、アルフェンはそう言っていた。

「俺達はずっとディルニスタン浸しん食しよく領にいた。特に目的もなく、やってきた軍隊を狩かるだけの日々さ。やりたい事、行きたい場所はたくさんあったけど、だからこそひとつに決められなかった。そんな時にレッチが来てくれた」

　レッチが初めてだったのだ。

　それまで誰だれも妖よう精せい旅団に声をかけようとしなかった。それはそうだ。自国の軍を殺し回る妖精に対し、ほとんどの人間は言葉が通じるとすら思っていないだろう。

「私があなた達の行動の指針を決めた、と」

「ああ。レッチの話が噓だろうが罠わなだろうが、とりあえず動き出したかった。退たい屈くつしてたんだ」

「世界装置を退屈しのぎにするんですか……？」

「まぁ正直なところ、もうちょいマシな理由が良かったけどな。退屈だからって、いきなり世界の危機を突つきつけられてもなぁ」

　笑うアルフェンに満ちあふれる自信。

　仮にレッチが誰かと共きよう謀ぼうしてアルフェンを陥おとしいれようとしても、妖精旅団にはそれをなんとかする力がある。

　そんな事態になれば、敵が明白になる。誰を殺せばいいのか、目標が定まる。どう転がろうと、アルフェンは止まるつもりはない。

　すでに妖精旅団は動き出した。

　彼らの道みち標しるべになったのは、レッチだ。

「おいレッチ、あれ見てくれ」

「はい？」

　アルフェンが指さしているのは、右前方の山。

「あの山の上にある白いやつ、あれはもしかして雪か？」

「はい……ああ、もうすぐキラリア領内ですね」

「キラリアでは、いつもああいう雪が？」

「ええ……」

　キラリアは〝白色〟の世界装置の庇ひ護ご下にあると言っていた。

　氷の加護を持つ〝白色〟の力により、全てが白く染まっているのか。

「雪しか降らない国か」

「アルフェンにとっては珍めずらしい事なのですか？」

「ああ。昔のディルニスタンは季節というものがあった。雪が降る事もあれば、暑い時もあった。様々な環境が順番に巡めぐるんだ」

「そんなに複雑な天候だったのですか？　それじゃあ作物が育たないのでは？」

「逆だ。暑い季節には暑い季節の、寒い季節にはそれに適した作物を育てる。そうすればたくさん食料が手に入るだろう」

「そんな暮らしが……」

　生まれてからずっと雪の国で暮らしてきたレッチには想像できないかもしれない。暑さと寒さが順番に来る生活など、今まで考えた事もなかっただろう。

　そんな事を考えていると、顔に冷気が感じられる。

「あの……改めてお訊ききしますけど、アルフェン。あなたたちは何者なんですか？」

　そろそろそれを尋たずねられると思っていた。

　アルフェンは目を閉じ、当たり障さわりのない答えを呟く。

「少しばかり古い時間を生きた人間だよ」

「ディルニスタンの生き残り……だと言うのですか？」

「そうだな」

「からかわないでください。ディルニスタンはもう八百年前に滅んでいます。あなたは八百歳のおじいさんだとでも言うんですか？」

　外見的には、どう見ても一〇代後半のレッチと同い年か、少し上にしか見えないだろう。少なくとも老人には絶対に見えない。

「ひとつだけ言えるのは、ディルニスタンを出るのは久々だって事さ」

　ディルニスタン浸食領の先は、なかなか楽しいところではないか。

　少なくとも八百年前より、大地が生き生きしている気がする。

　それにレッチのような人間も、生気に溢あふれている。

「珍しいですか、世界が？」

「ああ。レッチと同じくらいにはな」

「私と──？」

「お前もさっきからキョロキョロしているだろう。普ふ通つうの人間が見れば気にも留めないものを、初めて見たかのように見ているぜ」

　言われて、レッチは顔を真っ赤にする。

　彼女も高貴な身分の人間だ。こうして荷馬車に乗る事もなかっただろう。

「ええ、私も珍しかったんです。外に出る事がなかったものですから」

「ずっと城で暮らしていたのか」

「ええ。ずっと──たったひとりで」

　寂さびしそうに笑うレッチ。

　あの時、彼女はこう嘆なげいていた。

　誰も私の話を聞いてくれない、と。

　彼女の周りには、そういう人間が誰ひとりいなかったのだ。

「なぁ、レッチ」

　アルフェンは背中でこう語る。

「俺には詳くわしいお前の事情は分からない。ただ、お前がキラリアを助けたいという気持ちは何となく伝わった。真しん偽ぎはともかく、大それた事をしようとしているんだろう」

「……はい」

「けどな、その過程で楽しんじゃいけないって道理はないぜ。せっかく外に出たんだ。新しい世界を満まん喫きつしながら世界を救ったっていいじゃないか」

「なるほど──そういう考えもあるんですね」

「レッチもやってみろよ。楽しいぞ」

「さすがにそこまで楽観的にはなれません」

　レッチが苦く笑しようすると、アルフェンも同じ顔をする。

　少なくとも、今のこの会話は楽しめそうだった。
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「本当に大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

　今日何度目かも分からない呟つぶやきを口にしながら、ディリアンは空を見上げた。

　陽かげ炎ろうで揺ゆらめく空気が熱波を運んでくる。

「アルフェンはすぐに行動しちゃうからなぁ、キラリアで問題起こさなきゃいいけど。あの誰だれ彼かれ構わず話しかけて問題に首を突っ込む性格……ああ、もう心配だ。僕も一いつ緒しよに行けば良かった」

　頭を搔かき毟むしりながら、ディリアンはリーダーの猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりを思い出す。

「いや、そうじゃないな。アルフェンは絶対に問題起こす。だからそれまでに帰ろう」

　行動方針を決めると、早さつ速そくディリアンは歩き出した。

　ここはディルニスタンとの国境に最も近い町。周囲に鉱山があるらしく、労働者風の男が多いが、それ以上にドレム軍の兵士を見かける。

　町の文明レベルは比ひ較かく的てき高い。この時代にしては、だが。

　レンガ造りの家に、舗ほ装そうされた道。遠くには製鉄所から立ちこめる煙けむりが見える。

　それから、道の端はしにいくつもある柱のようなもの。

　この柱のてっぺんでは炎ほのおが燃えている。

　絶え間なく燃え続ける炎は、夜でも町を照らしてくれるのだ。

　さすが〝赤色〟の加護を受けたドレムならではの使用法だ。鍛冶かじだけでなく、光としても炎を操れるほど慣れている。

　その町を歩きながら、ディリアンが一番見ているもの──

　それは、人の表情だ。

　兵隊は若じやつ干かんの怯えが見えるが、労働者たちは元気だ。ゴミを捨てる主婦や遊んでいる子供たちは毎日を一いつ生しよう懸けん命めい生きている嬉うれしさのようなものを感じる。

「まだ大丈夫、って事かな」

　少しホッとする。

　彼らにとって、人々が平和に暮らしているのが一番の幸福だ。

「うーん、やっぱりアルフェンが心配だよ……」

　立ち止まってまたため息をつくディリアン。

　彼が心配性しようなのもあるが、そうなったのはアルフェンのせいだ。あの「思い立ったら即そく行動」がモットーの男のせいで、後ろをついていく者はどれだけ神経を削けずられたか。

「はぁ……あのレッチって娘むすめが信用できると決まったわけじゃないのに……キラリアで利用されるかもしれないんだよ……？」

　またため息が出る。

　ただ、アルフェンの考え方の一部には同意できる。

　今までディルニスタン浸しん食しよく領でくすぶっていた我われ々われが、初めて何かの指針を得たのだ。

　ここはひとつ、騙だまされてみるのもいいかもしれない。

「おいお前！」

　急に背後から呼び止められ、ディリアンは腰こしの剣けんに手を伸のばす。

　が、すぐに手を離はなして振ふり返る。

「はい。どうしましたか？」

　振り返ると、ドレム軍の兵士がひとり。

　なぜ呼ばれたのかは、分かる。

　ディリアンもドレム軍の装備を身につけているからだ。

　鎧よろいや服など、ディルニスタン浸食領にはいくらでも転がっている。多くの死体を漁あされば、ディリアンにぴったりなサイズもひとつくらいあるものだ。

「あの……？」

　呼び止めた兵士は胸に紋もん章しようをつけている。これはドレム軍の上級士官を示すものだ。連隊長レベルの扱あつかいだったはず。

　腰の長ちよう剣けんは鋼製か。

　ディルニスタンの武器に比べると原始的だが、よく鍛きたえられている。ここは〝赤色〟の炎によって鍛冶技術が優すぐれているらしい。他ほかの国はここまで強い武具は揃そろえられないということだ。

　その男はディリアンに近づきながら、こう言った。

「どうしたんだ、ため息なんかついて？　仲間がやられたのか？」

「えっと……いえ、そういうわけじゃないんですけど」

　唐とう突とつな質問に、返答に詰つまるディリアン。

　ふと思い立って、こう返した。

「いえ、うちの小隊長が心配ばかりかけるもので。隊長なのに僕らより前に出たり、変な女性の言う事を信じたり……」

「なんだ、そういうことか。お前はかなり心配性だな」

「はぁ、よく言われます」

　本当なのだから弁解しようがない。

　何事も用心深く生きてきたディリアンは、妖よう精せい旅団としても名前が知られていない。それは影かげに隠かくれて仲間を助けてきたからだ。

　積極性がないのではなく、妖精旅団が奇き抜ばつすぎて助けなければならない状じよう況きようが多すぎたのである。

「問題があるなら、配はい置ち換がえを希望してもいいのだぞ？　どこの部隊だ？」

「いえ、そこまでは及およびません」

　ディリアンは笑って答える。

「それでも隊長の事が好きですから。信じています」

「そうか。ならば良し」

　結局、ディリアンも己おのれが信じる道を行くしかない。

　呼び止められたついでに、カマをかけてみる事にした。

「しかし我が軍も勢いづいていますね。配置換えができるほどの余よ裕ゆうがあるなんて、ドレムに生まれて良かったです」

「そうだろうそうだろう」

　連隊長はご満まん悦えつのようだ。

「我がドレム軍は大陸最強の軍団だからな。人数、装備、練度、どれをとっても他の国には負けたりせぬ！」

「はい！」

　頷うなずいているディリアンだが、彼の言っている事は本当だろうと推測する。

　兵士に余裕がある。少なくとも負けている軍隊の表情ではない。

　それでいて油断もしていない。

「キラリアの狂きよう信しん者どもに、真実と言う名の炎を見せてやろうぞ！」

「はい！」

「うむ、お前はなかなか元気があっていいな。もしも小隊長に不満があるなら、俺に言えよ。そういやお前、どこの部隊なんだ？」

「ダレイウム中隊所属、ヘンゾ小隊のディリアンです」

　ディリアンはこの鎧の持ち主の情報を思い出し、よどみなく答えた。訊きかれる可能性があったから、荷物から部隊などを調べていたのだ。

「ヘンゾ小隊って事は、先の戦いくさで全ぜん滅めつした隊だな」

「はい。中隊ごと。生きているのは隊長を含ふくむ数名です」

「妖精旅団め……まったく忌いま々いましい。何が目的で我が軍を攻こう撃げきするのか。まるで魔ま獣じゆうのように我が軍を蹂じゆう躙りんしおって」

　心の中で謝りつつ、ディリアンは無言。

　ドレムにも事情はあるが、こちらにも事情はあるのだ。

「これではキラリアに時間を与あたえてしまうではないか」

「時間……？　何か困るのですか？」

「困るなんてものではない！」

　連隊長は腕うでを組んで憤ふん慨がいしている。

「まごまごしていたら、キラリアが〝白色〟を使うではないか！」

「〝白色〟──世界装置ですか」

「そうだ！　あれを使われたら、我が軍は壊かい滅めつ的な損害を受けるぞ」

「噂うわさは本当だったんですね……」

　正確には噂ではなく、レッチから聞いた話だ。

　ディリアンはそれが本当かどうか確かめるためにドレムに来たのだ。

「キラリアの〝震ふるえる白はく狼ろうの杖つえ〟……我らドレムが抱いだく〝爆はぜる赤あか獅じ子しの鎚つち〟とは相あい性しようが悪くてな。奴やつらめ、それを知っていて脅おどしをかけている」

　キラリアの〝震える白狼の杖〟は氷の力を持つ。

　対してドレムの〝爆ぜる赤獅子の鎚〟は炎を司つかさどる。

　ディリアンに言わせれば、そこまで相性は悪くない。どちらかと言えばプレナレートが持つ世界装置の方が危険だ。

　ただ、本気で大陸を滅ほろぼそうと考えれば、どの世界装置でも事足りる。〝白色〟の出力を最大にするだけで、世界を凍こおり付かせる事ができる。

「しかし何故なぜ、キラリアは今になって世界装置を？」

「そんなものは決まっている。我が軍がキラリアを攻せめすぎたからだ」

「なるほど……」

　どうにもならなくなって、起死回生の策として超ちよう兵器を使用する。

　追い詰められた国が取ろうとしている、もっとも悪い手段だ。

　それで滅びた国をディリアンは知っている。

　つまりドレムとキラリアはそういう関係なのだ。まともに戦ったとしたら、ドレムが圧勝してしまう。

　キラリアは世界装置を起動しなければならないほどに弱っている。

　しかも連隊長の言葉通りなら、キラリアは狂信者──つまり何かを盲もう信しんする集団が集まっており、裏を返せば扇せん動どうが得意な人間がいるという事。

　世界装置の危険性を知りつつ、なお起動させようとする者がいるかもしれない。

「……少なくとも、大陸が危険である事は本当みたいだね」

　ディリアンはまたため息をついた。

「ほら、しっかりしろ！　大だい丈じよう夫ぶだ、我が軍はまだ負けたわけではない！」

　優しい連隊長に背中を叩たたかれ、ディリアンは苦笑するしかなかった。

「連隊長殿！」

　駆かけ寄ってくる足音に振り返ると、ドレム兵が息を切らせていた。

「すでに揃っております！　お急ぎください！」

「ああ、そうだった。すまんな」

　連隊長は頭を搔かくと、その兵士にディリアンを突つき飛ばす。

「悪いが彼をしばらく預かってくれ。先の戦いで部隊は全滅したそうだ」

「了りよう解かいしました。よしお前、とりあえずこっちに来い。時間がないぞ」

「は、はい」

　そう言ってまた走り出す。

　ディリアンはその小隊長の後を追って走る。すると広場に出た。普ふ段だんは町の集会などで使う場所なのだろう。

　そこにドレム兵が整列していた。

　ざっと見て、千人はいる。これで連隊規模なのだろう。

　前列にいる者は黒光りする鉄製の鎧を着用し、後列にいる兵士も胸当てと槍やりを携たずさえて直立不動の体勢を崩くずさない。

　周囲には篝かがり火びが隙すき間まなく置かれている。まるで火が我々を取り囲んでいるかのようだ。そして兵隊たちはその炎ほのおの熱を浴びて心が滾たぎっている。

　無表情で動かない兵士たちだが、炎のように闘とう志しが燃えているのが分かる。

　盤ばん上じようの駒こまのように動かない彼らの最後列に並ぶディリアンと小隊長。

　そして彼ら兵士の前に現れたのは、先ほどの連隊長だった。

　先ほどまでディリアンを気き遣づかっていた連隊長は、打って変わって別人のようだ。見ただけで気け圧おされそうな重圧を感じる。いや、彼は意図的に兵士にそれを与えている。

「敬礼！」

　号令に合わせて、一糸乱れぬ敬礼をする。

　ディリアンは一いつ瞬しゆんで動きを合わせ、なんとかバレないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「我らドレム帝てい国こくに逆らう者どもに、炎の鉄てつ槌ついを！」

「おおおおおっ！」

　兜かぶとを身につけ、太い鉄製の剣を掲かかげている連隊長は、歴戦の兵に見える。おそらく何十年も戦ってきた実績があるだろう。

　彼で千人ほどの隊長クラスなのだとしたら、それより上の人間はどうなるのやら。おそらく眷けん属ぞく武器もそこそこ行き渡わたっているのだろう。

　ディリアンも含め、妖精旅団は強い。

　だが彼ら人間の実力を軽んじたりはしない。

　武器が強いだけではない。この統率力、そして戦せん闘とう意欲。さらに仲間を思いやる心も持ち合わせている。

　妖精の視点ならともかく、人間の国家として考えれば厄やつ介かいなことこの上ない。

「では作戦を伝える！」

　連隊長の言葉に、兵士たちは無言で反応する。

　ディリアンも彼らに交じりつつ、離はなれた仲間の事を考える。

　──さて、他のみんなはうまくやっているだろうか。
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　アルフェンは生まれつき病気にはならない。

　体内に住む治ち療りようユニットが病びよう原げん菌きんにあたるものを自動で識別、破は壊かいするからだ。アルフェンだけでなく妖精旅団全員が同じものを体内に入れている。ディルニスタンでは誰だれでも手に入るものだ。

「ぶぇっくしっ」

　なのにくしゃみが出た。

　おそらく鼻にゴミが入ったのだろう。これも身体からだが不純物を取り除こうとする行こう為いだ。

　今の大陸の文明では、病気がウィルスによる反応だと知る者も少ないはずだ。医学薬学に関しては、かなりの知識が失われているはず。

　少なくともアルフェンを殺せる毒も作れなければ、損そん壊かいした肉体を修復できる薬を作れる技術もないだろう。

「大丈夫ですか、アルフェン」

「あー、平気平気」

　鼻をすすりながら、アルフェンは馬を繫つなぐ。

　馬の吐と息いきが白い。

　キラリア領内に入ると、気温の低さが身に染みて分かる。

　国境付近の町ですらこんなに寒いのであれば、〝白色〟が安置されている首都になればどうなってしまうのだろう。早く行ってみたいものだ。

　だが、今はここだ。

　山の間に城じよう壁へきが築かれているここは、ディルニスタンからもっとも近い町だ。天然の城じよう塞さいのようだが、住む人は穏おだやかな顔をしている。

　そして目を惹ひくのが、教会の屋根から突き出ている直角に折れ曲がった棒。

　どこの屋根を見てもそうだし、時折見かけるキラリア国旗とは別の旗にも直角の棒が描えがかれていた。

「レッチ、ここは何て言う町だ？」

「アラケルクスという町です。キラリアの前線を支える場所で、多くの騎き士しが駐ちゆう屯とんしています」

「あの棒みたいなマークは？」

「ああ……」

　レッチは少し悲しそうな目をして、こう答えた。

「キラリア正教のシンボルです。この国では国旗よりも大事なものですね」

「なんであんな形なんだろ。直角に曲がって──」

「それは、ご神体のせいですね。キラリア正教は世界装置を神として崇あがめているので」

「ああー、そういう事か！」

　この国では、世界装置が神なのだった。

　アルフェンに言わせれば、装置と言うだけあって、あれは人が人のために作ったものだ。神という概がい念ねんはあるが、それは人じん智ちを超こえた何かであって、世界装置はそこまで大したものではない。

　滑こつ稽けいすぎる神だ。

　それでも、キラリアに住む大多数の善良な市民はそれを信じている。

　誰かが悪いのではない。

　ただ、歴史が間ま違ちがって伝わっただけなのだ。

「他ほかの国には、こういった宗教は存在するのか？」

「いえ……ただ、大陸南東にあるオーマ連合には土着の神がいるという話です。たくさんの部族からなる国なので、そういう集団もいるという話ですが」

「じゃあ他の国にはないのか」

「はい。歴史上、いくつも生まれては消えています。現在まで続いているのはキラリア正教だけです」

「どんな歴史を歩んできたんだ、本当に……」

　こればかりは考えても分からない。

　何を信じて何を求めるのかは、その時代によって違ちがう。

　しかし世界装置を崇める事の無意味さは、他の国も知っているだろう。だからこそキラリアと決別する事になったわけか。

「アルフェンにとっては、全すべてが珍めずらしいのでしょうね」

「まーな」

　レッチは白い息を吐はき、アルフェンの後ろをついてくる。アルフェンもどこへ行こうというわけではない。ただ周囲の建築物が珍しくて、見て回っているだけだ。

「もう一度お尋ねします。アルフェン、あなたたち妖よう精せい旅団は八百年前のディルニスタンを生きた人たちなんですか？」

　レッチの質問が具体性を帯びてきた。

「そうだと言ったら信じるのか？」

「……信じます。そうでなければ、あの強さは説明がつきません。大軍を相手に、たった六人で立ち向かえるなんて、この時代の人間には不可能です」

「神様ならできるかもしれないぞ？」

　アルフェンは皮肉っぽく笑う。

「私たちキラリア人は、世界装置を神と崇めています。その世界装置に匹ひつ敵てきする神秘を持っているのが、妖精旅団だと思っています」

「なるほど、な……それで俺たちを頼たよってディルニスタン浸しん食しよく領にまで来たわけか」

　なかなか鋭するどい娘むすめだ、とアルフェンは感心する。

　世界装置を崇める国の、それも皇すめらぎ巫女みこ──皇こう帝ていの姉である身で、そこまでの行動力を持ち合わせているとは。

　少しは彼女を信じても良さそうだ。

　だが、まだきっかけとしては足りない。

　アルフェンたちがこの時代に目覚めた理由になり得るのか──

　それを見み極きわめなくてはならない。

「で、どうなんですか？　本当のところは」

「さぁね」

「もう、アルフェンはいつもそうやってはぐらかすんですから」

「そのうち教えてやるよ」

　煮にえ切らない態度にレッチが少し頰ほおを膨ふくらませる。

　と、同時にレッチの腹が鳴った。

「ご、ごめんなさい」

「いや俺の方こそ悪い。普ふ通つうの人間はもっと腹が減るもんだよな」

「アルフェンはあまり食べなくても平気なんですか？」

「ああ。しばらくは活動できる」

　二四時間飲まず食わずで戦せん闘とうを続ける事も可能だ。水だけなら数日間は活動する事ができる。

「まぁ……それは」

「おい勘かん違ちがいするなよレッチ。食べなくても平気ってだけで、食べられないわけでも食べたくないわけでもないんだからな」

　味覚や空腹感がなければ、生物として機能しなくなってしまう。

　いくら特とく殊しゆな生まれ方をしたとはいえ、アルフェンたちは人間の範はん疇ちゆうだ。少なくとも彼ら自身はそう思っている。

　鼻だってそうだ。遠く離れた血の臭においを嗅かぎ分ける事ができるだけじゃない。

「レッチ。あそこに泊とまろう」

　宿屋の看板を出している建物を指さすアルフェン。

「あそこの宿が一番美味うまいメシを出してくれるはずだ」
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　神聖キラリア皇国首都、レルーン。

　騎士団詰つめ所しよの上級会議室で、数十の目に晒さらされる騎士がいた。

　アルベールはこれから自分がどのような目に遭あわされるのか想像して、身み震ぶるいする。

「では続けて尋たずねよう、騎士アルベール」

　正面の机にいる上級騎士が、一いつ切さいの哀あわれみを捨てた目でこちらを見ている。その隣となりの騎士も、その隣の騎士も、さらに隣の騎士も。アルベールを囲むように並べられた机には、氷の如ごとく冷たい者たちがいた。

「ガフェル中隊の壊かい滅めつについて、君の情報は正確だった。同じく生き延びた君の同どう僚りようの証言と一いつ致ちする」

「は……はいっ」

「ここに君を召しよう喚かんしたのは、その騎士たちと同じ事を訊ききたいからではない。君だけが見た、貴重な情報を欲ほつしているのだ。分かるね？」

「……妖精、ですか」

　アルベールは唾つばを飲み込む。

「そうだ。君は妖精と相対して生き延びた騎士だ。知っている事は全て話してもらう」

「待て、それよりも訊くべき事がある」

　横のテーブルの騎士が発言する。

「騎士アルベール。君は何故なぜ生き延びた？　妖精と刃やいばを交かわしたのだろう？」

　別の騎士の発言に、さらに別の騎士が反応する。

「生き残りの話ではなぁ、彼が妖精に見み逃のがしてもらったらしいぞ。服に矢が刺ささって動けないところを、妖精が矢を切って逃にがしたらしい」

　ざわつく会議室。

　そう、アルベールはそれを恐おそれていた。なぜ妖精が自分を助けたのか、彼自身が訊きたいところだ。

「騎士アルベール。君は妖精と繫がっていたのか？」

「と、とんでもありません！」

「それはこれからじっくりと訊かせてもらおう」

　ざわめきは止まらない。

　アルベールの周囲の騎士たちは、何を話しているのだろう。いかにして自分を拷ごう問もんするか、あるいはどうやって殺すか──

　わずか一七歳のアルベールにとって、見えない大人の企たくらみというものは敵よりも恐きよう怖ふだった。ただ命令に従っていれば良かった下っ端ぱの騎士が、こんな状じよう況きようを想像できるはずもない。

　ざわめきが一ひと際きわ大きくなった、その時だった。

　ノックの音と共に、会議室の扉とびらが開く。

　そこに現れたのは──騎士を伴ともなった、ひとりの女性。

「会議中に失礼致いたします。その騎士についてお話がございます」

　長いドレスを引きずって現れた、アルベールと同い年の女性。

　顔立ちはレッチに良く似ているが、物もの腰ごしはまるで違う。美しい化け粧しようを施ほどこしたその顔は氷のように冷たい無表情で、今のアルベールにはそれがこの場にいる誰だれより恐ろしく見えた。

「フリエル……」

　つい名前で呼んでしまい、慌あわてて口をつぐむ。

「こ、これは皇帝陛下！　いかがなされましたか!?」

　騎士全員が起立すると、皇帝フリエルは手でそれを制する。

「用があるのは私ではなく、彼です」

「ああ、失礼するよ」

　フリエルの隣にいたのは、軽けい鎧よろいを着た壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ふ。

　彼──金こん剛ごう騎士団長ジェルダンはあご髭ひげを撫なでながら、小さく礼をした。

「途と中ちゆうから話を聞かせてもらったが、彼が妖精に生かされたという事実はとても重要だ。このまま尋じん問もんするより、少し時間をもらえないだろうか」

「なんだと……？」

　さらにざわめく騎き士したち。

「妖精はレチューディア様を拐かどわかし、そこの坊ぼうやを見逃した。これで分かる事はひとつ。連中には何かしらの目的があり、意志を持って動いている。そして少なくとも会話が可能であり、交こう渉しようの余地があるという事だ」

　そもそも最初に妖精が出現した報を受けた時、妖精は別の生き物だと思われていた。

　実際、アルベールもそう思っていた。

　しかし妖精は人間と同じ感情を持ち、人間のように振ふる舞まえる。

　ただ殺さつ戮りくを繰くり返す機械や魔ま物ものの類たぐいではないのだ。

「今、我われ々われがすべき事は、若い騎士をいたぶって遊ぶ事ではない。各地に騎士を派は遣けんし、怪あやしい者をかたっぱしから捕つかまえる事だ」

「それはどういう……？」

　騎士ジェルダンは、騎士達に向かってはっきりと発言した。

「決まっている、妖精は我々人間と同じように振る舞える。つまり、人間に交じって町に潜せん伏ぷくする可能性もあるのだ」

　そして彼はアルベールの肩かたを強く叩たたいた。

「アルベールと言ったな。協力してもらうぞ。騎士の風ふう貌ぼうを事細かに説明してもらう。画家との共同作業だが、長くなるのは覚かく悟ごしておけよ」

「は──はいっ」

　唾を飲み込むアルベール。

　皇帝と騎士団長、二人の重じゆう鎮ちんに囲まれた彼は、緊きん張ちようで言葉がなかなか出なくなる。

「だが、お待ちくだされ」

　ひとりの司祭が制止する。

「いくらジェルダン殿どのといえども、勝手に騎士の処しよ遇ぐうを決めてもらっては規律が成り立たない。これは敵前逃とう亡ぼう、ないし敵との密通の嫌けん疑ぎについて話し合う場なのです」

「その件については、すでに大司祭様の通達がある」

「大司祭──レムソス様の!?」

　その名を出した途と端たん、一気に会議室の空気が冷えた。

　皇帝であるフリエルが現れた時以上に、司祭が慌てている。

「な……レムソス様が、こんな一騎士を？」

「馬ば鹿かな……」

　彼らの疑問はもっともだ。アルベール本人ですらそう思っているのだから。

　このキラリア正教の事実上の最高権力者。皇帝よりも神に近いと言われている存在である大司祭が、自分を助けるための通達をするなど。

「ま、そういう事だ。そのくらい、こいつが持っている情報は貴重なんだ。レチューディア様を助けるためにな」

　ジェルダンの言葉に、司祭たちはとうとう黙だまってしまった。

「では皆みな様さま方、これにて失礼」

　アルベールの肩を抱だいたまま、ジェルダンは部屋を出ようとする。アルベールの身み柄がらは彼が預かるという宣言だろう。

　会議室を出ると、フリエルと目があった。

「あ……」

　ジェルダンを一度見て、そしてアルベールはフリエルに頭を下げた。

「フリエル……す、すまない。レッチを……」

「仕方ありません、アルベール」

　騎士たちの目が届かなくなると、ようやくフリエルは小さく微笑ほほえんだ。

「レッチは自ら妖よう精せいの下もとへ行ったのです。ですが、だからといって対策を練らないわけではありません。全力で連れ戻もどしますから、焦あせらないで」

「……ああ」

　──もとはといえば、自分のせいだ。

　もっと早くレッチを連れ戻していれば、妖精に会う事もなかったのに。

　後こう悔かいと自責の念に潰つぶされそうになるアルベール。

　そんな彼をフリエルは静かに眺ながめるだけだった。
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「巷ちまたじゃあ、妖精旅団が死んだって噂うわさもあるらしいぜ」

「へえ、そりゃなんでだ？」

「ディルニスタン浸しん食しよく領で襲おそわれなくなったからだろ」

　燭しよく台だいの明りが照らすのは、宿屋の一室。

　グラスに酒を注ぎながら、バレンタインが苦笑する。偵てい察さつから帰った彼は、簡単な食事を済ませるとアルフェンを酒に誘さそったのだ。

　アルフェンもグラスを受け取ると、小さく口をつける。

「うへっ、なんだこの酒、キッツいな」

「寒い地方だからな、強い酒が好まれるんだ。俺はプレナレートの甘い酒と同じくらい好きだぜ」

「おっさん、めちゃくちゃ嬉うれしそうだな」

「少なくとも酒に関しては、かなり面おも白しろい時代になったぜ」

　水のグラスに手を出すアルフェンとは違ちがい、バレンタインは涼すずしい顔で強い酒を飲む。最初のグラスを空にすると、話を続けた。

「でな、世界装置の他ほかに、レッチについても調べてきた」

「ああ、助かったよ。やっぱりこういうのはおっさんに任せるべきだな」

　情報に関しては妖精旅団で一番の巧こう者しやだ。何より人の意識を左右する眷けん属ぞく武器のおかげで、知りたいと思った事は大たい抵てい手に入れられる。

「つーかお前らキラリアにいたのに、なんでレッチの情報がないんだよ」

「しょうがないだろ。俺ずっとレッチと一いつ緒しよだったんだぞ？　本人の目の前で本人の情報なんて聞けるわけないだろ」

「それもそうか」

　頭を搔かいて、バレンタインは笑う。もしやすでに酔よっているのか。

「結論から言うと、レッチが言っていた『キラリアが世界装置を使おうとしてる』って話は本当だ。プレナレートの諜ちよう報ほう部隊からの情報だ」

　バレンタインには大陸北東にあるプレナレート王国の偵察を頼たのんでいた。嬉しそうに語るという事は、よほどいい酒がある国なのだろう。

「まぁ、これについては割と下級兵士レベルでも噂レベルで伝わってるみたいだ。知らないのは外から来た俺らくらいだな」

「そうか」

「で、それを踏ふまえて──レッチの話だ」

　そう、それだ。

　キラリアが世界装置を使う事で、レッチにどういう不利益があるのか。また世界装置の発動を止める事で、レッチがどう得をするのかが知りたかった。

　金などの報ほう酬しゆうが得られなくても構わない。要は正義感による行動でもいい。レッチがそう考えるに至る過程がなんなのか知らなければならない。

　彼女と手を組む者、また彼女を利用しようとする者の尻尾しつぽを摑つかんでおきたいのだ。

　ところが──

「あのレッチってお姫ひめさまなぁ。周りにだーれもいないんだわ」

「……は？」

「敵も味方もいねーの。政治に関しちゃ妹のフリエルってのが皇こう帝ていになってるし、皇すめらぎ巫女みこって役職で呼ばれてるけど、宗教的にはほとんど意味がない。皇帝の添そえ物レベルで発言権はない。つまりキラリア皇国にとってレッチに価値はないんだ」

「価値がないって……そんな事はないだろ。皇帝の姉だぞ？　媚こび売ろうって考える奴やつだっているんじゃないのか？」

「そういう人間も、皇帝と教会の両方が排はい除じよしてるらしい。そもそも政治的な力もないから、利用しようって考える奴もいないんだ。敵がいないから、わざわざ守ろうとする味方もいないってわけさ」

「……それは」

　なんと言葉をかければよいものか。

　城の中でもっとも偉えらそうにしていい立場だというのに、価値がないなどとは。そういうお国くに柄がらと言ってしまえばそれまでだが、皇帝以外の親族にはまるで権限がないのか。

　裏を返せばコネで重要な役職に就つくことがない分、実力主義とも呼べるが……。

　それにレッチの性格が表面通りなら、けして権力を笠かさに着ようとはしないだろう。敵がいない安全な場所で、静かに暮らす毎日を送り続けてきたのか。

「ま、まぁ、アレだ、本当にひとりぼっちとは限らないからな。どこかで接せつ触しよくした人間がいないか、もう少し探さぐりを入れてみるよ」

　気まずさをごまかすように酒を飲むバレンタイン。

「頼むわ」

　隣りん室しつで眠ねむっているレッチの事を考えるアルフェン。

　あるいは、世間知らず故ゆえの正義感が駆かり立てたのかもしれない。

　しかし世界装置を発動させる事の危険性を説いた者が、キラリアにレッチしかいないのだとしたら、とんでもない国である。人との接触が少なかったレッチだからこそ、真実に気づけたのだろうか。

「ひとりぼっちのお姫さま……か」

　つい先ほどまで見ていた気き丈じような顔を思い浮うかべながら、アルフェンは水のグラスを飲み干した。
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　一番美味うまいというアルフェンの言葉は真実だった。

　確かにあの宿屋の一階にあった酒場は大だい繁はん盛じようしていた。人気の秘ひ訣けつである料理は絶品で、今までレッチが食べた事のないような味だった。

　二人分の部屋を取り、レッチは久々にベッドで眠った。

　ディルニスタン浸食領に行くまでは、隠かくれるように馬小屋で眠っていたし、妖精旅団と出会った日は箱のような不思議な寝しん所じよで眠った。

　あの箱はあれで気持ちよく眠れた。アルフェンが言うにはディルニスタン王国のベッドは疲つかれが取れる様々な仕組みがあるらしい。それも機械の力らしいが、どんな装置が疲れを取ってくれるのか全く想像できなかった。

　泥どろのように眠ったレッチが目覚めたのは、朝と呼ぶには少し遅おそい時間だった。

「ん……」

　柔やわらかいものを抱だきしめる。

「ん？」

　枕まくらでもシーツでもない感かん触しよくに目を開けると、そこに全ぜん裸らの少女がいた。

　カロリーヌだ。

「わ、わぁっ！」

「ん……おはよー、レッチ」

　そう言ってカロリーヌは寝ねたままレッチを抱きしめる。

　大きな胸がレッチの顔を押し潰しそうだ。息苦しくて身を離はなそうとするのだが、カロリーヌの怪かい力りきがそれを許してくれない。

「んんーっ！　んんー！」

「あー……ごめんごめん」

　寝ぼけながら、ようやく巨きよ乳にゆうから解放してくれたカロリーヌ。

　まさか騎き士しやドレム兵より先に巨乳に殺されかかるとは思ってもみなかった。

「何やってるんですか、カロリーヌ！」

「あははー。偵察から帰ったらみんな寝てたからさ。あたしも超ちよう眠ねむくなっちゃって、そしたら気持ちよさそうなベッドがあるじゃん。ごめんね勝手に寝ちゃって！」

「いえ、寝るのはいいんですけど……」

　レッチは部屋を見回す。

　いるのはカロリーヌだけのようだ。ミーニャはいない。他の男たちはアルフェンの部屋で寝たのだろうか。

「んー、いい朝だねぇ！　時代が変わっても、朝日は気持ちいいよ！」

　大きく背せ伸のびしながら、カロリーヌは笑っている。

「おいどうした!?　何があったレッチ!?」

　いきなりドアが開いて、アルフェンが飛び込んできた。

　きっと先ほどの小さな悲鳴を聞いて反応したのだろう。しかし──

「ちょっと何入ってきてんの!?　サイテー！」

「はぶっ！」

　全裸のカロリーヌがブン投げた枕がアルフェンの顔面に当たり、廊ろう下かの壁かべまで吹ふき飛ばした。

「乙女おとめが着き替がえも済ませてないのに、ノックもなしとか信じられない！」

「カロリーヌ！　いいから隠してください！」

　仁に王おう立ちする全裸のカロリーヌの前に立つレッチ。被ひ害がいを受けたのはアルフェンなのだが、まずはカロリーヌの身体からだを隠す事が先決だ。

　と、思っていたのだが──

「レ、レッチ──」

　アルフェンが自分を指さす。

「あ……」

　思い出した。着の身着のまま旅をしてきたレッチは、寝ね間ま着きに相当する服を持っていなかった。なので宿屋のベッドを汚よごさないよう、自分も下着で寝たのだ。

　自分の身体を見下ろすと、薄うす手でのネグリジェが透すけた身体のラインを晒さらしている。カロリーヌほどではないが、ふくよかな曲線とくびれた腰こしのラインがありありと見えてしまうではないか。

「きゃーっ！」

　おもわずレッチも枕を引っ摑んで投げた。廊下から戻もどってきたアルフェンの顔面にあたり、また部屋の外に飛ばされる。

「つーかお前なに勝手にレッチの部屋で寝てんだよ！　危険だとは思わなかったのか!?」

　後からやってきたバレンタインが恐おそる恐る部屋の中を覗のぞく。

「だっていい子だよ？　一緒に寝ても襲おそわれなかったし」

　ようやく服を着始めたカロリーヌは、ちっとも悪びれずに答える。その横でレッチもいそいそと着替え始めた。

「……あのねカロリーヌ」

　疲れた顔をしたディリアンも部屋に入ってきた。

「武力がなければいい人ってわけじゃないんだ。人間の力というのは、暴力だけじゃない。武器を持たない力もあるんだ。それを悪い事に使う人もいるんだよ」

　子供を諭さとすように言い含ふくませるディリアン。

「あ、そっか！　レッチの仲間がいるかもしれないんだね！」

「そうだよ。なのに無む警けい戒かいに寝やがってお前は……！」

「痛い痛い痛い！　バレンタインちょっと、やめー！」
















　バレンタインがカロリーヌの頭を鷲わしづかみにする。

「あ、あの、すみません、もうその辺で……」

「朝からうるさくてごめんね。一応、これでも警戒はさせてもらっているんだ」

　ディリアンがのほほんとイスに腰こし掛かける。

　どうやら彼らにとってはこういう会話は日常的なものらしい。

「おっさん、そのへんにしてやってくれ」

　先ほど投げられた枕が痛かったのか、鼻を押さえたままアルフェンが制止する。

「だがアルフェンよ、このバカは……」

「レッチなら大だい丈じよう夫ぶさ」

　アルフェンはこちらの味方をしてくれるようだ。

「根こん拠きよは？」

「俺がそう思った。それだけだ」

　自信満々に答えるアルフェンに、バレンタインとディリアンがため息をつく。

　なんとなく、彼らの力関係が分かった気がする。

　冷静で理知的な二人だが、アルフェンには逆らえないようだ。それは彼の人徳なのか、別の立場によるものなのかは不明だ。

「ったく」

　バレンタインも諦あきらめたのか、頭を搔かいてイスに座る。

「まー、何かを盗ぬすまれたり、特とく殊しゆな薬を使われた形けい跡せきもないし、良しとするか。悪いなレッチ。こちとらこれでも世界中から追われる身なんでな」

「ええ、理解しています」

　怯おびえつつ、レッチは頷うなずく。外部の人間をホイホイ信用するような者達であれば、今ごろとっくに滅ほろぼされていただろう。

　それにしても──

　なんてうるさい朝だろう。

　いつもは誰だれもいない寝しん室しつで、鳥とキメラの鳴き声に起こされたものだ。静かな部屋で服を着替え、沈ちん黙もくを保ったまま朝食を摂とる。

　なのにこの連中ときたら、朝から本気で大おお騒さわぎをしている。

　おそらくどこでも当たり前の光景が、レッチにはひどく羨うらやましく見えた。

　それは真横で行われているはずなのに、とても遠くに感じる。

　当然だ。レッチと妖よう精せい旅団は他人同士──いや下手をすると敵同士にもなりうる。

　その関係を、少しでも縮めたいと感じた。

　世界装置を止めたいという言葉を信じて欲しいからではない。

　ただ、単に、寂さびしかったのだと思う。

　アルフェンも言っていた。

　新しい世界を満まん喫きつしながら世界を救ったっていいじゃないか、と。

「あのっ」

　レッチの言葉に全員が振ふり返る。

「朝ご飯──食べませんか？」

　誰にも信じてもらえないかもしれないが、レッチの中では最大限の勇気を振り絞しぼった行動だった。おそらくディルニスタン浸しん食しよく領へ単身乗り込んだ時よりも。

「…………」

　静まり返る妖精旅団。

　返事をしたのは、カロリーヌの腹だった。




　　　　＊




　アルフェンは朝から驚おどろかされた。

　何しろ、レッチが自発的に何かしようと提案したのは、これが初めてだったからだ。

　それまでは「○○して欲しい」という懇こん願がん、願いの類たぐいだけだった。それ以外は他人の提案に答えるだけ。自分の意志にそぐわなければ否定はするが、自ら提案する事は今までなかったのだ。

　レッチの心が少しだけ開いた証しよう拠こと受け取って良いいだろうか。

「あ、あのアルフェン。お水いかがですか？」

　水差しからコップに水を注ぐレッチ。しかし慣れていないのか、水差しを持つ手が震ふるえている。さらにコップの縁ふちギリギリまで注つがれており、手に持っただけで零こぼれてしまう。

「あわわわわわ」

「いやレッチ、無理しなくていいから」

「す、すみません」

　濡ぬれたテーブルを拭ふくレッチ。

「こういうの、慣れてなくて」

　それはそうだろう。今までひとりで過ごしてきたのに、いきなりやかましい集団の中に放り込まれた──いや、飛び込んだのだから。

　気の遣つかい方というものが分からないのだろう。

　どのみち、彼女が人を騙だますような人間ではない事ははなから分かっている。

　問題はその裏に何が潜ひそんでいるか、だ。

　ひとりぼっちのお姫ひめさまが求めるものは、果たして──

「でね、すーっごいおっきな剣けんを持ってる人が、何人も襲いかかってくるんだよ！　しょーがないからあたし、素す手でで相手したよ。二、三人ほどやっつけたら太ったオッサンが『剣けん闘とう士しにならないか？』って話しかけてきてー」

　エビの揚あげ物を食べながら、カロリーヌが話しているのはラジェンダ・クム王国での活動報告だ。

　テーブルの上には所狭せましと並んでいる朝食。パン、スープ、肉炒いため、サラダ、腸ちよう詰づめ、果くだ物もの、とにかくこの店で出せる全すべての朝食を用意してもらったが、カロリーヌが半分以上平らげている。

　そうやって嬉うれしそうに話す彼女と、それを苦く笑しようしながら聞いているディリアンとバレンタイン。目を丸くしているレッチ。

　彼らを見ていると、外に出て良かったとアルフェンは思う。

　突とつ然ぜん、ディルニスタンを覆おおう毒が晴れた理由は彼も知らない。ただ、ディルニスタンの防衛機構が停止したのは、そうする必要があったからだと思っている。

　ディルニスタンを出て、何をするべきか──
















　アルフェンにはそれを見み極きわめる義務があった。

「ねぇ、アルフェンはどう思う？　剣闘士になって潜せん入にゆう続けた方がいいかな？」

　いきなりカロリーヌに話を振られる。

「んー、そうだな」

　先ほどまでのカロリーヌの話を聞く限り、ラジェンダ・クム王国には剣闘士──つまり戦いを見せ物にする風習があるらしい。

「レッチ。ラジェンダ・クムの軍事力ってのはどのくらいなんだ？　具体的に言うとドレム帝てい国こくを止められるくらいか、って事なんだが」

「難しい……と思います」

　自信はなさそうだが、レッチはそう答える。

「もしも止められるのであれば、今ごろキラリアは世界装置を使おうと思ってないでしょうし」

「そうだな」

　あるいはキラリアと共きよう闘とうしてドレムを潰つぶすという手もあったはずだ。

　それなのにドレムのひとり勝ちを許しているのは、つまりそういう事だろう。キラリア側の協力体制にも問題があるだろうが、ドレムはラジェンダ・クムを放っておいても良いと考えている。

　それなのに剣闘士で遊んでいるヒマがあるのだ。

　大陸南西に位置する国、ラジェンダ・クム──

　砂で覆われた〝黄色〟の世界装置を有する国。

　どうやら軍事的な脅きよう威いはなくても、国内に重大な矛む盾じゆんを抱かかえているようだ。

「それを言ったら、プレナレートも似たようなもんだぜ。そこそこ強い海軍は持ってるんだけど、今回の戦いくさには参加せず、漁夫の利を狙ねらってる」

　バレンタインが説明する。

「ドレムもキラリアも、周辺の国にケンカ売りまくってんだろーな。だから肝かん心じんな時に助けてくれないわけだ」

　そう評するバレンタインに、レッチが申し訳なさそうな顔をする。

　ここキラリアが大陸でも孤こ立りつしているのは、独自の宗教観もあるだろうが、下手にドレムに対たい抗こうできる力があるからだろう。

　あのキメラ部隊はディルニスタンの合成技術を流用したものだろうか。あれについても調べてみたいが、もっと国の奥深くまで探さぐらないと難しいだろう。

「色々な国があって、面おも白しろいな」

「面白いですか？」

　少しずつ朝食を食べながら尋たずねるレッチ。

「ディルニスタンとは違ちがい、画一的じゃない。世界装置の力で気候が変わったせいで、文化も変わったんだろうが……たった八百年でここまで違うもんなんだなぁ」

「全ての国が仲良くできたら、きっと楽しいと感じられるんでしょうけど……」

　悪い点は多々あるだろうが、それでもこんなに違う文化に触ふれられるのは楽しい。

　今目の前に並んでいる料理はキラリアでも随ずい一いちなのだろうが、他国に行けばまた違ったものが食べられるだろう。ベッドの大きさや町の明るさ、女性の美しさも違う。全てディルニスタンでは味わえなかったものだ。

「だがカロリーヌ、剣闘士になるのはちょっと待て。それよりも今はやらなきゃいけない事があるからな」

「うん、わかった！」

　元気に頷くと、カロリーヌは食事に戻もどる。

「しかし、スターライトとミーニャは遅おそいね。昨日集合のはずなんだけど……」

　ディリアンが周囲を見回すが、それらしき人ひと影かげはない。

「大方どっかで道草食って、ついでに情報収集してんだろ。ミーニャはともかく、スターライトは隠かくれるの得意だからな」

「大だい丈じよう夫ぶかな。危ない目に遭あってないといいけど……」

「ディリアンは本当に心配性しようだなぁ。大丈夫だって」

　もしも危険な目に遭っても、自ら切り抜ぬけられるほどの強さを持っているのだ。ディリアンとて同じくせに、いつも仲間を心配したがる。

　顔や体型はアルフェンとよく似ているのに、性格はまるで正反対だ。

「いいじゃねーか。あいつらがいない分、俺らが食う分が増えるって寸法よ」

　朝から酒を飲んでいるバレンタイン。

　彼にとってこの大陸の酒は口に合うようだ。ディルニスタンにも嗜し好こう品ひんがなかったわけではないが、ここの酒は混じりものが多いし、舌に刺し激げきが強い。

　それでもバレンタインは美味うまそうに酒を飲んでいる。

「レッチ」

　騒さわいでいるカロリーヌを止めようとするレッチに話しかける。

「いい国だな」

「は、はい……そうですか？」

「ここに住む人たちは、みんな優やさしい。世界装置が引き起こした異常気象にも耐たえて、頑がん張ばってる。人間が生物のひとつとして生きている実感がある」

「そういうものですか……」

「戦争さえなければ、きっといい暮らしができるだろうな」

　ただ、そういう未来にするには障害が多すぎる。

　アルフェンにとって、守るべき場所なのか判断するには、まだ材料が足りない。

「だから──そろそろ始めようか」

「何を……始めるんですか？」

「この国を滅ほろぼす話だ」








第三章　凍てつく国









　絶句するレッチ。

　キラリアを滅ぼす、とアルフェンは言ったのか。

「あ、あの、私、キラリアを滅ぼそうなんて──」

「キラリアの世界装置ワールドワークスを止めただけで、本当に全てが終わると思ってるのか？」

　アルフェンが問うと、レッチはそこで初めて想像する。

　超ちよう兵器の起動が停止しただけでは、問題は何も解決しないのだ。

「むしろ本当にヤバいのは、世界装置なんて物ぶつ騒そうなもんを使おうと考えている奴やつらがキラリアにいる事だ。そうだろ？」

「……はい」

「そういう奴らを排はい除じよするとなると、キラリアのかなり深い所まで排除する必要がある。その結果として世界は平和になる──かもしれない」

　キラリアを根本から治ち療りようしないと、この病巣は取り除けない。

　戦争とは、そういうものなのだ。

　言葉をなくすレッチに、アルフェンは話を続ける。

「なぁレッチ。そもそも国が滅びるって、何だ？」

「それは……」

　答えられず、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎるレッチ。

「滅ぼす方法はいくらでもあるよ」

　ディリアンがレッチを助けるように答える。

「政治の主権をなくす、奪うばう、象しよう徴ちようとなる人物を殺す、あるいは他国に隷れい属ぞくさせる、国民を全て殺す、国土を消しよう滅めつさせる──やり方は色々あるよね」

「ああ。でも明確な基準はないよな。正直、俺にも良くわかんねーや」

　アルフェンもそう言って笑った後、

「だが、それでもディルニスタンは滅びた」

　と続ける。

「レッチ。お前たちの歴史では、ディルニスタンはどうやって滅びた事になってる？」

「ディルニスタンは──」

　レッチは一いつ瞬しゆん目を閉じて、歴史を思い出す。

「伝説では、征せい竜りゆう王おうクルアディンが神に逆らい、神の力を手に入れようとした結果、神の罰ばつを受けて国ごと滅んだとあります」

「神の罰ねぇ」

　アルフェンたちは苦く笑しようする。

「もっと詳くわしい歴史書には、こう書かれてありました。クルアディンは神の力を自分のためにしか使わなかったせいで、国民に反乱を起こされたと。そして長い戦いの傷きず跡あとが、あのディルニスタンの毒だって」

　浸しん食しよく領と名付けられた通り、あの土地の毒は強きよう烈れつなものだったらしい。

　ディルニスタンを覆おおっていた毒は、かつて王国の全すべての力の源だった竜気吸収プラントの破は壊かいにより、汚お染せんされた竜気が漏もれたものだ。

　それが今になって空気清せい浄じようシステムが再起動したおかげで人が侵しん入にゆうできるようになった。再びディルニスタンの装置が動き始めているのだ。

　だからアルフェンたちも蘇よみがえった。冷れい凍とう睡すい眠みん装置が止まったのは正常な動作だ。ディルニスタンの土地を荒あらす者が現れたので、防衛しろと命令したのだろう。

「私たちの歴史観は、正しいのですか？」

「ま、だいたい合ってるよ」

　アルフェンはそう評する。

　ただ、彼女の歴史観に足りていないものがいくつかある。

「レッチ。神の力ってのは何だと思う？」

「ええと、それは……世界装置のようなすごい技術、ですか？」

「技術だけじゃない。その根底には〝竜気〟というものがある」

「おいアルフェン！　お前っ！」

　バレンタインが叫さけぶが、

「ちょっとお客さん!!　朝からうるさいよ!!」

　背後のおかみさんにもっと大きな声で怒ど鳴なられてしまう。バレンタインは両手を挙げて愛想笑いをした。

「〝竜気〟……ですか？　それはどんな物なのですか？」

「物、というより力の種類だな。俺達が生きているこの大地の力を利用する。レッチは世界装置はともかく、眷けん属ぞく武器を使った事はあるか？」

「い、いえ、でも、見た事なら。アルフェンたちの持っている武器の他ほかにも、我が国の四大騎士団長達はみんな携たずさえています。無数の氷の槍やりを出したり、周囲の大地を凍いてつかせたり、氷の壁かべを作り出したり──」

　氷にまつわる能力が多いのは、キラリアだからだ。

　もともと眷属武器とは世界装置を守るために作られたものだ。それを専用のガーディアンに持たせる事で国の気候を保っていたのだが……。

「なんでそういう能力が使えるのか、考えた事はあるか？」

「えっ……そ、そういえば」

　改めて問われて、レッチも戸と惑まどう。

「そうですよね。魔ま法ほうの力が備わっていると思ってましたけど、魔法がどのように作用して氷を出すのか考えた事もありませんでした」

「世界装置がどうやって動いてるのかも分からないだろ？」

「はい……それを動かす力が、その〝竜気〟というものなんですね？」

「そういう事だ」

　レッチは自分の至らなさを恥はじているようだが、これは仕方ないと思う。この時代の文明で世界装置を見れば、神の業わざだと思ってもおかしくない。

「〝竜気〟は確かにすごい力だ。世界装置を動かすくらいなんだから。使い方次第で国を壊こわせる。だがそれは〝白色〟を起動させるって意味じゃない。使わずとも国を滅ぼす方法なんていくらでもある」

「それは……？」

「例えば、だけどさ」

　アルフェンはレッチに顔を近づける。

　桃もも色いろの唇くちびるが間近に見えるが、すぐに離はなれていく。顔を赤くしたレッチがイスごと下がったのだ。倒たおれそうになるところを、隣となりにいたカロリーヌが支えてくれた。

「レッチの思おも惑わく通り、〝白色〟が起動しなかったら、どうなる？」

「それは……キラリアにとって打だ撃げきになるでしょう。キラリアはドレムに対して抵てい抗こうする手段を失います。ですが、私はそれでキラリアが滅びるとは思っていません。キラリアなら、きっと──」

「ま、そこまでいくと想像って言うより希望になっちまうな」

　アルフェンがはぐらかすと、レッチは少しムッとする。

「ただ、現状キラリア──いや、六国の切り札が世界装置なのだとしたら、それを使った情報戦もできるって事だ」

「世界装置を使おうとしているのはキラリアだけじゃないしね」

　アルフェンの言葉を繫つなぐディリアン。

　彼はドレムに偵てい察さつに行ってくれた。練度の高い軍隊が売りのドレムで、彼は多くの情報を持ってきてくれた。

「もしもキラリアが世界装置を使うのであれば、ドレムも相応の手段をとるよ。最悪、ドレムも世界装置を持ち出すかもしれない。そうなったら大陸を巻き込んだ大戦争になる」

「はい。だからこそそれを止めたくて、あなたたちに」

「うん、分かるよレッチ」

　ディリアンは立ち上がり、優しくレッチの肩かたに触ふれる。

「でもアルフェンが言った通り、世界装置を使わずに、キラリアを救える方法はあるはずなんだ。例えば、世界装置を使わない事を条件に、ドレムと和平を結ぶ事もできる」

「はい……」

「だけど君は、僕達に頼たのんだ。この〝悪名高い妖よう精せい旅団〟に頼むって事は、どういう事なのか、少し考えれば分かるさ」

　アルフェンも自分たちの立場は理解している。

　レッチが彼らに求めたのは、情報戦ではなく、徹てつ底てい的てきな暴力なのだ。

　世界を救いたかったのではない。

　全てを破壊する力で、自分を邪じや魔まするものを壊したかったのだ。

「…………はい」

　下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむくレッチ。

「そうです。私は、キラリアを壊したかった──神の名の下もとに、他者を排除する教義にどうしても馴な染じめなかったから。多くの人の命を奪う世界装置を簡単に使おうとする人達が許せないから……！」

　レッチは顔を上げる。

「だから、止めたかったんです。世界装置と、世界装置にまつわる全てを」

　妖精は沈ちん黙もくする。

　複数の目に晒さらされ、レッチは目を伏ふせる。

「……拙つたないですよね。幼い考えですよね」

　そう思われても仕方がなかった。

　ただ、どうしてもレッチは今のキラリアが正しいとは思えなかったのだ。血で血を争う戦争を終わらせるためと称しようしているのに、さらに被ひ害がいが広がるような行動は人道的にも戦略的にもおかしいと思うのだ。

「でも、私はこの状じよう況きようをなんとかしたかった。キラリアが好きだったから。たとえ何かを壊してでも、キラリアを守りたかったんです」

「大だい丈じよう夫ぶだ、レッチ。お前の言いたい事は分かってる」

　アルフェンはレッチの言葉を手で遮さえぎる。

「つーわけで、ディリアンは引き続きドレムを頼む。バレンタインのおっさんもプレナレートを。この二つの国は、常に見張る必要がありそうだしな」

「あいよ……ったく」

　やれやれ、と頭を搔かくバレンタイン。

「アルフェンは引き続きキラリアの偵察かい？」

「ああ」

　ディリアンに答えるアルフェン。

「他の国に比べて、この国はまだ知らない事が多すぎる。宗教って隠かくれ蓑みのに隠されたもんが山ほどあるからな。見てて楽しいぜ」

「そういう国に君を放り込むのが一番危険なんだけど……」

「大丈夫だって。だいたいここの騎き士しも司祭もコソコソしてるだけで、たいした強さはないぜ？　俺はともかく、レッチすら殺せないくらいだからな」

　大きな声で語ったせいか、酒場の雰ふん囲い気きが少し変わった。

　聞いている者は恐おそろしいだろう。

　この国で騎士はともかく、司祭の悪口を言うとどうなるか試ためしたかったのだ。

　やはりというか、特に店員やコックが異常に反応しているのが分かる。

「そんな臆おく病びような騎士を抱かかえてちゃドレムにも勝てないさ。もしも本当に神がいるのだとするなら、そんな騎士も救ってやるのが筋ってもんだろ」

「ちょ、ちょっとアルフェン」

　レッチが止めるが、アルフェンの声はさらに大きくなる。

「だいたい神が見ているなら、こんなに負けるはずがないんだよ。世界装置が神だとしたら、その神を使って戦争に勝とうなんて冒ぼう瀆とくもいいとこだろ。矛む盾じゆんしてるんだよ、キラリア正教の教えは」

　酒場が静まりかえる。

　全員、アルフェンの方を見ていた。

　その視線を軽々と受け流し、アルフェンが見ているのは酒場の天てん井じよう。

　二階の宿屋の客室がある場所。

　そこで小さく何かが動いている音が聞こえる。

　それから左側の壁。

　そして床ゆか下した。

「ア、アルフェン、そこまで言わなくても──」

「ああ、そうだな」

　アルフェンは素直に言う事を聞き、

「言い過ぎたな。悪かったよ」

　周囲に言い聞かせるように謝罪すると、それ以上語らなくなった。

　バレンタインやディリアンも何も言わず、黙もく々もくと食事を続ける。

　アルフェンも朝食に舌した鼓つづみを打ち、水で喉のどを潤うるおす。

　やがて一通り食べた後、皿に少量の肉とパンが残る。

「悪い、おばちゃん。これ包んでくれるかな？」

「あいよ」

　多めの金をおかみさんに手て渡わたすと、彼女は喜んで料理を包んでくれた。

　ちなみに金は兵士の死体から集めたものだ。盗とう賊ぞくと変わらないが、ディルニスタン浸しん食しよく領で放っておかれるよりマシな使い方だろう。

「さて、行こうぜ」

　アルフェンが席を立つと、皆みなも立ち上がる。

　店員の嬉うれしそうな視線と一部の客の恨うらめしい視線を受けながら店を出たアルフェンは、そのまま大通りを歩かずに裏路地を行く。

　先ほどの宿屋の裏手に出ると、そこには何かが詰つまれている。

　人間の山だった。

　五人ほどの気絶した人間が重なっているのだ。

「よう」

　その山の前に立つのは、スターライト。

「おかえりスターライト。それで全員か？」

「ああ」

　答えながら手を差し出すスターライト。

　彼に酒場で包んでもらった朝食を手渡すと、アルフェンは人の山を見る。

　全員、白いフード付きのコートを身につけている。ひとりの身体からだを調べてみると、服の中には鎖くさり帷子かたびらと毒付きの暗器がいくつも仕込まれている。つまりいつどこでも戦える装備という事だ。

「こいつら騎士じゃないな？」

　レッチに尋たずねる。

「彼らは……騎士です、一応。諜ちよう報ほう部隊というのがありまして」

「なるほどね」

「アルフェン。さっき大声を出したのは、彼らを炙あぶり出すために？」

「居場所が分かれば、スターライトが見つけやすいかなと思ってさ」

「私、全然気づかなかったです」

「そりゃそうだろ。それが仕事なんだから」

　音を立てずに情報を集める者たちを、さらに音を立てずに片付けるスターライトの技も卓たく越えつしている。

　そんな彼は倒たおれた騎士の傍かたわらに座りこみ、もらった朝食を食べていた。

「おいアルフェン。飲み物がないぞ」

「あ、悪い。そこまで気が回らなかった」

「俺の喉を干上がった砂さ漠ばくにするつもりか。ちょっと買って来てくれ」

「俺がかよ」

「働いたのは、俺だ」

　一応、アルフェンは彼らのリーダーなのだが、どうにも立場が弱い。

　実際にスターライトの言う事は正論なので、仕方なく先ほどの酒場へ戻もどろうとしたが、

「死ねぇっ！」

　倒れたと思っていた騎士が突とつ如じよ起き上がり、スターライトの胸に暗器を刺さし入れた。

　が──

　その刃やいばはスターライトの胸に刺さり、突つき抜ぬけ、腕うでごと背中へ飛び出す。

　騎士の身体は前のめりによろめき、スターライトの身体をすり抜けて倒れてしまった。

「悪いな。俺には効かないんだ」

　食事を終え、紙かみ袋ぶくろをくしゃくしゃに丸めて立ち上がると、スターライトは倒れた騎士の腕を捻ひねり上げる。

「…………っ！」

　痛むはずだが、声を出さない騎士。

「俺の眷けん属ぞく武器『アジュール・エギーユ』は身体を水にする。だからどんな攻こう撃げきも水面みなもに落ちる小さな雫しずくに過ぎない。毒も治ち療りようユニットが治してくれるから問題ない」

　スターライトはそう語るのだが、正確には水ではなく、全すべてを透とう過かする不思議な物質になるのだという。だから服や食べたものも透過してしまうらしい。

「おいおい、スターライトまで秘密をベラベラ喋しやべりやがる」

　バレンタインが嘆たん息そくするが、

「問題ない。どうせ記き憶おくはいじるだろ」

「まーな」

　バレンタインはバイザーに触ふれる。

　彼の眷属武器「ヴァイスゲジヒト」は対象の意識を操る事ができる。その気になれば大軍を操作する事もできるが、個人に対しては必要な情報を聞き出したり、記憶を消したりできる。

　大方、プレナレートでの情報収集もそれを使ったのだろう。

「さて、どうするよアルフェン？」

　バイザーに触れ、バレンタインが尋ねる。

　好みの女性のタイプから、国を揺ゆるがす秘密まで自由に喋らせる事ができるバレンタインの目が光る。

「とりあえず必要な情報は、地理かなぁ。それからキラリアの上層部の名前と役職、それと出入りしてる経路だな」

「アルフェン。そのくらいなら私が教えますよ」

　対たい抗こう心を燃やしているのか、レッチが真ま面じ目めに迫せまってくる。

「レッチにはレッチにしか分からない事を訊きくさ。今はまだ欲しい情報が何なのかすら分からないからな」

「ま、そうだな。今回は記憶を消す程度に留とどめておくか」

　バレンタインも納なつ得とくする。

　彼がいればいついかなる時でも情報が手に入る。別に今、無理して吐はかせる必要はないのだ。

　ただ、大事な事は忘れてはいけない。

「にしても、キラリア騎士団もやるじゃないか」

「そうだな。対応が早い」

　少なくとも昨日の夜まではいなかった。

　レッチと出会ってから、わずか二日で捜さがし当てたのか。

「カロリーヌ、ちょっとレッチを調べてくれ」

「はいよっ」

　命令すると、カロリーヌはさっそくレッチの身体をまさぐり始める。

「ちょ、ちょっとカロリーヌ、なにを、や、やめてくだ、あんっ、ちょっと！」

　全身をくまなく触さわり続けるが、どうやらレッチに何かくっついている様子はない。特とく殊しゆな竜りゆう気きを発しているわけでもない。

「何するんですか……！」

　真っ赤になった顔でカロリーヌをようやく押しのけるレッチ。

「悪い悪い。レッチに何か仕込まれてるのかと思ってな。現在位置が分かる道具とか」

「そんなものがディルニスタンにはあるんですか……」

「だが、気のせいだった。これは彼らが優ゆう秀しゆうって事だな。前言撤てつ回かい、キラリアもなかなかいい騎士を揃そろえている」

　結果はどうあれ、少なくとも妖よう精せい旅団にここまで肉にく薄はくした諜報部隊は初めてだ。その足の速さは賞賛に値する。

「さて、また追っ手が来ないうちに逃にげるとするかな」

　と言いつつ、アルフェンは騎士たちの服を脱ぬがせようとする。これを着て人ひと混ごみに紛まぎれようというのだ。

「待てアルフェン」

　そんな彼を呼び止めるスターライト。

「ミーニャの分の朝食を買っていけ。ついでに俺の飲み物もだ」
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「……おかえり」

　アルフェンたちが滞たい在ざいしていたアラケルクスの町。そこから少し離はなれた場所にある朽くちた空き屋にミーニャが待っていた。

　彼女はアルフェンを見つけると小さく走り、細い腕で抱だきしめる。

「ただいまミーニャ」

　アルフェンがそっと頭を撫なでると、ムッとした顔をして見上げてきた。

「……子供扱あつかいするな」

「抱きついてきたのはそっちだろうが」

「……それはアルフェンがそうして欲しかったから」

「へいへい、そういう事にしとく」

　そう言ってアルフェンはもう一度ミーニャの頭を撫でる。怒おこるミーニャだが、朝食の包みを渡わたすと途と端たんに静かになった。

　埃ほこりにまみれた空き屋で、一同はひとまず休む。キラリアの諜報部隊から剝はぎ取った装備や道具を点検し、役に立つものがあればいただく。

　諜報部隊の装備は、どれも優秀だった。

　音が出ない布で作られた服、仲間との合図に使う発はつ煙えん筒とう、様々な用よう途とに使うロープ等、隠おん密みつ行動に優すぐれた品ばかりだ。武器にも油が塗ぬられており、鞘さやから抜く際に音が出ない仕組みになっている。

「完全に追い剝ぎだな、俺ら」

　アルフェンの発言に全員が注目する。

　反論したいところだが、その術すべを持っていないようだ。

「もしも強ごう盗とうの罪で騎き士しに呼び止められたら、どうしようか？」

　真面目なディリアンが難しい顔をしている。そんな事を言われても、すでにキラリア騎士を千人単位で殺しているのだ。

「仕方ないだろ、色々と欲しいものもあるし」

　そう言ってアルフェンは騎士達のサイフから金を抜き取る。

「もはや妖精旅団と言うより、ならず者一家って感じだな」

　スターライトの呟つぶやきに、誰だれも反論できない。

「まぁ、そうだな……今の俺達、そんな感じだよな」

　そもそもアルフェンたちは妖精でもなければ旅団でもない。竜気を使った戦せん闘とう行動が妖精の動きに見えているからつけられた名前だ。

　それに旅団と呼ぶにも規模が小さすぎる。なにしろ六人だ。

　そしてこの追い剝ぎのような行こう為い──

　ならず者一家と呼ぶ他ほかない、みじめな様である。

「あ、あの、これは仕方ないというか、皆みなさん情報が少ないのですから……」

　何故かレッチがフォローに回る。

「というかレッチ、お前もその仲間になろうとしてるんだぞ？　いいのか、こんな追い剝ぎ集団で」

「ええっ、わ、私は別に追い剝ぎなんか──」

「おいおい肝かん心じんなとこだけ被ひ害がい者しやヅラかよ。俺たちに協力を求めるって事が、もう犯罪だろうが」

「そ、それはそうなんですけど……」

　国家転てん覆ぷくは致いたし方ないと思っているくせに、強盗はダメなのか。

　意外と我が儘ままな女だとアルフェンが思っていると、

「……ふふん、無様」

　まるで他人ひと事ごとのようにミーニャが笑う。

「笑ってるけどミーニャ、お前もそのならず者一家の一員なんだからな」

「……私は、違ちがう」

「なんだと？」

「……私は、神だ」

　両手を挙げて宣言するミーニャ。

　一いつ瞬しゆん、空き屋の中がしんと静まりかえった。

「おいミーニャ。お前確かオーマ連合に行ったんだよな。そこで何があった？」

「……ふふん。民たみよ、私にひれ伏ふせ」

　アルフェンに対してもその態度──いや、尊大な態度はいつもの事だが、今日は少し様子がおかしい。

「オーマで神扱あつかいされたのかお前は。何やってんだ一体」

「……別に、不思議な事はしてない。猛もう獣じゆうをコレで狩かっただけ」

　ミーニャが抱かかえているのは、彼女の眷属武器「ブラックボックス」。様々な形態に変形し、無数の効果をもたらす特殊な眷属武器。その全てを把は握あくしているのはミーニャのみで、アルフェンですら知らない使い方がある。

　もちろん武器としても使える。剣けんにも銃じゆうにも弓にも攻城兵器にもなるこの黒い箱。これを使って獣けものを狩る姿を見られれば、神と崇あがめられても無理はない。他の眷属武器とは一線を画すものだから。

「神になって、何やってたんだよ」

「……別に。下々の者が私に捧ささげ物をたくさんしてくれた」

　詳くわしく話を聞くと、オーマ連合は多数の部族が住んでいる地域で、自然と調和して生きているのが特色らしい。他国よりずっと原始的な生活をしている部族も多く、眷属武器すら見た事のない集落もあるそうだ。

「……でも、ディルニスタンには興味があるみたい。あそこには神の力が眠ねむっているからって、欲しがってる」

　ディルニスタンの力を詳しく知らないからこそ、手を伸のばすのだろう。無知は恐おそれを超こえる時がある。

　だがドレムやキラリアの軍団に押されている現在、彼らはじっと機会を窺うかがっている。プレナレート王国と同じ様なスタンスなのだろう。

「スターライトはトキシタン自治領に行ってきたんだっけか」

「ああ」

　スターライトは短く語る。

「大陸南の小国──いや、国とも言えない場所だ。森の中に咲さいた一輪の花のようだ」

「自治領ってことは、もともとどこかの国の領地だったのか？」

「はい。元々キラリアの土地でした」

　キラリアとトキシタンはディルニスタン浸しん食しよく領を挟はさんで北と南に分かれている。

　しかしキラリアという国が生まれたのはディルニスタン浸食領ができた後だ。いったいどういう領土になっていたのか、気になる所ではある。

「残念だが俺たちにとって有益な情報はなかった。少しだけ歪わい曲きよくされた歴史書があるだけで、知識の腹を満足させる味ではない」

「そうか。仕方ないな」

「ただトキシタンでは眷けん属ぞく武器に関する研究が進んでいる。すでに竜気の存在に気づいていて、一部の道具を使い始めている。あいつらはそう遠くないうちに竜気を使った道具を発明するだろう」

「すごいな。独力でそこまで辿たどり着くのか」

　それぞれの国によって情報も違えば文明も違う。

　おそらくディルニスタンに求めるものも違うだろう。

　ますます面おも白しろくなってきた。

「このまま各国を見て回りたいところだが、いかんせん時間がないな」

　残念がるアルフェン。

　まごまごしていると、見るべき国そのものが滅ほろんでしまう。

「みんなの話を聞いた限りじゃ、大陸南は放っておいても良さそうだ。このまま北の三国を調べようか」

「わかった」

　アルフェンの言葉に全員が頷うなずいた。

「レッチもそれでいいか？」

「はい」

　強く頷くレッチ。

「今はキラリアとドレムの全面戦争を止めて欲しい──それが叶かなうのであれば、大陸のどこでも案内いたします。この世界を壊こわしたくありません」

「そのために、ならず者一家に与くみするのか」

「な、ならず者じゃありません！」

　強く否定してくれるが、アルフェンはそうは思わない。

　各国の軍隊を殺し回り、服や金を奪うばって歩く集団がならず者でなくて何なのだ。

「一家ってのは合ってるよね！」

　眠そうな顔で話を聞いていたカロリーヌが、いきなり叫さけぶ。

「一家って……お前」

「だってそうじゃん？　あたしたち、国なんて大きなものでもないし、旅団って呼べるほど人もいないよね」

「ま、そうか。家族は国家の最小単位って言うからな」

　なんとなく腑ふに落ちる。

「いつから家族になったんだよ俺ら」

　バレンタインが苦笑するが、否定はしない。

「別にならず者ってのも間ま違ちがってないと思うけどね」

　ディリアンも笑っている。

　その笑いが伝染したのか、ついアルフェンも笑ってしまった。

　敵からすれば悪人どもが悪わる巧だくみをしているようにしか見えないが、アルフェンたちにとってはこの世に六人しかいない大切な家族との語らいなのだ。

「……ふふ」

　そしてとうとう、笑いがレッチにも伝染する。

「なんだよ、レッチまで」

「あ、すみません。ただ、皆さん、本当に楽しんでるんだなぁって」

　それは仕方ない。

　少なくとも、この世界は面白い。

　レッチがそうやって笑えるくらいには。
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　大陸地図もキラリアの地図も簡単に手に入った。買うまでもなく、戦死した兵隊から奪えばいい。最近は死体から盗ぬすみをはたらく命知らずもぼちぼち現れ始めたが、誰でも持っている地図を盗もうとする人間はいなかった。

　バレンタインはその地図をテーブルに広げると、全員が集まってくる。

「お前ら旅行は楽しかったか？　楽しければ、もっと続けてくれ」

「うーす」

　全員が気の抜ぬけた返事。

「ただ、さっきもアルフェンが言ったけど南はいいや。今は北の三国──キラリア、ドレム、プレナレートを調べて欲しい。あわよくば調べるだけじゃなく、行動を起こしてもらう」

「行動？」

　ディリアンが尋たずねると、

「キラリアの世界装置を止めるために、ちょっと二国にも協力してもらってくれ。具体的に言うと、ドレムにはキラリアから世界装置を引っ張り出して欲しい」

「引っ張り出す……？」

「現状、世界装置を止めるにしたって方法が定まってない。つーか確実に止める方法なんて俺らにもねぇ。最悪ブッ壊す事にもなりかねない」

　バレンタインがそう言うなら、きっとそうなのだろう。アルフェンは彼の言葉に頷くと、ミーニャを見る。ディルニスタンの装置に関してはミーニャの方が詳しい。

「……多分、止めるなら壊す方が早い。でも、その後キラリアの気候が変わってしまう」

「壊さなくて済むならその方がいいけど、どのみち戦いは避さけられねぇんだ。そんな時、民間人の多い場所で戦ったら被ひ害がいが拡大するからな」

「あ……そういう事ですか」

　レッチも理解したらしく、手を叩たたく。

「戦場なら被害は最小限で済む──だからドレムを焚たきつけて、攻こう撃げきを仕し掛かけさせる」

「そういうこった。ドレムが攻せめてくると分かれば、キラリアも世界装置を持ち出してくるだろ。使うにしろ、脅おどすにしろ」

「上手うまくいくかなぁ」

　心配性しようのディリアンが苦く笑しようする。

「そこをなんとかしろって言ってんだよ」

「バレンタインの作戦はおおまかすぎるよ」

「仕方ねーだろが。細かく決めたところで、お前ら絶対に守んねーし。だから大おお雑ざつ把ぱな目的だけ決めて、あとは丸投げだ。おかげで俺は楽できるって寸法よ」

　そう言いつつ、心底疲つかれた顔でイスに背中を預けるバレンタイン。リーダーとは違う、妖よう精せい旅団のまとめ役として頭脳を使い続ける彼は、まるで母親のように口うるさい。

「作戦が決まったのなら、行動する。支し度たくをするぞ」

　短く答えるスターライトは、自分の道具の手入れをしている。眷属武器だけでなく、ディルニスタン文明のあらゆる道具を駆く使しして潜せん入にゆうをするのが彼の得意技だ。

「っと」

　そんなスターライトが、机に置いた道具を肘ひじで押す。押された小さなカードのようなものが、床ゆかに落ちそうになった。

「あ──」

　たまたま近くにいたレッチがそれを取ろうとするが、

「触さわるなっ！」

　鋭するどい声に、レッチだけでなく室内にいた全員が言葉を失う。

「あ……わ、私──」

　怯おびえるレッチ。

「──すまない」

　すぐにスターライトは謝罪する。

　その時、カード状のものが机から落ちた。

　床に落下したカードが、中程まで刺ささる。

「……!?」

「カード型の刃は物ものだ。携けい帯たい性に優すぐれているが、この通り切れ味が鋭すぎる。うかつに触れば、指と身体からだを分かつ絶ぜつ縁えん状じようと化す」

　だからレッチに触らせなかったのか。

「す、すみません。そんな危ないものだとは知らずに」

　何度も謝罪するレッチ。

「……よしよし。スターライトは怖こわい子だねー」

　レッチを後ろから抱だきしめて、頭を撫なでるのはミーニャ。

「……あんな朴ぼく念ねん仁じんなんて気にしなくていいから」

「おいミーニャ。俺はレッチがケガをしないように」

「……ほう、レッチを心配してくれたのか」

「なっ……！　ち、違ちがう、こんな女、邪じや魔まなだけだ」

「……どっちだ」

　顔を赤くしてそっぽを向くスターライトに冷静なツッコミを入れるミーニャ。

　その間も、レッチの頭を撫で続けている。まるでぬいぐるみのような扱あつかいだ。

「あ、あの……あの」

　レッチはずっと何かを言いたそうにしている。

　そして何か言おうと口を開いた時、

「──あれ？」

　言葉ではなく、涙なみだが漏もれていた。

「え？　す、すみません、おかしいな、なんで泣いてるんだろ……？」

　本人も自覚していないのか、首をかしげながらハンカチで涙を拭ふき続ける。

「なんで泣いてるんだ？」

　アルフェンは正面からレッチを見た。

　ミーニャに抱かれたまま、レッチは唇くちびるを嚙かんで考える。泣かないようにしているのだろうが、涙はどんどん溢あふれているようだ。

「どうして泣くのか、言葉にできるか？」

「私──」

　考えた末、レッチはこう返答する。

「なんだか、楽しくって。こんなに人と関かかわるのが久しぶりで……」

　彼女は宮きゆう殿でんにひとりで暮らしていたという。全すべての政治は妹が取り仕切り、彼女が口を出す機会はない。お飾かざり以下の存在として扱われていた。

「わ、私、自分が本当にこれでいいのか自信がないんです。世界平和なんて、そんな大それた事を考えるのも、実行に移すのも、現実感がなくって──」

　彼女は誰だれとも相談せずに行動したという。

　それはつまり、自分の意志が正しいのか分からないままなのだ。

「間違っているなら、間違っているって、誰かに言って欲しかったんです。でもあなた達は私の言葉に従ってくれて、どんどん話が動いて──」

「それで怖くなったか？」

「は、はい。楽しいのが、怖いんです。みんなが笑え顔がおで私に話しかけてくれるのが、逆に不安なんです」

　あまりにも自分に都合の良いいように話が動いているせいで、現実が信じられなくなったという事か。

　妖精旅団と行動を共にするという事実の恐おそろしさに、ようやく気づいたようだ。

　というより、自分の発言力が怖くなったのだ。

　レッチの言葉で、アルフェン達が動いている。

　自分が誰かと関わっている事への不安だ。

「つまりアレか、ぼっちだった所に突とつ然ぜんお前を気にかけてくれる人間が増えたから、会話に困ったってワケか」

「アルフェン、君それはさすがに言い過ぎだと思う」

　冷静にツッコミを入れるディリアンだが、否定はしなかった。

「ぼ、ぼっちって言わないでくださいよ……っ！」

　レッチはさらに泣き出してしまった。

「……アルフェンさいてー」

「お前少しは口の利きき方に気をつけろ」

　ミーニャとスターライトも冷たい目でアルフェンを睨にらむ。

　こういう時に一番怒おこりそうなカロリーヌは、バレンタインの作戦説明が始まると同時に寝ねこけていた。

「あのなレッチ。ひとつ言っておくぞ」

　罵ば声せいを浴びせられながら、アルフェンは指を立てる。

「お前は世界平和のために俺達を頼たよった。世界装置を兵器なんぞに使って、何もかも壊こわれてしまう未来が嫌いやだから、妖精の力を欲ほつした」

「……はい」

「それは俺達も同じだ。ディルニスタンの科学技術がどれほどヤバイか知っているのは、多分ここにいる奴やつらだけなんだ。別にレッチの呼びかけに応こたえたってだけじゃない」

　アルフェンはレッチの肩かたに触ふれた。

「レッチが先導してるんじゃない。俺達全員、同じ目的のために同じ道を歩いているだけなんだ。お前ひとりに責任があるわけでもない」

「みんな、同じ道を──」

「そういう奴の事を、俺たちは〝仲間〟と呼んでる」

「……！」

　すでにレッチは共に歩む仲間だ。

　たった六人の妖精旅団の、もうひとりの家族だと思っている。

　異論はないな、と目で訴うつたえるまでもなく、全員がレッチを見ていた。優やさしい目もあれば、嫌けん疑ぎの目もある。だが、心から拒きよ絶ぜつの意志を示す者はいなかった。

「………………」

「レッチ？」

　下から覗のぞき込んでみると、レッチは顔を覆おおって泣き出していた。

「アルフェン、お前いい加減にしろよ」

「違うってスターライト！　これは──！」

「女をホイホイ泣かせるとロクな死に方しねーぞオイ」

「うるせぇよおっさん！　こんな時だけ調子のいい事言いやがって！」

　やがて眠ねむっていたカロリーヌが目を覚まし、泣いているレッチを見て激げき怒どするまでそう時間はかからなかった。

　大戦争のような光景の中、それでもレッチは泣き続けていた。
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「はぁ……」

　キラリアの夜風は冷たく、場合によっては命取りになる。

　しかし今のレッチには心地ここちよかった。泣きはらした顔を冷ましてくれる。

　宿屋のベランダから見える町の灯あかりは、まるで妖精が踊おどっているかのように明るい。

　本来ならば、妖精とはこうして手に触れられない場所でひっそりと生きる存在だ。

　それなのに、今、レッチは妖精の仲間になろうとしている。

　誰かを頼り、誰かに不ふ審しんがられ、誰かに怒られ、誰かに笑う。

　そんな当たり前の光景が、楽しかった。

　そして、誰もいなくなってから考えてしまう。

「あれで良かったんでしょうか。失礼な事ばかり言ってる気がします。ううう……」

　形式的な会話ではなく、自分の意志で会話をしたのは久しぶりだった。

　だからレッチは他者の気持ちを汲くみ取る能力に欠けると自覚している。顔色を窺うかがうのは得意だが、予想外の事態に遭そう遇ぐうすると途と端たんに分からなくなる。

　でも、その〝分からない事〟が楽しい。

　アルフェンも言っていた。世界を救おうとしている事と、それを楽しむ事は別だと。

　今、レッチの中には二つの感情がある。

　世界装置を止めるために私し欲よくを捨ててでも戦う意志のあるレッチ。

　妖精達の明るい笑顔に囲まれて嬉うれしいレッチ。

　どちらも本心だ。

「うー……本当にいいのかしら」

「何を悩なやんでるんだ？」

「ひゃあっ！」

　いきなりアルフェンが出現した。ここは宿屋の二階のベランダなのに、下からよじ登ってきたのだ。

「いや、町を散歩して戻もどってみたら、レッチが頭抱かかえて唸うなってたから、食あたりでもしたのかと思ってさ」

「食あたりなら普ふ通つうお腹なかを押さえるんじゃないでしょうか……」

　相変わらず、戦う時以外はとぼけた男である。

　それでも妖よう精せい旅団の長おさとして、仲間をまとめる実力がある。彼の凄すごさは間近で見ているレッチにもよく伝わっていた。

「先ほどは、すみません。取り乱してしまって」

「いいや。レッチの気持ちになってみれば、取り乱すのも分かるわ」

　アルフェンは悪びれずに笑う。

「世界を救おうと一大決心して旅立ったはいいけど、死にかけたり、ならず者の集団に拉ら致ちされたり、散々な目に遭あってるからな」

「……正直、想像の範はん疇ちゆうを超こえていたのは認めます」

　まだ山さん賊ぞくのような連中の方が対処できたかもしれない。

　殺さつ戮りくの妖精たちの正体は、明るくて優しいディルニスタンの人間で──

「でも、嬉しかった」

　レッチは本心から答える。

「私の事、〝仲間〟だと言ってくれて。そう言ってくれたの、アルフェンだけだから」

「あー……」

　アルフェンは頭を搔かいて、言いにくそうに言葉を選ぶ。

「あのな、別に賛成してるのは俺だけじゃないんだぞ。スターライトとかバレンタインとか、口は悪いけど、あいつらも本当に反対だったらちゃんと言うから」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「特にスターライトは誤解を招く言い方ばかりするけど、本当は一番常識的でいい奴なんだ。ただ貧びん乏ぼうくじを引きやすい性格っていうか」

「それもなんとなく分かりました」

　少なくともスターライトから暗い感情を感じ取った事はない。きっとひどく口べたなのだろうと、人付き合いが少ないレッチでも分かるほどだ。

「そうだ、肝かん心じんな事を忘れていました」

　レッチは顔を上げる。

「私、まだアルフェンの事を聞いていません」

「俺の……？」

「アルフェンの本当の目的は何なのですか？　世界装置を止めて、あなた方に何の得があるんですか？」

「──そうだな」

　アルフェンは頷うなずき、こう語る。

「この美しい世界を守りたい、って言ったらどうする？」

「私をバカにしているんですか」

　それはレッチの望みだ。

　本心からこの国と、この大陸を救おうと決意した人間を笑っているのか。

「バカにする？　とんでもない。もともと俺はそういう人間だ」

「どんな人間ですか」

「ディルニスタン──いいや、世界を守る事しか考えられない。そういう人間だ」

　アルフェンは笑っていなかった。

　呆あつ気けにとられるレッチを差し置き、彼はベランダの手すりに飛び乗る。片足で器用にバランスを取りつつ、夜景を眺ながめていた。

「俺はディルニスタンを守るために戦う使命を受けた。そのために生まれ、そのために武器の使い方を叩たたき込まれた。ディルニスタンが滅ほろびた今でも、その使命は俺の中に残っているんだ」

　アルフェンが特とく殊しゆな人間というのは分かる。ディルニスタンの中でもかなりの立場にいたはずだ。でなければ妖精旅団のリーダーなどやっていない。

　だから彼の言う「ディルニスタンを守る」という言葉がどれほどの責務なのか、レッチは想像しきれない。

「でも、ディルニスタンは滅びました」

「そうだ。だから守れた」

「……!?」

「滅ぼさなければ、クルアディンが世界を丸ごと滅ぼしていた。だから俺たちはクルアディンを殺し、被ひ害がいを最小限に食い止めたんだ。それが俺にとっての〝世界平和〟だった」

　アルフェンは八百年前の話をしている。

　彼がどうやってこの時代に復活したのかは、きっと説明されても理解できないだろう。ただ、この話は噓うそでも冗じよう談だんでもないとレッチには分かった。

「ま、あの頃ころに比べたら世界装置なんて大した事はないさ。せいぜいこの大陸が滅びる程度だ。だがこの大陸も、もとはディルニスタンの領地だ。守るって決めたなら、最後まで守り抜ぬくのがスジだろう」

「それがアルフェン達の〝世界平和〟……なんですね？」

「ああ。必要とあらば、国も滅ぼす。それが世界のためなら」

　レッチと目的は同じはずなのに、彼らはとても遠い所にいる。場所も時間も異なる二者が、たまたまこの地で出会ったに過ぎないのだ。

　八百年前に大陸を救ったのが彼らだとしたら、もう一度救わせようとしているのか。

　酷こくな話ではある。

　しかし同時に適任とも言えよう。

「だからレッチがいなくても、俺たちは世界装置を止めたさ。その場合、多少荒あらっぽいやり方になっただろうがな」

　ディルニスタン浸しん食しよく領で暴れていた彼らの事だ。世界装置を使おうとする動きが見えたら、即そく座ざに殺しに行くだろう。周囲の人間をどれだけ犠ぎ牲せいにしてでも。

「怖こわい人ですね」

「そのうち、お前もそう呼ばれるようになるさ」

　アルフェンの言う通りだ。

　レッチもすでに妖精旅団の仲間だ。

　キラリアを陥おとしいれる大罪人と呼ばれるかもしれない。

　それでも──

「どうするレッチ。俺達の〝世界平和〟から降りるなら、今だぞ？」

「──決まってるじゃないですか」

　今のこの場所の方が居い心地ごこちがいいとは、誰だれにも言えない。

「ついて行きます──いいえ、一いつ緒しよに行きます」
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　服を脱ぬいだレッチは、そっと室内に足を踏ふみ入れた。

　一糸纏まとわぬ姿になるのは恥はずかしい事だが、見知らぬ土地の見知らぬ建物でそういう状態になる事がどれほどの不安か分かるだろうか。

　ランプも燭しよく台だいもないのに明るい部屋は、壁かべから床ゆかに至るまで一枚の石でできているように見える。黒い部屋の左右の壁と天てん井じように無数の小さな穴がある以外は、何もない。

「あの……本当にここが浴場なのでしょうか」

「そだよ！」

　レッチの背後から抱だきしめてくるのはカロリーヌ。

　入浴するほど汚よごれているというのに、いい匂においがした。

　改めて抱かれてみると、腕うでも胸も脚あしも柔やわらかい。

　その白い肌はだには傷ひとつない。

　兵士たちから〝一角獣ユニコーン〟と呼ばれ、多くの人間を殺してきた戦士の身体からだとは思えない。彼女が脱ぐ前は、コルセットなどの矯きよう正せい器具を使っているのかと思ったが──

　張りのある胸、細い腰こし、丸みを帯びた尻しり、どれをとっても彼女のものだ。それでいて元気に笑うその顔は、レッチよりも姫ひめらしい。少なくとも、見る者に活力を与あたえてくれるという点では。

「ささ、こっちこっち！」

　カロリーヌが浴場という名の黒い部屋に入る。

　しかし湯船もなければ、身体を洗う器具もない。

「あの、いったいどうやって……？」

「ここを、こうすると……」

　カロリーヌが壁に触ふれる。レッチには良く分からないのだが、スイッチのようなものがあるらしい。それを操作する事で浴場になるのか。

　ほどなくして、壁のスリットからお湯が出てきた。

　湯は浴場全体に流れ、徐じよ々じよに膝ひざまで水位が上がっていく。さらに蒸気のようなものが壁から噴ふん射しやされて、なんだかくすぐったい。

「な、なんですかこれ～!?」

　全方位からお湯をかけられているようで、慣れないレッチには身動きが取れなくなってしまう。

「ディルニスタンのお風ふ呂ろは、だいたいこんな感じだよ。どんな汚れも落としてくれるし、お湯そのものにも疲ひ労ろう回復の効果があるんだよ！」

　流れる湯を浴びながらカロリーヌがレッチに近づいてくる。

「で、でも、大丈夫なんですか、これ？」

「何が～？」

「わ、私にはよく分からないんですけど、昔のディルニスタンで使われてた機械が動いてるんですよね？　こ、壊こわれてたり……」

　なにしろ八百年前の機械だ。正常に動くとは思えない。

　四方八方からお湯が流れてくるこの状じよう況きよう、まるで水みず攻ぜめの拷ごう問もんを受けているようにも感じられる。もしも機械が誤作動を起こしたら、このまま湯で部屋が埋うめ尽つくされてしまうのではないか。

　それにカロリーヌたち妖よう精せい旅団が、自分を殺さない根こん拠きよなどない。

　そんな相手のただ中で服を脱ぐレッチもレッチだが。

「……問題ない。直した」

　レッチとカロリーヌの間を歩いてくるミーニャ。

　カロリーヌと比べて、彼女は年相応というか、あまり主張の少ない体型だった。レッチより頭二つほど小さいミーニャは、太ふと股ももほどまで溜たまった湯に身体を投げ出すと、そのまま泳ぎ出す。

「……私の『ブラックボックス』は機械の修理もできるから」

「すごい……」

　ディルニスタン文明の機械を使えるのだとしたら、ミーニャの武器はあの黒い箱だけではない。この土地にある全すべてが味方になるという事ではないか。

「修理できるのもすごいけれど、こんな浴場が一いつ般ぱん的な文明があったなんて」

　今までレッチが触れたディルニスタン文明の利器らしいものといえば、世界装置と眷けん属ぞく武器くらいだった。

　もちろんそれらも超ちよう常じよう的な力を持った武器で、すごい力だというのは理解している。

　だがこうした生活に根付いた機械に触れる事で、当時の人間がどれだけ快適な暮らしをしていたのか、より深く理解できた。

　壁に触れるだけで湯が出る機械。それだけならまだしも、排はい水すいや脱だつ臭しゆうなどの装置も兼かね備えている。

　よく整備された道といい、硬かたい材質の建物といい、ディルニスタン文明の豊かさは知れば知るほど憧あこがれるものだ。

「……あの、こういう事言うのもなんですが」

　湯を浴びながら、レッチは呟つぶやく。

「どうしてディルニスタンは滅びたんですか？　王様が神の力を独り占じめしたって……」

「うん、それ間ま違ちがってないよ！」

　カロリーヌは笑って答える。

「だってさー、考えてみなよ！　世界装置みたいなの独り占めして、それ使って戦争なんてしたら、どんな国だってドカーンって滅びちゃうよ！」

「……だからこそ、独り占めしたくなった」

　言われてみれば、その通りだ。

　ただでさえ国を守る力となっている世界装置は、当時ディルニスタンに六つ全て集まっていたのだ。

「こんなに凄すごい技術を持っているのに……いいえ、持っていたからこそ、欲よく望ぼうが強くなったのでしょうか」

　ディルニスタンにはレッチが想像もつかない快楽を与えてくれる装置があるはずだ。それら全てを自分のものにしたいと願うのは、確かに神に逆らう行こう為いかもしれない。

「王様なのに、独り占めしたいと願うんですね」

「……王様って、何でも手に入るわけじゃない」

　天井を向いて浮うかんでいるミーニャが呟く。

「……むしろ王様は分け与えるのが役目。だからこそ、欲望が強くなる」

「ちょっと、分かるかも」

　為い政せい者しやとは不自由なものだ。

　多くの富を持ちながら、それらは民たみや国のために使わなくてはならない。自由にできるものは、ある意味では民より少ないのだ。

「王様も大変だよねー。一番偉えらいのに、自由じゃないなんて」

「……その反動があったのかも」

「反動って何ですか？」

「んーとねー……」

　レッチが尋たずねると、カロリーヌは言葉を探す。

　しかしそれより早くミーニャが答えた。

「……アルフェンは、本当はディルニスタンの王様になるはずだったの」

「……！」

　次期国王──つまり、クルアディンの息子むすこ。

「そうか──アルフェンは王子なんですね。だから皆みなさん、アルフェンについて戦っているんですね」

「ううん、違ちがうよ。アルフェンは王子じゃない」

「え？」

「それにあたしもミーニャも、アルフェンが王様だからついて行ってるんじゃないよ」

　自分の胸に手をあてるカロリーヌ。

「アルフェンには、世界平和を作れるパワーがあるからね！」

　ちょっと変な言い回しだが、彼女が言いたい事は理解できた。王だからではなく、誰かを導く資質があるからなのだろう。

「私も、同じです」

「うん！　仲間仲間！」

　カロリーヌがレッチの手を握にぎる。

　普ふ段だんは潰つぶされそうなほどの怪かい力りきを持っているはずなのに、今はとても柔らかく、温かかった。カロリーヌの気持ちが伝わってくるようだ。

「ミーニャもね！」

「……一緒にするな」

　泡あわの出る石せつ鹼けんのような液体を身体に塗ぬりたくり、全身が泡まみれになったミーニャ。どこが顔なのか判別がつかないほどだ。

「……私は、王のくせにフヌケでヘタレなアルフェンを見ているのが嫌いやなだけだ。あいつは私がいないと何もできないから」

「ミーニャはお姉さんだからねー」

「……だからレッチ。アルフェンを堕だ落らくの道に誘さそうんじゃない」

「さ、誘ってません！」

　泡まみれのミーニャに抱きつかれ、レッチは顔を赤くして否定した。
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　ドレム帝てい国こく首都、ダルグゼン。

　雅みやびよりも実を重んじるドレム帝国にとって、軍人は何よりも利便性を取る。

　そのため最高位の将軍が集まる会議室でさえも簡素だった。花のひとつも置かれておらず、壁も無骨な石で作られている。その部屋の巨きよ大だいな机を六人の将軍が囲んでいた。

　その中のひとり、ドレム帝国の軍人では二番目に高い位を持つ大将軍ウルゼル。

　彼は御おん年六十を越こえているのだが、毛もう髪はつも髭ひげも黒々としており、全身に纏う筋肉はさらに若々しかった。

「議題は単純だ」

　彼は腰こしに提げた太い剣けんを指示棒代わりにして、大陸地図の北方面を示す。

「いつキラリアを攻せめるかという事だ」

　ドレムにとって最も都合の悪い存在。

　ディルニスタン浸しん食しよく領の調査を邪じや魔まし、領土拡大を邪魔する。さらには異教徒と称しようして死を恐おそれずに攻こう撃げきしてくる。そこに武人としての誇ほこりはなく、ただ見えない神とやらに従うのみの家か畜ちくども。それを滅ほろぼせる機会が近いのだ。

「兵が整えば、すぐにでも進軍する。これ以上待つわけにはいくまい」

　ウルゼルと同じ位の大将軍が弱々しい声で発言する。ウルゼルよりもさらに歳としを召めした老人だが、喋しやべり方も武技においても劣おとった点はない。

「進軍するにあたって、問題は世界装置だ」

　キラリアが有する〝白色〟の世界装置。全てを凍こおらせる事のできる〝震ふるえる白はく狼ろうの杖つえ〟が起動した場合、敵味方含ふくむ戦場にいる全ての人間が死ぬ。

　それをいかにして避さけるか──ウルゼルは剣けん先さきをやや南に持って行く。

「決死隊を作る。千人規模の先せん遣けん隊たいを繰くり出だし、世界装置を使用させる。その後でゆっくりと叩たたけばいい」

「ウルゼル殿どの。その作戦ですが」

　挙手するのはこの中で一番身分の低い小将軍。

「世界装置というものは、一度使えば連発できぬものなのですか？」

「知らぬ。だが伝説にある通りの規模の攻撃であれば、使用者もただでは済むまい。おそらく使用後、戦場には世界装置のみが残るはずだ」

「それほどまでの威い力りよくを簡単に使おうとは、キラリアの盲もう信しんぶりには頭が下がるわい」

　会議室に失しつ笑しようが漏もれた。

「しかし問題は決死隊の選定だな。千人程度で良いだろうか」

　決死隊といっても、要はキラリアに世界装置を使わせるための挑ちよう発はつ要因だ。彼らが脅きよう威いである事をキラリア軍に見せつけ、世界装置を使わざるを得ない状況に追い込む。そのためには弱い人間ではダメだ。かと言って強者は殺すには惜おしい。

「いっそ、他国の軍を使えぬだろうか」

　ウルゼルが思いついたように話しだす。

「『世界装置を起動しようとした罪』も大きいが、『世界装置が起動しようという大事を見過ごした』という罪は、大陸を挙げて攻め込むには充じゆう分ぶんすぎる理由だとは思わぬか？」

「ふむ……」

「仮に他ほかの国が乗らずとも、こちらにも手がないわけではない。世界装置を使われた後、全軍で攻め込むだけの事よ」

　そうできる武力があるからこそ、キラリアは追い詰つめられたのだ。

　後はいかにして世界装置の効果から逃のがれるか──それだけが問題だ。

　そこで大将軍ウルゼルは、視界の端はしにひとりの男がいるのを確認する。

　先ほどから卓たくの上で地図を見て無言のままでいる、若い将軍だ。

「ゼイズよ。お主の意見を聞こう」

　名を呼ばれたが、小将軍ゼイズは顔を上げない。

　二十六歳と、彼らの中では最も年ねん齢れいが低い。しかし逆に言えばその若さでこの地位まで辿たどり着いた名将である。

　無論、ゼイズがこの地位に至った理由を勘かんぐる者も多い。

　何しろ彼は皇こう帝ていの実子である。皇位継けい承しよう権は六番目だが、本来ならこのような場にいるべきではない。他の兄弟と同様、家に籠こもって遊ゆう蕩とう生活を送れる身分だ。

　しかしゼイズはここにいる。中にはウルゼルの寵ちよう愛あいを受けたなどと騒さわぐ者もいたが、そうではない事は本人が一番良く知っている。

「──は」

　ゼイズは短く返答すると、恐る恐る顔を上げる。

「私は……世界装置を安易に起動させるべきではないと考えます。ここは慎しん重ちように出方を窺うかがうべきかと」

「何？」

「確かに世界装置を使用すれば、こちらに大義名分が生まれるでしょう。ですがそれでは世界装置の周辺地域はどうなりますか」

「死ぬだろうな」

　そう、全すべて死に絶える。人も獣けものも虫も、土地でさえも。

「そうなった場合、後の統治に差し支つかえます。仮にキラリアを支配した後でも、その場所は怨うらみの土地として残るでしょう」

「つまり土地を汚よごさず、綺き麗れいに勝つために策を練るべきだと──そう言いたいわけか？」

「はっ」

「それこそ綺麗事だ」

　彼の隣となりの小将軍が鼻で笑う。

「そうやって我々が手をこまねいている時間を、キラリアは欲ほつしているのだぞ？　むざむざ敵に選せん択たく肢しを与あたえてどうする」

「いえ、そういうわけでは──ただ私は」

「良い」

　反論しようとしたゼイズを遮さえぎるウルゼル。

「ゼイズよ。お主の言い分は分からぬではない。しかしここで退ひいては、我われ々われは攻めるべき時に攻められぬ臆おく病びよう者と笑われてしまうのよ。ここでキラリアを止めねば、ドレムは蜂はちの巣を叩いて逃にげ惑まどう子供と変わらぬ」

「左様。異なる道を行く事はあれど、その場に立ち止まるという選択肢はドレムの軍人にはないのだよ。ゼイズよ、それではいつまでも小将軍のままだぞ」

　別の大将軍の言葉に、皆みなが笑う。

　ゼイズは小さく礼をしたまま、それきり会議で発言する事はなかった。

「……本当に勇ゆう猛もうであれば、貴様らが決死隊になれば良いものを。他者を囮おとりに使う勇者がどこにいるか」

　小さく呟つぶやく彼の声は誰だれにも聞かれず、空くう虚きよな笑い声の中に消えていった。




　　　　＊




「んーとねー、昔はこの大陸全部がディルニスタンだったんだよ。他の国はなかったけど、いくつかの州があって、それぞれ役割があったんだよ」

「……多分、今の国の王の祖先は、その時の州の統治者だと思う」

　身体からだがぐにゃぐにゃになった気がする。

　ヘンテコな入浴を終えたレッチは、水と果か汁じゆうを大量に飲んで着き替がえを済ませていた。これは誰かから奪うばったものではなく、この建物に備え付けてあった衣服だ。

「……ただ、その州の統治者よりも、王を守る側近の方が偉えらかった」

「あたし達全員そういう役割だったんだよ！」

「という事は、皆さんは凄すごく位の高い人たちだったんですね」

　ミーニャは書庫の管理人だと言っていた。

　ただの図書館ではないだろう。ディルニスタンの情報が詰まった書庫となると、国家機密が山ほど詰め込まれているに違いない。

「あたしは将軍だったんだよ！　凄いっしょ！」

　大きな胸を反らせて自じ慢まんするカロリーヌ。

「……将軍、ですか」

　いやカロリーヌの強さを疑っているわけではない。

　ただ将軍ともなると大軍を指揮して動く才能も必要になる。

　言い方は悪いが、カロリーヌは指揮よりも前線で戦う方が似合っていると思うのだが。

「……こんな馬ば鹿かに軍団は率いられないって思った？」

　湯気の立つ頰ほおをすりつけてくるミーニャ。

「ち、違ちがっ、そういうわけでは」

「……でも、カロリーヌは本当に凄いの。こんなんでも将軍としての才能は一級品」

「そうなんですか」

「……証明したいけど、軍団がないのがネック」

「六人ですからねぇ」

　そのたった六人の旅団を指揮しているのは、今はアルフェンだ。将軍といえども王様には指揮権を譲ゆずらなければならない。

「にしても、カロリーヌは明るいですね。いい意味で将軍っぽくないです。私の国の将を名乗る者達は、もっと冷たい目をしていました」

「だって、今のあたしは将軍じゃないもーん」

　明るく笑うカロリーヌ。

「ずっと眠ねむってたからね！」

「八百年……でしたっけ？　ずっと眠り続けられる装置があるなんて、いまだに信じられません」

「……分からなくてもいいよ。今の人間にはそんなに長い眠りは必要じゃない」

　頭を抱かかえるレッチの背中をぽんぽんと叩いてくれるミーニャ。どちらかといえばカロリーヌより年下に見えるのに、彼女がこの中で一番大人びている。

「でも、いい事もあるよ！」

　カロリーヌも背後から近づき、レッチとミーニャをまとめて抱だきしめる。

「この時代にあたしが目覚めたから、こうしてレッチと友達になれたし！」

「と、友達、ですか!?」

「ダメ？」

「ダメというか……ええっと」

　まさかそんな事を言われるとは思ってもみなかった。

　妖よう精せい旅団が自分を値ね踏ぶみしているのは知っていた。冷静に考えれば分かる事で、まったく情報のない時代に目覚めた後で「自分に協力しろ」などと言う輩やからがいたら全力で疑うのが普ふ通つうだ。

　友達などという言葉は、そういう関係からかけ離はなれたものだ。

　彼らとは、あくまで協力関係なのだ。

　そう信じていたのだが──

「……よしなさいカロリーヌ。レッチが困ってる」

「あー……ごめんねレッチ！　困らせて」

「い、いいえ！　困ってません！」

　本来ならば困って当然の出来事だったが、なぜか否定してしまった。

　もちろん、友達になりたい。

　彼女たちの事をもっと知りたい。

　だけど今の自分に、その資格はない。

「……あのね。レッチはまだまだ隠かくし事が多い」

　ミーニャの指し摘てきはもっともだ。

「自覚はあります──」

「……情報の事じゃないよ。そんなものは調べようと思えばスターライトやバレンタインが簡単にやってくれる……。問題はレッチの腹づもりだよ」

「私の真意、という事ですか」

「……そう」

　世界平和のために世界装置を止めたいという目的は、すでに話した。

　だけどレッチは「なぜ世界装置を止めたいのか」話していない。

　それをミーニャには見み透すかされているのだ。

「色々考えたんです。私が望んでいるのは、本当に世界平和なのかって」

　レッチの声が上ずる。

「違うの？」

「いえ、世界平和という考えは崩くずれていません。ただ、世界を平和にして、私自身が何をしたいのか、その先を考えたんです」

「……平和になった世界で、レッチは何をしたいの？」

「そうですね──」

　少しだけ、考えた。




　まず最初に思い浮うかんだのは、アルフェンだった。




「えっと──」

　自分はアルフェンと何がしたいのか。深く考えたらどつぼにハマりそうな気がする。

　その時だった。

「待って」

　カロリーヌの目つきが変わった。

　獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのように鋭するどい視線が、窓の外を睨にらみ付ける。

　──大軍を率いる将軍の目だ。

　レッチとミーニャも立ち上がり、窓の外を見た。

　ここはディルニスタン浸しん食しよく領にある、ひとつの建物。周囲は町があったのか、まだ使えそうな建物と崩れた建物が混在している。

　そこから少し離れた荒こう野や。

　レッチの目にはぼやけて見えるほど遠いそこに、土つち埃ぼこりが立っている。

　それは徐じよ々じよにこちらに近づき、レッチの目でも確認できるほどの軍団が見えてきた。

　まるで雪崩なだれが迫せまるような、白い軍団。

　彼らが掲かかげる旗は、キラリア騎き士し団とキラリア正教のそれだった。

「だいじょーぶ！　ちょっとやそっとの軍なら、あたし達が追い返すよ！」

　巨きよ大だいな剣けんを持ち出し、カロリーヌがにっこりと笑う。

　だが窓の外に見える軍団は、ちょっとやそっとの規模ではない。

　概がい算さんだが、確実に五千は超こえている。もしかしたら一万は行くのではないか。それはキラリアの四大騎士団のひとつに匹ひつ敵てきする規模だ。

　この大事な時に、そんな大軍を派は遣けんするなんて──

　いや、大事な時だから、なのか。

　やがてキラリア騎士団はレッチ達が滞たい在ざいしている建物にまっすぐ近づき、およそ一キロ手前で停止した。

　先頭の騎馬に跨またがっている男は、レッチも良く知っている。

　キラリア四大騎士団──錫しやく杖じよう騎士団の長、デュウドルという男だ。

「聞こえるか、妖精旅団！　聞こえていたら、我が前に姿を見せよ！」

　どういう仕組みなのか知らないが、外にいる彼の声が室内に轟とどろいた。

「答えぬ場合──我が眷けん属ぞく武器『グルダンブラン』にて、全すべてを凍いてつかせようぞ！」




　　　　＊




　神聖キラリア皇国首都、レルーン。

　そこには皇族が住まうとされている宮きゆう殿でんがあるが、レルーンに住む多くの人物はそこまで重要視していない。

　むしろレルーンの象しよう徴ちようは宮殿ではなく、それよりも大きな「世界大聖堂」を心の拠より所にしている。王よりも神の方が守ってくれると考えているのだ。

　ドーム状の聖堂はディルニスタンの建築素材を使ったとも、ディルニスタンの建物を改良したとも言われており、まさに神が住むに相応ふさわしい場所なのだ。

　特筆すべきは外観だけでなく、内部もだ。複数ある聖堂と、建物中央の大聖堂では毎日ミサが開かれ、どこにいても司祭の声が聞こえる仕組みになっている。さらに一万体はある女神像は、全て姿が違うのに同じ世界装置を手にしている。毎日、自宅から一番近い女神像に手を合わせるのが日課の老人も多い。全て回るだけで記録になる。

　これらは全すべてディルニスタンではなく、現代の職人が手作業で作り上げたものだ。

「すっげぇ……」

　それを知っているアルフェンは、他ほかの巡じゆん礼れい者に交じってため息をつきながら大聖堂内を歩いていた。

　ディルニスタンの技術は一切使われていない、職人の技術の粋すいを集めた聖堂。信心と努力が生み出した巨大な建築物は、アルフェンを心から感心させた。

　周囲には厚手の白い巡礼服を着た者ばかりで、アルフェンも同じものを着込んでいる。中に毛皮が入っているので、とても温かい。

　これだけ広いと、もはや町ひとつがドームに収まっているようなものだ。それは宮殿も必要ないし、この建物だけで行政も必要になってくる。

　アルフェンは人ひと混ごみに紛まぎれながら、徐々に目星をつける。

　大聖堂の中央に近づくにつれ、騎士が道を塞ふさいでいる通路が増えてきた。

　最初は優やさしい顔をした騎士が老人を誘ゆう導どうしていたりするが、通路によっては殺気を放った数名の騎士が道を塞いでいる。アルフェンはそういう道を選んで進む。

　道を塞ぐ騎士の横を通り過ぎる時、事前に拾っていた小石を指で弾はじいた。

「いてっ」

　不幸な別の巡礼者が頰ほおを押さえると、ほんの一いつ瞬しゆんだけ騎士の注意がそちらに向く。時間にして一秒にも満たない時間に、アルフェンは素早く騎士の脇わきから奥に進んだ。

　風のような速さで人をすり抜ぬける。無音で角を曲がるまで、一秒もかからない。

　関係者用の通路に出た途と端たん、誰だれもいなくなった。壁かべひとつ隔へだてた向こう側には大量の巡礼者がいるのに、ここには歩く騎士すらいない。

　その道を悠ゆう々ゆうと歩きながら、アルフェンはさらに大聖堂の中央を目指す。

　すでに本日の目玉であるミサとやらは終わっており、そのミサに出席していた大司祭レムソスという老人が拍はく手しゆに送られつつ退室していったところだ。

　大司祭とはこの国の司祭の中でも最高位らしい。

　つまり実質、キラリア正教の親玉のような存在だ。

　その大司祭が滞在しているであろう部屋を目指しているのだ。

　地図には描かいてないが、アルフェンはだいたいの位置を把は握あくしている。

　ディルニスタン文明において、全てを動かす万能の力〝竜りゆう気き〟。それは大地が生み出す力であり、大地の産物には微び量りようながら備わっている。もちろん人間にもだ。

　大司祭レムソスにも独特の竜気は存在している。アルフェンはそれを追っている。

「っと、いたいた」

　こそこそと捜さがすまでもなかった。

　関係者用の通路だからか、大司祭レムソスは普通に歩いていた。

　隣となりには女性がいる。

　二人の関係が一瞬分からなかった。レムソスはここでもっとも偉えらい人間であり、その彼を守るように何人もの騎士が付き従っている。

　それなのにレムソスは女性に頭こうべを垂れているのだ。

　それでようやく気づいた。

　あの女性、良く見ればレッチに似ている。

「さてさて、何を話しているんだろうね」

　アルフェンはすぐに彼らから隠れ、数十メートル離れた曲がり角に走る。ちょうど近くに柱があったので、そこに留とどまる事にした。彼の耳なら、ここでも充じゆう分ぶん聞こえる。

「陛下──申し訳ございません。これ以上の傍ぼう観かんは不可能でございます。どうか武力による奪だつ還かんをお認めになってください」

「……なりません」

　気き丈じように答えるのは、レッチに似た女性。

　レッチが言うには、彼女は自分よりも数倍立派で優しい娘むすめなのだそうだ。

　神聖キラリア皇国十四代皇こう帝ていフリエル──それが彼女の名らしい。

　白い質素なドレスに身を包んだ彼女は、細い腰こしを折り曲げてレムソスに懇こん願がんする。

「お願いしますレムソス。どうか妖よう精せい旅団を刺し激げきせずにいて欲しいのです。妖精旅団は世界装置よりも恐おそるべき存在。冬とう眠みんする熊くまの巣を荒あらすような真似まねをしたくありません」

「しかし陛下。レチューディア様を奪還せねば国が滅ほろびますぞ。むしろレチューディア様がいないと知れたら、ドレムの野や蛮ばん人どもが一いつ斉せいに攻せめてくるでしょう」

「だからといって、武力で妖精旅団からレッチを取り戻もどすなんて無理です。いたずらに騎士が死ぬだけです」

「そこは我われらにお任せいただければ。策があるのですよ」

「その策で何人の騎士が死ぬのです」

「世界装置が起動しない事によって死ぬキラリア国民よりは少ないでしょうな。レチューディア様という鍵かぎの消失は、キラリアの命の消失に等しいのです」

「そもそも世界装置の起動自体、私は反対したでしょう！」

「会議では可決されました。今さら詮せん無なき事です」

「…………！」

　柱に隠かくれながら、アルフェンは二人の会話を聞いている。

　大きく息を吐はき、白い天てん井じようを見上げた。

　──そういう事ね。

　騎士たちがレッチと行動していた妖精旅団を見つけるのが早いとは思っていた。

　世界装置の鍵。

　普ふ通つうに考えれば、国のトップがそれに相当するだろう。

　だからこそ、フリエルには持たせなかった。

　──そりゃ血ち眼まなこになって捜すわ。

　あの大司祭レムソスが言うには、武力でもってレッチを捜したいとのこと。いや、あの口ぶりではすでに行動に移しているだろう。

　ディルニスタン浸食領に残してきたカロリーヌとミーニャなら撃げき退たいできるとは思うが、さて、策とは何だろう。

　どちらにせよ、そろそろ帰るべきか。

　アルフェンがもう少しだけ話を聞くか迷っていると、

「……そこまでだ、〝小さき王オベロン〟」

　鎧よろいの音に振ふり返る。

　大司祭たちとは反対側──アルフェンが隠れた通路の向こう側から、ひとりの騎士が歩いてきた。

　見覚えがある、若い騎士。

　彼は剣を抜いてこちらに歩いてきた。

「ああ……ええと、アルなんとか」

「アルベールという。覚えなくても構わない」

　そうだ。レッチの幼なじみとかいう騎士だ。

　戦場で一度だけ見み逃のがした事がある。

「何故なぜここにいる？　レッチだけでなく、フリエル様まで拐かどわかすつもりか」

「たまたま通りかかっただけ、って言ったら信じるか？」

　アルベールは無言で近づいてくる。

「ま、そうだよな」

　わざわざアルフェンに剣を向ける理由はレッチしかないだろう。幼なじみという理由以外にも色々とありそうだが、少なくとも世界のためや命令のためではこんな怒いかりの表情は出せない。

　だからこそ、あまり殺したくはない。

　かといって穏おん便びんに済むわけがない。ここは素早く逃にげ出すに限る。

「お～っと、逃げるのかなぁ、妖精さんよ」

　アルベールの背後から別の騎き士しが歩いてきた。

　ぱっと見ただけで分かる。アルベールとは比べものにならないほど強い。身につけている鎧も簡素なものではなく、戦争での戦いを想定したフルプレート。鎧の胸には宝石をモチーフにした紋もん章しようが刻まれていた。

　鎧の主は、三〇代後半くらいだろうか。あご髭ひげが目立つ偉い丈じよう夫ふだ。

　そして彼が抱かかえている武器。

　巨きよ大だいな盾たてを二つに割ったような形をしている。それぞれ両手に持っているそれは、刃やいばと盾を兼けん用ようしているようだ。普通ならば攻こう撃げきを受けた時点で壊こわれそうな刃だが、そうはならないだろう。

　なぜなら、あれは〝眷属武器〟だから。

「坊ぼう主ず。下がってろ」

「は──しかし」

「いいから下がれ。お前じゃ勝てねぇよ」

　有う無むを言わさぬ強い声に、アルベールが畏い縮しゆくする。声だけで震ふるえが来るほどの立場と強さを持っているのだ。

　盾の男は無言のアルベールを通り過ぎ、アルフェンの前に立つ。

「貴公が〝小さき王〟か。お初にお目にかかる。キラリア皇国軍〝金こん剛ごう騎き士し団〟が長おさ、ジェルダンと申す。貴公に怨うらみはないが──と言いてぇところだけどな、実のところ怨みばかりだよ。てめぇに同どう胞ほうが何人殺されたと思ってんだ」

「だろうな」

　アルフェンは腰の短たん剣けんに手をかける。

　ただの剣しか持っていないアルベールと違ちがい、手加減できない。眷けん属ぞく武器を舐なめたら妖精といえどもいくばくかの損害は受ける。

「短剣で挑いどむだと？　バカにしているのか」

「あいにくと、今はこれしかないんでね」

　ジェルダンと名乗った騎士は盾の刃を構えながら、ゆっくりと近づく。

　彼の言う通り、まともな戦いであれば短剣は不利だ。得物の長さは、強さを意味する。短剣で真っ向から挑む場合、相手の心臓を深く突つき刺ささなければ殺せない。その距きよ離りまで近づくには、奇き襲しゆうしかない。

　だがこうして真っ向から対たい峙じしている場合、奇襲ができない。

「油断はしないぞ。その短剣が眷属武器ならば、厄やつ介かいな能力を持っているかもしれん」

　ジェルダンの盾から強きよう烈れつな冷気が吹ふき出した。

「っ!?」

　床ゆかが、壁が、空気が凍こおる。

　霜しもが張り付き、アルフェンの靴くつが床にくっつく。

「はっはぁ！　もらうぞ！」

　氷の世界をジェルダンが走る。

　アルフェンに肉にく薄はくし、片方の刃で首を狙ねらう。

「ちっ！」

　腰から抜き放った短剣で、刃を受け流すアルフェン。盾の刃の重量感はとてつもなく、無理に受け止めようとしたら重みで潰つぶされていたかもしれない。

　さらにジェルダンが刃を振ると、さらに凍気が吹き荒れる。

　空気が凍りアルフェンの腕うでや脚あしに氷がまとわりつく。

　その氷が、重い。

　まるで水中にいるかのような重さを感じるのだ。ただ動きを止めるだけでなく、重しになる氷を相手にくっつける眷属武器のようだ。

「そらそらぁ！」

　ジェルダンの間断ない攻撃がアルフェンを襲おそう。

　攻撃を避よけ、受けるたびにアルフェンの身体からだが重くなる。

　さらに足も徐じよ々じよに張り付きが強くなり、床と一体化しそうだ。

「さしもの妖精サマも、一対一なら負けるだろ！　なにせ俺も同じ眷属武器の使い手だからな！」

　こちらは重いのに、ジェルダンの動きはどんどん速く感じる。巨大な刃を振るのはかなり筋力を使いそうだが、眷属武器特有の力なのか、重さを感じさせない動きだ。武器もそうだが、騎士としての鍛たん錬れんも積んでいるのだろう。

　感心している場合ではない。

　このまま停てい滞たいしていては、眷属武器の力で全身を凍らされる。身動きが完全に取れなくなれば、妖精といえども拘こう束そくする手段はいくらでもある。

「どうした妖精！　来ないのなら、このまま凍らせてやる！」

　ジェルダンがとどめを刺そうと盾の刃を高く振り上げた一いつ瞬しゆん。

　アルフェンの短刀が、ジェルダンの首筋を薙ないだ。

　一歩で、ジェルダンの背後に回り込む。

　首への一いち撃げきが浅いと感じたアルフェンは、ジェルダンの背中へ短刀を突き刺した。

　鎧を通り抜ぬけて刺さった刃を引き抜く。その穴と、彼の鎖くさり帷子かたびらに大量の鮮せん血けつがかかり、床へと流れ落ちる。

「な……なぜ………………重みで……動け…………はず……」

「確かに重かった。でも動けないほどじゃない」

「そう……か…………見事…………！」

　血溜だまりに倒たおれるジェルダン。

　彼の身体が一瞬で氷漬づけになる。

　氷はアルフェンの身体も浸しん食しよくしようと徐々に大きくなる。すでにジェルダンの身体は氷の殻からのようなものに覆おおわれ、姿すら見えない。

　最後の抵てい抗こうというヤツか。

　アルフェンは周囲を見る。

「……！」

　廊ろう下かの隅すみで立ち尽つくしているアルベールがいた。

　まだ逃げていなかったのか──いや、逃げられなかったのか。

「おい、凍り付きたくなければ逃げろ」

　それだけ言い置いて、アルフェンはその場から離り脱だつした。アルべールの前を通り過ぎ、大聖堂の窓を破って空中に躍おどり出る。

　高さ数十メートルの上空に自ら身を投げだしたアルフェン。

　落下の途と中ちゆうで、前方に手を伸のばす。

　すると彼の手から輝かがやく何かが伸びた。

　この光こそ大地の力、〝竜りゆう気き〟そのものだ。アルフェンの体内には征せい竜りゆう王おうクルアディンと同じように竜気を吸い上げ、操る力が備わっている。

　その竜気を一点に集中させ、アルフェンは大聖堂の壁かべに飛ばす。

　壁から伸びる竜気の塊かたまりが、掲けい揚よう旗のポールに巻き付く。そこに吸い寄せられるように引っ張られたアルフェンは、ポールにしがみつき、そのままスルスルと降りる。

　後はゆっくりと大聖堂の壁を伝って地面に降りた。周囲の巡じゆん礼れい者が驚おどろいてこちらを見るが、笑ってごまかしながらその場から逃げ出す。数分も歩けば、もうアルフェンを怪あやしむ者は誰だれもいない。

　──カロリーヌとミーニャ、本当に大だい丈じよう夫ぶだろうな。

　キラリアには四大騎士団があるそうだ。つまり彼に匹ひつ敵てきする使い手が少なくともあと三人はいるという事だ。

　眷属武器の使い手が彼女たちに迫せまった場合、果たして──

「急いで戻もどるか」

　アルフェンは再び竜気を発動させ、足に帯びさせる。

　最悪の事態を想定しつつ、最良の事態である事を願いながら、アルフェンは跳ちよう躍やくした。







　時間と共に氷が溶とけてゆく。

　血と水が混じり、大聖堂の床を満たしていく。

　それでもアルベールは人を呼ぶことができなかった。恐きよう怖ふで声が出ないのだ。

　妖よう精せいを見た時は、レッチを掠さらった忌いま々いましい男を殺す事しか考えていなかった。外見だけならアルベールとそう歳としも違わない若者にしか見えなかった。

　だが、騎士団長ジェルダンと対峙して、初めて頭で理解した。

　あれは人間に勝てる相手ではない。だから妖精と呼ばれていたのだ。

　とんでもない相手に勝負を挑もうとしていた。

　そして、ジェルダンは勝負を挑んだ。

　水みず浸びたしになって倒れているジェルダン。もはやあの傷では助からない。

「…………坊主…………」

「は、はい！」

　名を呼ばれて、心臓が飛び出しそうになるほど驚いた。

　人を呼びに行きたかった。正確には、人を呼ぶ口実にこの場から離はなれたかった。だが自分を呼ぶジェルダンの声が鎖のように足に巻き付いていた。

「…………頼たのむ……これを…………」

　ジェルダンは床に眷属武器を投げ出す。

「これは……！」

　二枚連なった刃。全すべてを凍いてつかせるだけでなく、敵の動きを止める重量を付加する能力を持った武器。

　無論、アルベールのような若い騎士が触さわって良いいものではない。

「これをどうすれば良いのですか!?」

「眷属武器は…………相応の者に託たくしたい…………だが今は後こう継けい者しやが……ガハッ！」

　血を吐はき、咽むせるジェルダン。

　これは彼の遺ゆい言ごんなのだ。絶対に聞き漏もらしてはならない。

「シャルル殿どのに…………預けて……」

　彼の告げた名は、四大騎き士し団のひとつ〝銀剣騎士団〟を率いる老将軍だ。全ての騎士の頂点に立つ偉い大だいな男と称しようされている。

　なるほど、まずは彼に預けて次の後継者を捜さがせという事か。

「分かりました！　必ずシャルル殿に届けます！」

「あ……ありが…………」

　言い終える前に、ジェルダンの命の灯ともし火びが尽きた。

　一対の冷たい刃やいばを受け取ったアルベールは、それを抱だきかかえながら、しばらく何もできなかった。

　自分の無力さに腹が立つ。

　力がないのもそうだが、「妖精に立ち向かわなかったのは、生きてジェルダンの遺言を聞くためだ」などと心の中で言い訳をしてしまう心の弱さに気づいた時、アルベールは本当に情けなくて涙なみだを零こぼした。

　それは妖精の脅きよう威いよりも、ずっと強く深く自分を蝕むしばむ毒であった。




　　　　＊




　建物や土つち埃ぼこりに隠かくれて見えなかったが、改めて確認すると騎士団の規模が見えた。

　二千人単位の方ほう陣じんが、ざっと見えるだけでも五つ。

　さらに先頭に立っているのは錫しやく杖じよう騎士団長デュウドルだけではない。大軍の最さい後こう尾び、全軍に指揮を出しているのは銀剣騎士団長シャルル。眷けん属ぞく武器を持つ資格のある二人の騎士団長がディルニスタン浸食領に侵しん攻こうしているのだ。

　五つの方陣のうち、戦いに参加しているのはひとつのみ。他の四つは徐々に分かれて移動し、レッチがいる建物を包囲している。

　しかも目的はレッチだけ。

　たったひとりのためにここまでするなんて──

　いいや、それだけの価値があるのだ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　建物から出るな、と言われているのでレッチはじっと待っている。

　窓の外ではカロリーヌとミーニャが騎士達を蹴け散ちらしていた。文字通り、巨きよ大だいな剣けんと巨大なバリスタが迫り来る騎士たちを数百単位で殺していく。

　すでに建物の周囲には騎士の死体がうずたかく積まれており、壁のようなものが形成されていた。

　死体の壁から流れ出る血が大地を赤く染め、神話に登場する地じ獄ごくのような光景を彷ほう彿ふつとさせた。

「行け！」

　先陣で指揮をするデュウドルの号令で、キメラ部隊が出てきた。

　目のないキメラが翼つばさをはためかせ、光線のような氷を吐き出す。その数は五百を超こえる。集団から放たれた氷の矢も壁のような状態になり、カロリーヌとミーニャを面で攻せめ続けた。

「ふっ！」

　眼前に迫った氷の矢をカロリーヌの剣が叩たたき落とす。遠心力を利用して回転する巨大な剣は、カロリーヌとミーニャの周囲の矢だけを綺き麗れいに弾はじいていた。

　さらにミーニャの黒い箱が変形したバリスタは、一本の巨大な矢を次々に撃うち出す。その矢は最低でも五匹ひき以上のキメラの胴どうを貫つらぬき、キメラ使いの騎士達ごと吹ふき飛ばす。

　数に任せた間断のない攻こう撃げきでも、妖精旅団には通用しない。

　むしろ烏う合ごうの衆が集まったところで、彼女たちの攻撃で一いち網もう打だ尽じんにされるだけだ。

　だが──

「レッチ！」

　カロリーヌの叫さけび声にただならぬものを感じたレッチは、とっさに窓から離れた。

　窓を破り、一いつ瞬しゆん前までレッチがいた場所に、氷の矢が突つき刺ささった。砕くだけ散ったガラスの向こうには、空を飛ぶキメラ部隊が見える。

　流れ矢だろうか。それとも──

　窓の外から下を見る。

　地上五階にあるその場所を、デュウドルが見ていた。

「そこにおいででしたか、レチューディア様」

　馬上から一礼するデュウドル。

「しばしお待ちくだされ。今、我われらがこの者どもを排はい除じよし、殿でん下かをお救いいたしますぞ」

　笑いながら杖つえを前に伸ばすデュウドル。

　するとその合図に合わせて、またキメラが氷の矢を放った。

　今度は百を超える矢が、全てレッチに向かって飛んできた。

「きゃっ──！」

　避さけられるはずもなく、顔を覆うくらいしか抵抗の術すべは残されていない。

　だがレッチの身体からだが急に抱きかかえられると、身体が宙に浮ういた。

「口閉じて！　舌嚙かむよ！」

　カロリーヌがレッチを抱だいて、建物から飛び出したのだ。地上で戦っていたカロリーヌは、あの一瞬で五階まで壁を駆かけ上がり、そしてレッチを抱いて離脱したのだ。なんという速さだろうか。

　そしてレッチが脱だつ出しゆつした建物は、キメラの攻撃によって針山のように変化していた。無数の氷の矢が建物を貫いている。あのまま建物の中にいたら、確実に死んでいただろう。

「何すんだよっ！」

　カロリーヌが叫ぶ。

「あんたら、レッチを助けに来たんじゃないのかよ！　レッチ死んじゃうところだったんだぞ！」

「国家の敵の分際で、馴なれ馴れしく殿下の名を呼ぶな」

　デュウドルは錫杖をカロリーヌに向けた。

「カロリーヌ……！」

　レッチは彼女の背後に隠れるしかない。

　しかしカロリーヌの言葉も気になる。あのキメラの攻撃は確実にレッチを狙ねらっていた。だが彼らが自分を殺すだろうか──

「我がキメラたちは優ゆう秀しゆうでな。上空からレチューディア様を追う事もできれば、殺さぬよう手加減する事もできるのだよ」

　この場所がバレたのも、最初からキメラに見られていたからか。

　訓練されたキメラは、鳥よりも高い場所から目的の敵を発見する事ができると聞く。それにレッチを追わせていたのだ。

　それはいい。

　だが、手加減とは──

「レッチはあんたらのお姫ひめさまじゃないの!?　死んだら怒おこられるじゃん！」

「ふん……まさか妖精に心配されるとはな」

　嘲ちよう笑しようするデュウドル。

「だが今の行動で確信した。お前達も殿下に死なれては困るようだ」

「当然でしょ！　友達だからね！」

　カロリーヌが答える。

　本当に、そう思っているのか。

「友達……ふふふ、友達か。面おも白しろいなぁ、妖精の価値観は」

　デュウドルは錫杖を向ける。

　するとレッチの周囲の地面が凍こおり、その凍とう結けつした場所から茨いばらのようなものが生えてきた。

　その氷から離り脱だつしようとするが、すでに無数の氷の茨が周囲を取り囲んでいる。茨のトゲも脅威だが、そこから発せられる冷気も異様に冷たい。

「動くな妖よう精せい。これは我が眷属武器『グルダンブラン』の能力。私はジェルダンのような所構わずといったやり方は好かぬのでな」

　デュウドルはカロリーヌとミーニャを警けい戒かいする。

「我らが使命はレチューディア様を生きたまま連れて帰る事だ。そう、生きてさえいればよい。その過程で指のひとつでも凍り付こうが仕方のない事」

「なっ……!?」

　カロリーヌは驚おどろいているが、レッチにとっては予測の範はん囲いだ。

　むしろ多少動けなくした方が彼らにとって都合がいい。今までよく五体満足でいられたと、幸運に感謝しているくらいだ。

「そ、そんな事していいの!?　だって、あんたらにとって大事な人なんじゃないの!?」

　至し極ごくまともな反論をするカロリーヌ。

「だからこそ、確実に連れて帰る必要がある。貴様ら妖精にレチューディア様を殺されるくらいなら、『多少の損そん壊かい』にも目を瞑つぶる他ほかあるまい。なにしろ悪名高い妖精旅団だ。すでに洗脳されている可能性もあるからな」

「どっちが……！」

　歯ぎしりするカロリーヌ。

「……屑くずめ」

　巨大な弓の前で、ミーニャが舌打ちする。

「さぁ、〝一角獣ユニコーン〟と〝靴屋レプラコーン〟よ。その武器を捨てろ。レチューディア様を渡わたせ」

　まさか取り戻もどす側が人質の命と引き替かえに交こう渉しようするとは思わなかっただろう。

　彼らにとって本当に必要なのはレッチではない。

　レッチの中にある、世界装置の鍵かぎなのだ。

「……レッチ。あんたの国、本当に腐くさってる」

「……仕方ありません」

　ミーニャの呟つぶやきに、レッチは力なく笑う。

「私は宝石を入れる箱のような存在ですから。彼らにとって大切なのは、箱の中身。箱そのものに興味はないのです」

「レッチ……！」

　カロリーヌは敵に背中を見せ、レッチを見た。

　そして、剣を握にぎっていない左ひだり腕うででレッチを抱きしめる。

「ごめんね。必ず助けに行く！」

「……はい」

　叶かなうかどうかは分からない。だけどカロリーヌの言葉は噓うそではないと分かった。

　カロリーヌはレッチの髪かみを撫なで、そして離はなれた。

「ミーニャ！」

　そして今度はミーニャの身体を抱だきかかえると、高く跳ちよう躍やくする。

　空中に待機していたキメラが氷の矢を吐はこうとするが、その身体を蹴けり飛ばし、反動でさらに高く跳とんだ。

　建物の上に立つ二人。

「──お前らっ！」

　甲かん高だかい声。

　ミーニャだった。

「レッチに傷ひとつつけてみろっ！　全員皆みな殺ごろしにしてやるからなぁっ！」

　あの口数の少ないミーニャが、こんなに声を張り上げているのを初めて聞いた。

　何に対して怒っているのか、鈍どん感かんなレッチにも分かる。

　その気持ちが嬉うれしくて、同時に申し訳ないと思ってしまう。

　彼女たちに向けて大量の矢が撃ち放たれるが、矢が届く前に建物の向こうに姿を消してしまった。

「……逃にげたか」

　デュウドルは錫杖を引く。するとレッチの周囲を覆おおっていた茨も消えた。

「おお……デュウドル様が妖精を撤てつ退たいさせたぞ！」

「さすがは騎き士し団長！　なんという手しゆ腕わん！」

　生き残った騎士達が歓かん声せいを上げる。

　その報告は後ろの騎士たちに伝わり、声がどんどん大きくなる。やがて全軍にその報が伝わると、空気を震ふるわせるほどの大だい音おん声じようとなった。

「うおおおおおっ！　妖精に勝ったんだ！」

「レチューディア様を取り戻したぞっ！」

　たった二人の妖精を退けただけで、まるで戦争に勝ったような喜びよう。

　大歓声の中、騎馬から降りたデュウドルがこちらに近づいてくる。

「お怪け我がはございませんか、レチューディア様」

　レッチが小さく頷うなずくと、彼はにっこりと笑ってこう告げた。

「ご無事で本当に良かった」








第四章　世界を変える力









　アルフェンが戻った時には、だいたいの事情は察した。

　涙なみだ目めのカロリーヌと、膝ひざを抱かかえているミーニャにかける言葉に迷ったが、溶とけた氷の中で座り込んでいる彼女たちを乾かわかすのが先だった。

　全員が帰ってくる間にカロリーヌたちの服を洗せん濯たくし、施し設せつ内に場所を移す。幸い施設の洗せん浄じようシステムは生きていたので、そこで休む事にした。

　眷けん属ぞく武器で凍らされた形けい跡せきがあったが、それでも施設のダメージは表層的なもので、生活するには充じゆう分ぶんだ。ただ居場所がバレてしまったので、服が乾いたら移動する事になったが。

「そっか。キラリアの騎士団が大軍で」

　レッチを奪うばうと、騎士団はすぐに撤退したらしい。妖精旅団の仲間が帰ってくる事を恐おそれたのだろう。上空に偵てい察さつ用キメラが何体か飛んでいたが、おそらく全すべて殺した。

　そうまでしてレッチを回収したかったのだろう。

　世界装置ワールドワークスの鍵になる存在は、国の命そのものだ。たとえ妖精旅団からでも取り戻したい気持ちは分かる。それこそ騎士をいくら失っても。どんな卑ひ怯きような手を使ってでも。

「……ごめん」

　あの気き丈じようなカロリーヌが、口数少なく謝罪する。

　そんな彼女に対して、誰だれも何も言わない。

　誰かが失敗すると火のように怒るバレンタインですら、頭を搔かいている。ディリアンもスターライトも無言。

　皆みな、アルフェンの反応を待っているのだ。

　外を見ると、すでに暗い。

　レッチが連れ去られてから、およそ半日といったところか。

　だがキラリアの世界大聖堂からまっすぐディルニスタンに戻ったアルフェンは、そういう軍団とはすれ違ちがわなかった。おそらくどこかへ潜せん伏ぷくしているのか。レッチはただの鍵だと考えると、わざわざ首都レルーンへ連れ帰る事もないわけだ。

「カロリーヌ」

　アルフェンはカロリーヌの肩かたに触ふれてこう言った。

「よくレッチを無傷で帰したな。下手に抵てい抗こうしていたら傷つけるところだった」

「アルフェン……！」

　鼻水を啜すすり、カロリーヌはアルフェンに抱きついた。

　彼女の後頭部を優やさしく撫でながら、ミーニャにも優しく微笑ほほえむ。

「あとね、あたし……！」

「なんだ、まだ何かあるのかよ」

「レッチに『必ず助けに行く』って言っちゃった。アルフェンがこれから先どうするかも知らないのに、勝手に決めちゃったの」

「お前……っ！」

　これにはバレンタインも黙だまっていられなかったようだ。イスから立ち上がり、言葉にならない抗こう議ぎをしている。

「いいよおっさん。俺もレッチは助けるつもりだ」

「……いいのか？」

「ああ。レッチを助けなければ、世界装置が起動しちまうだろ？　そうなったら、この大陸は終わる。世界装置の起動だけでも危険だが、その後の戦争で滅ほろびるだろうな」

　世界装置を使われた国が、報復として世界装置を使う。

　そうなればもはやこの大陸は人間の住む土地ではなくなる。毒で覆われていたディルニスタン浸しん食しよく領など可愛かわいいものだ。少なくとも大陸の半分以上が人の住める土地だったのだから。

「大陸を救うつもりなのかい、アルフェン」

　ディリアンの言葉には、質問以外の意味も含ふくまれている。

　すなわち、この大陸を救う価値があるのかという疑問だ。

「救いたいのは大陸とレッチ、どっちなんだ」

　スターライトも静かに尋たずねる。

　全員、アルフェンを見ている。

　各おの々おのに考えがあるだろう。この大陸をどう思っているか、レッチをどう思っているか、個人として何がしたいのか。

　それらを理解した上で、アルフェンはこう語った。

「俺、この時代は嫌きらいじゃないよ」

　そう語ると、一同は静かになる。

「もちろん八百年前より不便だし、人は争ってるし、俺たちはお尋ね者だ。だけどあの頃ころにはなかったいい部分もある。それはみんな見てきたから分かるだろ？」

　誰も否定はしない。

「確かにいい時代ではある。しかしそれなら別の大陸を見に行くという手もあるだろう。海の外にも世界は広がっている。俺たちは籠かごの中で飼われているわけじゃない」

　スターライトの言葉も正論だ。

「そうだけどさ、それはこの大陸を見てからでも遅おそくない。それにややこしい事は考えなくていい。レッチを救えば世界装置は止まるんだ」

　すでにレッチが世界装置の鍵である事は話した。カロリーヌとミーニャも何故なぜあんなに騎士が多かったのか疑問に思っていたそうだ。

「……でも、レッチを助ける理由にはならないよ。最悪、レッチを殺したっていいんだ」

　ディリアンは辛つらそうに語る。

　本心ではないだろうが、選せん択たく肢しはまだたくさんあると言いたいのだ。

「いいじゃねーか。救えるんだから救おうぜ。無理に残ざん酷こくな手段をとる必要はない。俺ならできる、だから助けにいく。それだけだよ」

「そりゃやろうと思えばできるよ。俺らなら」

　バレンタインの反論。

「俺だってこの時代は好きだよ。プレナレートって酒がうまいんだ。滅びさせるには惜おしいぜ。けどなぁ、俺たちが率先してやる必要はないぜ。この時代の人間の揉もめ事なんだから、この時代の人間にケツ拭ふかせるべきじゃねーのか」

　それも選択肢のひとつ。

　あえて傍ぼう観かんし、戦争を起こす人間を見殺しにし、その後で好きにするという可能性。

「それもいいけど──俺は、知っちまったからな」

　アルフェンはそう答える。

「この時代の世界平和って奴やつをさ」

「なんだそれは」

「レッチがさ、俺達と一いつ緒しよにメシ食ってたんだよ」

　あの時の光景を思い出す。

　仲間に囲まれて、ひとりぼっちだったレッチが徐じよ々じよに打ち解けて笑顔を見せる瞬しゆん間かん。

「楽しかったよな」

「……そうだな」

　頷いたのはスターライト。

「あいつ、人に飼われた鳥のように、何の警けい戒かいもなく食べてやがった」

「俺たちがメシ食ってた時って、いつも戦いの中だったからな」

　八百年前、アルフェン達が出会い、仲間として行動していたのは、征せい竜りゆう王おうクルアディンを討とう伐ばつするためだった。戦いのための行動であり、その過程としての食事だ。

　だからあんな風に楽しむために食べる事はなかった。

「戦争が起きないとか、治安がいいとか、そういう事じゃないんだよな。ああいうのが本当の〝世界平和〟なんじゃないかと思うんだ」

「……うん」

「そうだね！　レッチやみんなと旅するの、楽しいもん！」

　ミーニャとカロリーヌも頷く。

「レッチを見殺しにしたら、もう〝世界平和〟は手に入らないって言いたいのかい？」

「少なくとも、〝俺の世界平和〟はな」

　アルフェンのだけではなく、〝レッチの世界平和〟でもある。

　そういう世界を、彼女は目指していたのではないかと思っている。

「それにさ」

　アルフェンはニヤリと笑う。

　その笑い顔を久々に見た者たちは、何かを思い出す。




「ここは元々、俺達の国だぜ？」




　征竜王クルアディンの意思を継つぐ者、アルフェン。

　彼の体内には世界を支配できる力が眠ねむっており、また、それを行使する意思が備わっている。

　王としての資格は、それだけでいい。

「朝起きたら、自分の庭で好き勝手やってる奴がいたらどうする？　怒ど鳴なって追い出したくなるだろ？　平和を乱してるのはどっちだって話だよ」

「ま、腹は立つわな」

　バレンタインが笑う。

「そうだな、別に俺らが卑ひ屈くつになる理由なんてどこにもない」

　スターライトも納なつ得とくする。

「……向こうが好き勝手やるなら、こっちだって」

　ミーニャも頷うなずいた。

　別に多数が正義なのではない。

　ディルニスタン浸食領と名がついているくらいなのだから、ディルニスタンの生き残りである彼らにも土地を求める権利はある。

「土地だけじゃない。人も、自然も、世界装置だって俺達のものだ。それを奪うばったのはあいつらだぜ？　俺達が奪い返して当然だ」

「その理論でいくと、レッチも俺達のものって事か」

　バレンタインもアルフェンの真意に気づいたようだ。

「少し違う」

　アルフェンはこの発言だけは真ま面じ目めに答えた。

「レッチは俺達の家族だ。家族が苦しんでいるのに、助けないわけにはいかない」

「いつ家族になったんだ？」

　スターライトの問いに、こう答える。

「俺達のバカ騒さわぎにレッチが笑った時かな。あの時、あいつはひとりぼっちじゃなくなったんだよ」

「意味不明だな」

　肩をすくめるスターライト。

「……だが、悔くやしい事に俺もレッチが心配だ。あの女、ことある事に俺達の気持ちを乱しやがる」

「ホントーに厄やつ介かいな奴だよレッチは。けどまぁ、あいつがいないと進めるものも進めなくなっちまうからな。読めない相手ってのは苦手だぜ」

　バレンタインもため息をつく。

　その態度はまるで聞き分けのない子供を持ったお母さんのようだ。

「では確認するぞアルフェン」

　スターライトは立ち上がり、問いかける。

「レッチを取り戻もどして終わりではないだろう。この戦いの最終目標は何だ？」




「全部、奪う。争いも平和も、根こそぎ奪い取ってやろうぜ」




　シンプルな結論だ。

　正義ではなく、誰だれかのためでもない。

　自分のものを取り戻すだけだ。

「ふ、ふふふふふふ……」

「あはっ」

「っ……！」

　妖よう精せい旅団の全員が笑う。

「……それでこそ、私達の王だね」

　声には出さずとも、ミーニャは微笑ほほえんでこう評した。

　ただ、彼らの中で唯ゆい一いつ笑わなかった者が。

「まったく……そんなんじゃ、本当にならず者一家じゃないか」

　ディリアンだった。心配性しようの彼は、そういう事も気にしていたようだ。

「俺は好きだぜ。一家ってところがな」

「……僕もだよ」

　アルフェンが答えると、ディリアンも仕方ないと言わんばかりに笑った。




　　　　＊




　──昔は、ひとりぼっちではなかった。

　一歳違ちがいの妹と仲良く暮らしていた。周囲に大人は多かったが、アルベールなどの若い子供も大勢いた。

　少なくとも両親が死ぬまでは、普ふ通つうに笑えていた。

　そして妹が皇こう帝ていになった日、誰も自分を見なくなった。

　全すべての栄光は皇帝に。

　全ての慈じ悲ひは神のために。

　レッチはどちらでもない、ただのひとりの人間だったのだ。

「……ん」

　テーブルに頰ほおをつけて眠っていた事に気づく。慌あわてて涎よだれが垂れていないか確認するレッチ。今まではこんなはしたない真似まねはしなかったのだが。

　キラリア領内のとある邸てい宅たくにレッチはいた。

　そこは鬱うつ蒼そうとした森に囲まれており、周囲には村ひとつ見えない。二階の窓からわずかにディルニスタンの方角が分かる程度だ。遠くの景色はそれだけしか分からず、近くの景色はうんざりするほどの騎き士したちばかり。

　この邸宅ひとつで五〇を超こえる騎士が護衛をしている。それだけ重要な場所だというのはなんとなく分かる。

　守ろうとしているのはレッチだけでなく、この屋や敷しきの持ち主であるレムソス、そして彼の部下たちも含ふくまれているはず。

　大司祭の別べつ荘そうだけあって、居い心地ごこちは良かった。調度品もシンプルで過度に金をかけられておらず、しかし手入れが行き届いている。むしろ宮殿よりも過ごしやすい。

　キラリア正教とは本来、そういうものだった。世界装置を神として崇あがめる以外には特別な教義はなく、質素な生活を美徳とするものだ。それがいつの間にか大聖堂は豪ごう華かな像やレリーフで飾かざられる場所になってしまった。

　ある意味、ここはキラリア正教を体現している館やかただ。レムソスの意図なのかは分からないが、レッチにとっては快適だ。

　もちろん、軟なん禁きんされているのでなければ。

「失礼しますぞ」

　ノックの音と共に、件くだんのレムソスが入ってきた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、レチューディア様」

「……どうも」

　レッチは素っ気なく礼をする。

　するとレムソスはその場に膝ひざをついて深々と頭を下げる。

「この度は──申し訳ございません。レチューディア様の命をお守りするためとはいえ、手て荒あらな真似を致いたしました」

　法の上では、大司祭は皇族より位が低い。この国において最高権力者は皇帝であり、現在はフリエルがその任に就ついている。その姉であるレッチは、現在何の権力も持っていない。

　なぜ皇帝が偉えらいのかというと、皇族には神の声を聞くという仕事があるからだ。

　神の声、すなわち世界装置を自在に操る資格である。

　本来フリエルが持つはずだったその資格を、今はレッチが持っている。つまり彼女は事実上、キラリアでもっとも上に立つ者なのだ。

「私の命など、どうでもいいでしょう。世界装置が動けばいいのですから」

「皇帝は国の象しよう徴ちようでございます。世界装置もまた同様。さらに国民もまた国そのもの。それら全てを守るのは同義でしょう」

「世界装置を使わなければ、キラリアが滅ほろぶ、と言いたいのですか」

「左様でございます」

　立ち上がり、部屋に備え付けのイスに腰こし掛かけるレムソス。

　こうしてみるとか弱い老人のようだ。しかし彼の怖こわさはそこではない。あの弱々しい声で命令を下せば、何万もの騎士が動く。彼そのものが軍団を指揮する杖つえのようなもの。

　なにしろ、彼の命令で一万人の騎士がレッチを助けるためにディルニスタンに向かったのだ。軍会議などもせず、レムソスの独断で、たった二日で。

「そう遠くない日にドレムは再び侵しん攻こうしてくるでしょう。もはやキラリア軍に兵力は残されておりません。ドレム軍主力部隊五〇万に対し、こちらはどれだけ振ふり絞しぼっても七万。キメラを入れても一一万しか戦力がないのです」

「その戦せん況きようを覆くつがえすには、世界装置しかないと言うのですか？」

「その通りです。世界装置さえあれば、五〇万の兵だろうが一いち網もう打だ尽じんにできます」

　それが真理とばかりに、レムソスの言葉には淀よどみが一切ない。

　レッチは彼の顔をまじまじと見る。

「どうかなさいましたか、レチューディア様」

「……いえ」

　久しぶりに見たレムソスの顔は、昔とまったく違っていた。

「老ふけましたね、レムソス」

「はは、改めて何をおっしゃるかと思えば」

　そこで初めてレムソスは笑顔を見せた。取り繕つくろっていない、レッチにもフリエルにも厳しかった「司祭のおじさん」だった頃ころのレムソスだ。

「先代の皇帝が身み罷まかられて以来、働き通しでしたからな。ドレムの侵攻を食い止めるため、誰かが国を支えなければならないのです」

「……ええ」

　わずか十六歳にして即そく位いしたフリエルを支えるため、彼も多大な労力を割さいた事だろう。それでもドレムは止まらず、国内も混乱したままだ。

「ですが、これで最後です。世界装置を使えば、ドレムの脅きよう威いはなくなる。平和な日々が戻ってくるのですよ」

「そんな上手うまくいくわけない。ドレムだって馬ば鹿かじゃないんです。世界装置を警けい戒かいして近づきませんよ」

「なんならこちらからドレムに侵攻してもいい。国境近くの駐ちゆう屯とん地ちを丸ごと凍こおらせてやれば、ドレムの蛮ばん族ぞくどもも畏い縮しゆくするはず」

　イスから身を乗り出して力説するレムソス。

　血走った目に気け圧おされるレッチ。まるで彼の言う事が正しいかと思わせるような口調と声なのだ。

「そ……そんな事……だって」

　レッチは必死に考える。

「あれはただの兵器なんかじゃありません！　もし使えば、キラリアの全てが滅ぶかもしれないのですよ!?」

「まさか、いくら超ちよう兵器といえどもそんなはずはない」

　レムソスははなから信じていない。というより、自分の望む結果だけが起きると信じているのだ。

　世界装置は全ての気候を管理していた。アルフェン曰いわく、〝白色〟が全力を出せば大陸全てを凍り付かせる事ができるのだ。

「そうだ、他国に援えん助じよを求めたっていいじゃないですか。ドレムを止めるためであれば、きっと助けてくれます」

「異教徒の手など借りるわけにはいきません。神の名の下もとに罰ばつを下す戦争という事をお忘れか？」

　忘れるも何も、そんな話は聞いた事がない。

　レッチが知っているこの戦いは、ディルニスタンの領土を巡めぐる争いだという事。優すぐれた文明の土地を手に入れるのに、神しん罰ばつは関係ないだろう。

「どうして……そんなに世界装置を使いたいのですか？」

「神の力を知らしめるためです」

　レムソスは笑顔で答える。

「ディルニスタンが滅びて以来、世界装置が使用されたのは一度きり──そう、〝震ふるえる白はく狼ろうの杖〟のみです。その結果、神の力に心を奪うばわれた民たみが集まって生まれたのが神聖キラリア皇国なのですよ」

「それは知っています。だからといって、もう一度使うなんて」

「戦争によって民の心も摩ま耗もうしております。生きる力をなくしつつある民の心を取とり戻もどすには、神のような超ちよう越えつ者の神秘を再び見せなくてはならない」

「まさかあなたは……信しん仰こうのためにわざわざ世界装置を!?」

　戦争に勝つためではないのか。

　世界装置を使うこと、それ自体に意味があると思っているのか。

「馬鹿げている……！」

「馬鹿ですって!?」

　レムソスは笑え顔がおのまま、レッチの頰を打った。

「きゃっ！」

　倒たおれるレッチを上から見下ろし、レムソスは拳こぶしを握にぎっている。

「キラリアを支えてきたものは何だとお思いか！　この極寒の地を開かい拓たくするためには、即そく物ぶつ的な炎ほのおより人のぬくもりが必要だったのですよ！　防寒具すら奪い合う時代、神の存在がどれほど人を助けたか──！」

「それは昔の話でしょう!?　今はそんな事をする必要はありません！」

　立ち上がり、レッチも抗こう議ぎする。

　だがレムソスは首を横に振る。

「この戦乱の世にこそ、信仰が必要なのです──」

「だから、戦乱の世にしちゃダメなんです！　あなたのやっている事は、信仰のために戦乱を引き起こす行こう為いなんです！」

「信仰のためならば、それも仕方ありますまい」

　もはやレムソスに話を聞く気はない。

　完全に自らの世界に閉じこもってしまっている。

　昔の彼はこんな風ではなかった。神を崇めてはいたが、それは人々のためと公言し、レッチも他ほかの民も平等に接する、厳格だが優やさしい司祭だった。

　ドレムとの戦争が、彼を変えてしまったのだ。

　実の子のように自分を可愛かわいがってくれたレムソスは、もういない。

　あの頃、レッチが慕したっていた者は誰だれひとりとしていないのだ。

「レチューディア様。いましばらくお待ちくだされ。必ずや、あなた様のお力で世界を取り戻してみせましょう」

　恭うやうやしく一礼し、レムソスは部屋を出た。扉とびらを開けると、数名の騎士がこちらを睨にらんでいるのが見えた。中での話を聞いていたのだろう。

「ああ、それから」

　扉を閉める寸前、レムソスはこう言い置く。

「自害しようなどとは考えぬ事ですな。あなたがお亡なくなりになれば、世界装置を操る資格は誰にもなくなる。その結果、より大きな混乱が待っていますぞ」

　レムソスだけではない。

　キラリアという国は、世界装置に依い存ぞんしきっている。

　今のレムソスいや、キラリア正教に口を挟はさめる者はいない。レッチも、妹であり皇こう帝ていのフリエルでさえも。

　止められる者がいるとすれば──

「アルフェン──」

　レッチはもう一度願う。

　キラリアの崩ほう壊かいを。

　信仰のために世界を滅ぼそうとする、この歪ゆがんだ意識そのものを。
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　ドレム帝てい国こく首都ダルグゼン。

　この巨きよ大だいな帝国を守護する軍隊の兵営は、皇帝が日夜過ごしている〝幹かん炎えん宮きゆう〟と呼ばれる建物に隣りん接せつしている。皇帝みずから軍隊の訓練に参加し、技を磨みがいているからだ。そのためドレム帝国は皇帝をはじめとする皇族の全すべてが強さを求められる。

　稀まれに肉体に恵めぐまれず、戦いができない者も一族にはいる。そういう連中は早々に宮きゆう殿でんを追われ、一生を閑かん職しよくで過ごす事になる。

　将軍ゼイズは、運良く体格にも才能にも恵まれたひとりである。

「ふぅ……」

　彼は現在、ダルグゼンの第一兵舎──その休きゆう憩けい室にいた。

　士官用の湯を浴び、一日の疲つかれを癒いやしていたところだ。

　本来であれば皇族で将軍のゼイズが一いつ般ぱん兵と同じ兵舎で暮らす事はありえない。

　しかし彼は望んでここにいた。寝しん所じよを共にする妻もいなければ、豪ごう奢しやな屋や敷しきを愛めでる趣しゆ味みもない。

　それにこの兵舎で暮らせば、一般の兵士と顔を合わせる事が多い。

　彼らひとりひとりに顔を覚えてもらう事で、後の働きに期待を持たせる。ドレムの将軍にとって、出世に必要なものは文官や皇帝の心証を良くする事だが、生き残るために必要なものは部下の信しん頼らいだ。

　他国であればとっくに前線には立たない将軍職でも、ドレムは違ちがう。

〝座ったままでは敵を倒せない〟とは、ドレムに古くから伝わることわざだ。

　ゼイズは実力のみでここまでのし上がった。その戦果の大半はキラリア軍との戦いだ。

　キラリアの騎き士し達は騎馬やキメラによる迅じん速そくな戦いが得意だ。対してドレムは鈍どん重じゆうながら人数の差でジリジリと押していく物量作戦が多い。

　ゼイズの場合、キラリアと同じように少人数での電でん撃げき作戦が得意だった。相手はキラリア騎士の速さを持っていない、と錯さつ覚かくした者達を狩かっていった結果、今の位に就つく事ができた。

　徹てつ底ていした規律と団結力によって生まれたゼイズの軍は、全員がキラリア騎士に匹ひつ敵てきする速さと練度を持っている。自分の軍は最強だという自負があり、時代遅おくれの老人達には負けない自信がある。

　だからこそ、無む駄だに死なせたくないのだ。

　──殺すのならば、それにふさわしい名めい誉よある戦いのために使いたい。

「閣下」

　虚こ空くうを睨み付けるゼイズのもとに、何かが差し出された。

　それは葡ぶ萄どうの果か汁じゆうを搾しぼった飲み物だ。ワインではない。

「どうぞ。疲れた身体からだに効きますよ」

「……君は、誰だ？」

　ゼイズは問う。

　兵舎に住む者の顔はだいたい覚えている。兵士だけでなく、ここで働く料理人や清せい掃そう人の顔も知っている。

　さすがに五〇万を超こえる兵士全ての顔を覚えているわけではないが、この第一兵舎に住む二万人の兵士と士官は分かる。

　少なくとも、彼はこの兵舎に住む者ではない。

　それがゼイズに近づくという事は──

「ありがとう。いただくよ」

　杯さかずきを取り、ゼイズは葡萄果汁を飲んだ。甘さよりも酸っぱさが強く、舌に刺し激げきがある。しかし不快な味ではない。

「何の疑いもなく飲みましたね。毒殺を恐おそれないのですか？」

　杯を渡わたした青年が問う。

「こんな堂々とした毒殺があるか。ここまで接近しているのだったら、もっと確実に殺しに来るはずだ」

「確かに」

　しかしゼイズに気づかれずにここまで近づける隠おん密みつ性能には驚おどろきだ。大たい抵ていの敵意は感じられるのだが、彼からは気配すら感じなかった。

　杯を渡した青年は休憩所のイスに腰こし掛かける。

「…………目的を言え」

「兵を出してください。キラリアへ向けて」

「何……？」

　唐とう突とつな頼たのみ事だ。

　しかし疑問が山ほどある。

「ああ……まず君は誰だ？　何故なぜ、私にそんな事を言う？」

　そもそも彼はゼイズが出兵に反対だという事を知っていたのか。それを看破し、なおゼイズに頼み事をするのはどういう意味があるのか。

「僕はディリアンと言います。あなたが一番信頼できる将軍だからお話に来ました」

「……良く分からんな。このまま放っておいてもキラリアへは兵は出る。私に頼まなくてもいいだろう」

「闇やみ雲くもに出兵しても、被ひ害がい者しやが増えるだけです。多くの兵を率いつつ、引き際ぎわを弁わきまえているゼイズ将軍だからこそ、お頼みしたかった」

「何が狙ねらいだ？」

「少しでも多く死者を減らすためです」

　ディリアンと名乗る男は優しい目をしていた。

　どこの間者か知らないが、おそらくキラリアではないだろう。他国がドレムの死者を気にする理由を考えるが、よく分からない。

「しかし両軍が激げき突とつすれば、世界装置が起動する。ドレムもキラリアも多くの兵が死ぬだろう」

「世界装置は起動しません」

　ディリアンはきっぱりと告げる。

「根こん拠きよがあるのか」

「はい」

　肯こう定ていはしたが、内容は語らない。

　それを信用しろとは、荒こう唐とう無む稽けいすぎる。

「ならばもう一度問う。それをして、君に何の得がある？」

「ですから、死者を減らすためと──」
















「他国であるドレムの死者が減って、何故君が得をする？　正義や人道に基づいた行動ではないだろう。君にとって、それがどういう得をもたらすのだ？」

　誰かの言葉を信用するためには、それをする事で得る利益が重要だ。キラリア人のように神や信しん仰こうのためという理由が最も信用できない。

　ディリアンは少しだけ黙だまると、ぽつりと話し出す。

「……世界装置を、もっとも安全に取り戻もどすため」

「ほう、まさか世界装置を奪うばおうとしているのか？」

「正確には鍵かぎを」

　馬ば鹿かげた話ではある。

　しかしディリアンの瞳ひとみは噓うそをついていない。

「世界装置を奪うために、ドレムを利用します。ドレムが出兵すれば、キラリアは必ず世界装置を戦場に持ち出す。そこを奪います」

「なるほど、どこにあるか分からない世界装置を捜さがすより効率的だ」

「万が一、世界装置がレルーンにあった場合、下手に奪おうとすると起動させてしまうかもしれない。そうなったらキラリアは本当に滅ほろぶ。それはドレムにとっても良くないはずだ」

　その通り。世界装置を使わせたくない理由はそれだ。

　キラリア人は憎にくむべき敵だが、虐ぎやく殺さつはまずい。怨えん恨こんが残るし、統治した後も労働力は必要だ。だからゼイズも攻せめあぐねていたのだ。

　戦場まで世界装置を引き出し、止める。

　そんな事が可能だろうか。

　もしもそれができる者がいるとすれば、それは──

「本当に……止められるのか？　世界装置を」

「はい」

「言うだけなら、道どう化けでもできる」

　ゼイズは笑ってみせるが、このディリアンという男が只ただ者ものでない事くらいは感じ取れている。強者に備わっている危機感というか、所作や目の動きで対たい峙じした時に相手の強さがだいたい分かるのだ。

　ディリアンは確実に強い。しかもその強さの限界が読めない。

　もしも彼が暗殺者であれば、確かに毒など必要ないだろう。今この場でゼイズに短たん剣けんを突つき刺させばそれで済む。そうできる実力があるはずだ。

「信じるか信じないかは、あなた次第です。僕は提案をしに来ただけだ」

「一応、聞いてやる」

「ありがとう」

　ディリアンは立ち上がり、礼をする。

「だが、貴様は──」

　そこにディリアンの姿はなかった。

「…………」

　警けい戒かいして、片時も視線を逸そらさなかったのに。

　まるで最初からそこに存在していないかのように、忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

　そういう眷けん属ぞく武器の使い手だったのだろうか。あの物もの腰ごしと強さから、眷属武器を持っていた可能性は充じゆう分ぶんにある。だが携けい行こうしているようには見えなかった。

「ふむ──」

　考えるまでもなく、踊おどらされている。

　だが本当に世界装置が起動しないのであれば、踊るのも悪くない。

　残るは数少ないキラリア騎士のみだ。武ぶ勲くんを立てるのにもってこいだ。もはや遊ゆう戯ぎに等しい。

　だが、そこまで踊らせてくれる相手とも思えない。

「攻こう撃げきには賛成しつつ、安全な場所から眺ながめるのが得策か──はは、これではあの老人たちと何も変わらぬではないか」

　ゼイズはディリアンにもらった葡萄果汁の残りを飲み干した。

　どういう製法なのか知らないが、確かに疲つかれに効く味だ。
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　大陸中央に位置するディルニスタン浸しん食しよく領。

　八百年間、人の侵しん入にゆうを拒こばんでいた毒の霧きりが晴れた現在、どの国からも侵攻が可能な場所ではあるが、我が物顔で闊かつ歩ぽするためには相応の資格がいる。

　それまで国境に配備されていた防ぼう壁へきや警備隊などは、ディルニスタンを計算に入れずに作られていたもの。しかしディルニスタンを通って他国へ侵入する事が可能となった今、主な戦場は必然的に限られてくる。

　大陸北に位置するキラリアとドレム。

　両者がぶつかる戦場となるのは、ディルニスタン浸食領北部。

　ドレムが満場一いつ致ちでキラリアへの侵攻を決定してから、一週間。すでに国境前で待機していた軍勢は一気に南下し、ディルニスタンへ入ってきた。

　この戦いに勝利した者は、ディルニスタン北部を自由に捜そう索さくできるだろう。ともすれば土地だけでなく、超ちよう文明の利器を手に入れる事もできる。戦争によって疲ひ弊へいした兵力だけでなく、国力も補う事ができるかもしれない。

　ドレムに対し、キラリア軍はディルニスタンの入口、ちょうど毒の霧によって変色した大地のギリギリ手前の丘おかに陣じんを張っていた。

　その数はおよそ五万。全兵力の半分以下だ。

　さらに五万人の中には、明らかに数合わせで連れてこられた農民などもいる。

　それでも彼らは闘とう志しを消していない。

　世界装置という勝算があるからだ。

　キラリア軍の本営でもその雰ふん囲い気きは消えていない。皆みな、ドレム帝てい国こくを追い返そうと滾たぎった者達ばかりだ。

　その中には、大司祭レムソスの姿もある。

　本来であれば戦場になど立たない役職である彼だが、神である世界装置の威い光こうを間近で見たいと考え、レッチを伴ともなって同行したのである。

　本営の天幕に軟なん禁きんされているレッチは、そんな彼らを冷めた目で見ていた。

「殿でん下か。お気持ちは察します」

　レッチの背後に立つのは、銀剣騎き士し団長シャルル。

　この戦いくさの総大将をつとめる男だ。

「世界装置など使わずに済めばそれでいいでしょう。しかし、もう手て遅おくれです。戦いは始まってしまう。そうなれば生きる事を最優先に考えねばならない」

「……はい」

「他ほかに手がなかったとは、私も思っておりませぬ。しかしドレムはあきらかにやりすぎた。こうでもしない限り、奴やつらの炎ほのおは消せないと思っている者は多いのです」

「…………」

　もはや誰だれかの一存で止められる状じよう況きようにはない、という事だ。

　それはレッチが妖よう精せい旅団に助けを求める前から決まっていたのだから。

「ご安心くだされ、レチューディア様」

　シャルルの隣となりに立つデュウドルが笑う。

「どのような事になろうが、レチューディア様には指一本触ふれさせはしませぬ。あなたはここで世界装置を起動させ、座っていれば良いのですから」

　デュウドルは振ふり返る。

　天幕の中には、白木の箱が用意されていた。

　宮殿から持ち出したその箱の中には、杖つえが安置されている。

　キラリアの世界装置〝震ふるえる白はく狼ろうの杖〟だ。

　ここに来るまで、ダミーの箱をいくつも用意し、何十もの部隊に運ばせた。中にはドレムの別働隊に襲おそわれた隊もあったという。

　彼らの犠ぎ牲せいの上に、この杖がここにある。

「…………」

　アルフェンの事を思うレッチ。

　彼らはここに来るだろうか。

　ドレム軍五〇万と世界装置を持ったキラリア軍。その戦いに現れるのか。現れたとして世界装置を止められるのか──

「失礼します！」

　天幕に伝令の若い騎士が入ってきた。

　と思えば、それは見知った顔だった。

「アルベール……」

「あ、ああ、レッチ」

　幼なじみの顔を見て、少しだけ気が緩ゆるんだ。

「どうしてあなたがここに？」

「ああ、俺は今、シャルル閣下のもとで働いているんだ」

「そういう事です。ちょっとした事情でね。アルベールには荷物を預かってもらっているのですよ」

　シャルルがアルベールの肩かたを叩たたく。

「死んだジェルダンの眷属武器を預かってもらっているのです。相応ふさわしい後こう継けい者しやが現れるまで、守ってもらっていまして」

　アルベールの背中を見ると、何か大きな包みを背負っているのが分かる。あれがジェルダンの眷属武器なのは分かるが……。

「眷属武器を、守る？」

「はい。眷属武器は誰かが見ていないと、勝手に動いてしまうのでね。本来であればしかるべき場所に保管するのですが、なにせこの戦だ、役に立つ事もあるのではと持ってきたのですよ」

「勝手に動くんですか、眷属武器って」

「おや、殿下はご存じなかったのですな」

　シャルルが豪ごう快かいに笑う。

「眷属武器は生きているのですよ。こいつらは世界装置を守るために人間と契けい約やくをするのです。しかし勝手に契約されては困る。だから厳重な保管が必要なのです」

「では、アルベールと契約する事も……？」

「い、いや、俺はそんな事ないよ！」

　慌あわてて否定するアルベール。

「分かってるよ。俺は騎士としてまだまだ未熟だ。眷属武器に選ばれる事はない。だからこそ預かるのにちょうどいいんだ」

「言葉は悪いが、まぁその通りですな。絶対に契約される事のない人間が持っているのが、一番いい。私の目の届くところにいてくれるのも、また都合が良いのです。相応しい者が現れたら、すぐにでも託たくして戦力になってもらうのですよ」

「なるほど……」

　レッチは少しホッとした。

　過程はどうあれ、ここにアルベールがいるという事は、少なくとも前線に出る事はないのだろう。シャルルの庇ひ護ご下にあれば、きっと安全だ。

　だが戦場で確実に安全な場所などない。

　ここだって、いつ戦火に晒さらされるか。

　──いっそ、そうなってしまえばと思う。

「ささ、レチューディア様、こちらを」

　レムソスが世界装置の入った白木の箱を示す。

　レッチは開かれた箱を覗のぞき込み、その杖に触れる。

　冷たい感かん触しよくがする。鉄のような金属でできているはずだが、まるで羽毛のように軽い。レッチの右手の指だけでも持ち上げられるほどだ。

　しっかりと手に取ると、さらに強い冷気が流れ込んでくる。

　身体からだの芯しんから冷えそうになるが、周囲の人間は何も感じていないようだ。

　これは世界装置の意志なのだろう。レッチを拒んでいるのか、それとも歓かん迎げいしているのかは分からない。しかしレッチを持ち主だと認識はしているようだ。

　眷属武器が生きているなら、もちろん世界装置にも命がある。

　名を〝震える白狼の杖〟。

　白き狼おおかみが宿っていると称しようされるこの杖から感じるのは、強い攻撃の意志だ。

「良くお似合いですぞ、レチューディア様」

　デュウドルが恭うやうやしく礼をする。

「さぁ、参りましょう」

　天幕が開く。

　外には何万人もの騎士がおり、彼らはレッチのために道を空けてくれる。白んだ空がよく見える丘の頂上へ、杖を持ったレッチは歩いた。

　わざわざ小高い丘の上に陣じん取どったのには理由がある。

　高い位置の方が攻こう撃げきを仕し掛かけやすいというだけではない。

　ここからなら、敵軍から世界装置がよく見えるのだ。

　お前たちが恐おそれる〝白色〟はここにあるぞ、と誇こ示じするためだ。

　──お願い。

　レッチは杖を掲かかげる。

　世界装置に霜しもがつく。レッチの周囲が凍こおり付き、驚おどろいた騎士達が逃にげる。

　杖の周囲に白い何かがまとわりつく。これが竜りゆう気きというものだろうか。それは徐じよ々じよに集まり、何かの形を作り上げる。

　狼だ。

　竜気で作られた巨きよ大だいな狼が、杖の頭上に現れた。

　その狼はドレム軍にもよく見えただろう。丘の上からでも動どう揺ようしているのが分かる。一部の陣じん形けいが乱れ、そして元に戻もどろうとしているのが分かった。

　──誰か。

　その狼に竜気がさらに集まるのが分かる。

　レッチの手足が凍り、丘の上は白く染め上げられる。




　──助けて！




　天に向かって願う。

　ここでレッチが死ねば、世界装置は起動せず、ドレムによってキラリアが滅ほろぼされるだけだ。しかし世界装置を起動しても、他国による報復が待っている。

　キラリアが滅ぶか、世界が滅ぶか。

　その二択たくしかないのか。

　いいや、そんな事はない。

　皆、盲もう目もくになっているだけなのだ。

　だから──第三の選せん択たく肢しが現れても、すぐには気づかないのだ。
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　丘おかの下、八つ並べた方陣の後方にいても〝白色〟の存在は見えた。

　オーラ状のものが丘の頂上に集まっているのが分かる。それは徐々に姿を大きくし、巨大な狼の姿になる。

　馬上のゼイズは息を吞のみ、次に冷静に対応を考えた。

「狼狽うろたえるな！」

　ゼイズの声に周囲の兵達の視線が集まる。

　皆みな、未知の現象に対して恐れている。それはゼイズも同じだ。

「あれは規模の大きい眷けん属ぞく武器と考えろ！　皆、眷属武器同士の戦いは見た事があるだろう！　強大な力も、近づかなければ意味がない！　合図があるまでけして動くな！　それがお前達の命を救う！」

　ゼイズが指揮する軍団は五万。八つの方陣のうち、もっとも小さい規模のひとつを担っている。

　少なくとも五万の命は、ゼイズの言葉に救われただろう。

　先陣をきるのは、勇ゆう猛もうなウルゼルたちに任せておけばよい。奴らは決死隊を前方に据すえているが、あれらは役に立たないと踏ふんでいる。

　戦いが始まれば決死隊のほとんどは逃げ、世界装置の矛ほこ先さきは次に勇猛な者たち、すなわち決死隊が死んだ後に手て柄がらを横取りしようとする者に向けられるのだ。

　ゼイズはさらにその後を狙ねらう。

　あのディリアンという青年の言葉通り、世界装置が止まるのであれば、まずどのようにして止まるのか見極めねばならない。

　それによって──どこを攻せめるのか決める。

　ゼイズは周囲を見る。

　おそらく、ほぼ全すべてのドレム兵は──いや、キラリア兵ですらあの白い狼のオーラに釘くぎ付づけになっている。

　これから何が起きるのか、誰だれもが気になっている。それはそうだろう、命に関かかわる出来事なのだから。

　しかしゼイズだけは違ちがった。

　よく目を凝こらし、左右を観察する。

　ディリアンの言葉が正しければ、必ず来るはずなのだ。

　世界装置を止める何かが。

「待て！　行くな！」

　前方の方陣で揉もめ事が起きているようだ。どうやら世界装置を止めなくてはならないと感じたドレム兵が闇やみ雲くもに突とつ撃げきし、それを号令と勘かん違ちがいした者が後に続いたようだ。

　ドレム軍の兵らしからぬミスだ。最前線に立つ勇者の行動ではない。彼らは死に最も近いため、逆に命の取り扱あつかいに敏びん感かんだ。無む闇やみに突撃するような真似まねは絶対にしない。

　それなのに命令を無視して突撃するとは、何があったのか。

　誰かに背中を押されるような事があったのか。

　ゼイズは目を凝らしてよく観察する。

　すると、何かが動いた。

　ドレムとキラリア、両軍の中央。

　そこにたったひとりで立つ人間が。

　命知らずの道どう化けか、あるいはどちらかの陣じん営えいの伝令だろうか。

「遠とお眼鏡めがねを！」

　ゼイズが命令すると、すぐに目的のものを部下が持ってきてくれた。黙もくして礼をし、ゼイズは長い円えん筒とうを覗き込んだ。

　丘の中腹に立つのは、ひとりの男。

　あれは──

「妖よう精せい、か」

　実際に見た事はないが、服装や体格などは証言と一いつ致ちしている。

　そして何より、先日出会ったディリアンによく似た顔立ちだ。兄弟だろうか。

　たった一騎きで世界装置を止めようというのか。

　これがただの人間であれば、笑いすら起きない。彼の数秒後の運命と、それまでの人生を心から哀あわれむだけだ。

　しかし──妖精なら。

「おい」

　ゼイズは小声で伝令を呼ぶ。

「我が隊に伝えろ。ほんの僅わずかでいい、あの妖精から離はなれるんだ。その後、戦せん闘とうから離れ、機を見て動くぞ」

「はっ」

　伝令は返事をした後、こう尋たずねた。

「あの……動く、とは？　攻める、ではなく？」

「助けられる者を助ける。この戦いくさはもはや勝敗は関係ない。どれだけ被ひ害がいを減らせるかが問題なのだ」

　世界装置を奪うばいに来た妖精を前にして、なお剣けんを掲げて走れるほどゼイズは勇猛ではなかった。

　彼の尺度では、それは無む謀ぼうと呼ぶのだ。

　しかし現在、ゼイズに代わって謀はかりごとをしているのは妖精だ。

「さて、妖精よ。俺たちをどう踊おどらせてくれるのだ？」

　おそらくゼイズをいいように動かしている間、妖精旅団は己おのれの目的を遂とげるだろう。そのおこぼれをくれてやるからドレムは手を出すな、そういう腹づもりだろう。

　だが、それで終わらせてやるものか。

　欲しいのはおこぼれではない。

　それをこぼす手ごと奪い取ってやる。

「──まったく、殺し合いより苦労させられる」

　ゼイズはニヤリと笑うと、遠くで戦っている妖精を眺ながめた。
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　風は冷たいが、周囲の熱気がそれをかき消していた。

　両軍の中央に現れたアルフェンは、狼ろう狽ばいするドレム軍には背を向け、目当てのブツだけを注視する。

　白い狼おおかみの竜気を纏まとった杖つえ──

　八百年ぶりに見るが、ずいぶんとまぁやつれたものだ。メンテナンスをする者がいなかったせいで、竜気の吸収が前よりずっと遅おそい。蓄ちく積せきされている竜気も本来の半分程度ではなかろうか。

　おそらく〝白色〟はまだ休止状態なのだろう。レッチが起動命令をすれば本来の力を取り戻すはず。

　そしてそれは、全面戦争の始まりを意味する。

「あ、あー」

　アルフェンは喉のどを鳴らす。

「ミーニャ、これ本当にそのまま喋しやべっていいのか？」

　誰もいない空間に問いかけると、

『……バッチリ。好きなように喋っていい』

　風がそう答えてくれた。

　通信機ではなく、ミーニャの持つ「ブラックボックス」の力である。兵器になるだけでなく、指向性の音を飛ばす技術なのだという。

　そしてその音は今、アルフェンの声を広げるために使われていた。

「聞こえているか？　聞こえているなら、警告する」

　アルフェンの声が風に乗り、響ひびき渡わたる。声を発しているアルフェン本人には大きくなった自覚はないが、反応を見る限り、キラリアとドレム両軍に届いているようだ。

「これから俺は世界装置と鍵かぎを奪いに行く。邪じや魔まする奴やつは容よう赦しやしない。挑いどんでくるのは構わないが、逃にげたければ好きにしろ」

　さざ波のように両軍に浸しん透とうするアルフェンの言葉。

　当然、どちらの軍も沸わき立つ。

「それからドレムも手を出すなよ。俺は別にお前らの味方をしているわけじゃない。邪魔をするようなら、滅ぼしてやる」

　それが最後の警告だった。

　アルフェンは歩いて丘を登る。

　最初はあっけにとられていたキラリア軍だが、それが悪名高い妖精旅団だと知ると、すぐに騎馬で丘を降りてきた。

　数千を超こえる馬の地響きと、数千を超えるキメラの羽音が轟とどろいた。

　妖精を殺せば一生遊んで暮らせる報ほう酬しゆうが手に入る──そんな夢物語に釣つられた命知らずの騎士達が槍やりを構えて駆かけ込んできた。

　──ま、そうなるわな。

　逃げたければ逃げろと言ったのは本心だが、ああ言われて本当に逃げる兵士などいないに決まっている。仲間の目もあるだろうし。

　とはいえ、向かってくる敵に対して寛かん容ようでいられるほど聖人ではない。

　アルフェンは素す手でのまま騎馬に対して向かっていく。

　最初の犠ぎ牲せい者しやは壮そう年ねんの騎士だった。馬上から槍を振ふりかざし、アルフェンの喉のど元もとを突つこうとする。おそらく熟練の騎士だろう、走ったまま正確な突きができている。

　その槍をアルフェンは片手で摑つかむと、強く捻ひねった。

「おおおおおおおっ！」

　槍を奪われた騎士は馬から転げ落ちる。

　その時点で戦いは始まっていた。落ちた騎士を背後の馬が踏み潰つぶしている間に、アルフェンは跳ちよう躍やくし、次の騎士の馬に乗る。

「なっ!?」

　目標が自分の馬上に現れた驚おどろきで、手た綱づなを放してしまう騎士。そこをアルフェンの槍が貫つらぬいた。胸を貫かれて落馬する騎士からさらに槍を奪い、別の騎士に投げつける。馬から馬へと飛び移り、武器を奪って殺していくアルフェンを誰も捕つかまえられない。

「あそこだ！　捕つかまえろ！」

　誰かが叫さけぶが、すぐにそれは断だん末まつ魔まの悲鳴に変わる。

　落馬する騎士の鞘さやから剣を奪ったアルフェンは、彼に向かって投げられる手斧ちようなを弾はじき返す。弾かれた斧おのは別の騎士の頭ず蓋がいに刺ささり、手斧を投げた騎士はアルフェンの剣によって首をはねられた。

　馬上で殺され、落馬する騎士たち。それを踏ふまないように馬たちが暴れ回り、そして逃げていく。騎士の死体が積まれるたびに、逃げ出す馬が増えていった。

　やがて騎馬だけでなく、歩兵もアルフェンに群がってきた。

　しかし明らかに精せい彩さいがない。アルフェンを恐おそれているのが動きで分かる。だからアルフェンは向かってくる敵の首をはね、心臓を貫く。より多く血が出るように殺す。兵士を恐れさせ、逃げやすい環かん境きようを作る。

　それでもアルフェンに向かってくる兵士の数は多い。すでに丘おかは血と臓物と死体で真っ赤に染まっているが、戦っている者たちは興奮状態なので周囲が見られていないのだ。

　恐れる者と恐れない者、その二つが入り乱れる。

　キラリア兵の死体を踏み越こえて、アルフェンは進む。

　すでに世界装置は目と鼻の先だ。

　しかし──

「妖精よ！　ここまでだ！」

　今までとは違ちがう雰ふん囲い気きに、アルフェンは一歩後退する。

　そこへ氷で作られた茨いばらの鞭むちが叩たたきつけられた。人間の胴どう体たいほどもある巨きよ大だいな氷の茨はアルフェンを取り囲むようにして展開されている。

　アルフェンの前に立つのは、眷けん属ぞく武器を持った騎士。

「錫しやく杖じよう騎士団長デュウドル、その命、取らせてもらうぞ！」

　氷の茨を前に、アルフェンは身構える。

　さすがに眷属武器持ちは警けい戒かいして戦わなくてはならない。前に倒たおしたあの盾たてのような刃やいばを持った男もかなりの使い手だった。

　眷属武器によるパワーだけではない。それを使いこなす技量も一級品だった。

「そう簡単にはいかない、か」

　それでも止まるわけにはいかない。

　アルフェンは奪った剣を構えるが──

「そぉぉらっ！」

　空中から巨大な剣が降ってきた。

　それは氷の茨を叩き割ると、地面に突き刺さる。

　次いでカロリーヌがその剣の柄つかに乗った。どれだけ高い跳躍をしたのだろうか。

「アルフェン！　ここはあたしにやらせてよ！」

　柄から飛び降り、地に刺さった剣を引き抜ぬくカロリーヌ。

「誰だれかと思えば、先日の娘むすめか」

「そうだよ！　お前なんか、レッチがいなければ余よ裕ゆうで倒せるんだから！」

「威い勢せいがいいな。その言葉が法ほ螺らではないと、証明できるかな」

　剣を構えるカロリーヌに、デュウドルは杖で応える。

「悪い、頼たのんだぜ」

　アルフェンはカロリーヌの肩かたを叩くと、デュウドルの背を飛び越えた。

「追え、追うんだ！」

　キラリア騎士たちがアルフェンを追って来るが、その数は明らかに減っている。

　皆みな、妖よう精せいの力を目の当たりにして恐きよう怖ふしているのだ。

　もっと力を持っているはずの世界装置に対しては全く恐れを抱いだかなかったくせに。







　カロリーヌにとって、デュウドルとは倒さなくてはならない宿敵ではない。

　ただ卑ひ劣れつな手でレッチを傷つけようとした。それだけが許せなかった。

「でぇぇぃっ！」

　大おお振ぶりの剣けんが空間を薙なぎ払はらう。

　周囲に張り巡めぐらされた氷の茨はその一いち撃げきでほぼ消しよう滅めつした。ガラス細工が割れるようにキラキラと結けつ晶しようを撒まき散ちらし、周囲に冷気を振りまく。

「んっ!?」

　が、茨はそれだけではない。

　カロリーヌの足下から生えた茨が両りよう脚あしに食い込んだ。

　足を動かそうとするが、まったく動かない。

「あれ!?　なんで!?」

「フハハハハハ！　それはそうだ！」

　杖を構えてデュウドルが笑う。

「この茨はただの氷ではない！　眷属武器により生み出された茨は、地面の底にまで根を張っている！　引き抜こうとしても無理だ！」

　冷たい茨が足に絡からみつく。地面から生えた茨はどんどん伸のびてカロリーヌの身体からだに巻き付いている。

　剣を下に向け、茨を切る。

　しかし切ったそばから別の茨が生えてきて、また足に絡みついてくる。

　すでにデュウドルは剣から大きく距きよ離りをとっており、その場で斬きり殺す事もできない。

「さぁ、今のうちだ！　妖精を殺せば報酬をたんまりくれてやるぞ！」

　デュウドルの合図で騎士たちが一いつ斉せいに突とつ撃げきしてきた。槍を構え、四方八方からカロリーヌの身体を狙ねらう。

　このまま何もしなければ、全身を針山のように貫かれる。

　──それは、ちょっとやだなぁ。

　だからカロリーヌも、いい加減本気を出して動く事に決めた。

「いよっ……とぉ！」

　右足を上げる。

　絡みついていた茨は切れない。デュウドルが言っていた通り、地面の奥深くまで根を張っているため、地面と同化しているようなものだ。

　しかしカロリーヌが足を上げると、その地面ごと茨が引き抜かれた。周囲一〇メートルほどの地面が抉えぐれ、巨大な土の塊かたまりになって空中に持ち上がる。

　真横に向かって上げられたカロリーヌの右足には、山のような土が付着していた。しかも氷の茨つきだ。

「はぁっ！」

　その土ごと、カロリーヌはキックする。

　迫せまり来る騎士たちは巨大な岩のごとき土によって薙ぎ倒され、降り注ぐ土砂に埋うめられ、土の中にある茨によってズタズタに切り裂さかれた。

「う……ぁぁ……！」

　そして、カロリーヌの左側にいた騎士たちが動きを止める。

　まだ彼女の左足に茨が絡みついている。

「ほっ！」

　カロリーヌが左足を上げた。

　彼女の周囲の地面が完全に抉れ、大きく崩くずれる。丘きゆう陵りようの中腹がなくなっている。そのため地面に生えていた岩などが崩れて転がり、それに潰される騎士もいた。

　そしてカロリーヌの左足が動く。

「ぎゃああああああああっ！」

　足についた巨大な土つち塊くれが騎士を吹ふき飛ばす。

　土砂に埋もれた騎士は、自らの鎧よろいの重みで動けなくなる。かろうじて土砂から逃のがれる事ができた騎き士しも、武器を捨てて逃にげ出していった。デュウドルの命令で動くと、埋まってしまうと理解したのだ。

「ば……馬ば鹿かな！」

　当のデュウドルは目の前で起きた事が信じられず、その場から動けない。

「こ、この茨を……誰にも解けない茨を……！」

「残念だったね。でも茨は強かったよ、ホント」

　カロリーヌは肩に大剣を担ぎ、微笑ほほえんだ。

　すでにデュウドルを守護する騎士はいない。全員逃げるか埋まってしまった。

「お、おのれ……！　おのれ、妖精旅団！」

　それでもデュウドルは逃げ出したりはしない。

　杖つえから茨が飛び出した。

　しかしそれはカロリーヌを攻こう撃げきするためのものではない。デュウドルの背後、逃げ出す配下の騎士たちを守っているのだ。

　茨はカーテンのように横に広がっていく。

　そのままデュウドルは逃げも隠かくれもせず、杖の柄えでカロリーヌを刺し殺ころそうと飛びかかってきた。最後まで騎士として仲間を守り、敵を排はい除じよしようというのだ。

「最期に名を聞かせろ妖精！　私は錫杖騎士団長デュウドル！」

「妖精旅団のカロリーヌだよ。この子は〝黄こう天てん牙が〟。──さよならっ！」

　カロリーヌはその心意気を買い、正面から大剣でデュウドルを両断した。

　真っ二つになったデュウドルの身体に氷の茨が絡みつく。そして茨で全身を覆おおったかと思うと、綺き麗れいに砕くだけ散った。

　後に残ったものは、地面に刺さった杖だけだった。

　眷属武器だ。拾って帰れば大手柄だと褒ほめられるのだが──

「んー、アルフェンに怒おこられるかな……でも、ま、いいか」

　カロリーヌは杖を拾わず、そのまままっすぐに進軍した。

　デュウドルの騎士としての最さい期ごに敬意を表したのだ。

　杖は墓標のように立ち、キラリア軍の戦いを見守り続けていた。







　アルフェンが一歩進むたびに、死体が増える。

　最初は勢いづいていたキラリア騎士団だが、数千の規模を送っても傷ひとつつけられない現状に驚おどろき、士気が下がっていた。

　それでも妖精を討ち取ろうとする者はいなくならない。なにしろ見た目は普ふ通つうの人間と変わらないのだ。一ひと太刀たち浴びせれば殺せると信じた者が次々に飛びかかっては、死体の山の礎いしずえになる。

　中には偶ぐう然ぜんアルフェンに肉にく薄はくできた騎士もいた。

　しかし彼の槍やりがアルフェンを貫つらぬく前に、横から現れた影かげによって斬り倒される。

「君はもう少し周囲に気を配れよ」

　アルフェンの背中に立つディリアンが、敵から奪うばった斧ふ槍そうを振ふり回す。注意をしながら、彼の斧槍が近くの騎士の鎧をひっかけると、強く振り回して投げ飛ばす。鎧を着込んだ騎士が飛んでくるのに対応できない騎士が将しよう棋ぎ倒だおしになって倒れていった。

「そういうのはディリアンに任せた」

　アルフェンは感謝をしつつ、さらに前に進む。

　彼らの周囲に、死体がバラバラと落ちてくる。それは人間ではなく、翼つばさの生えた謎なぞの生き物──キメラの死体だ。

　ミーニャの持つ眷属武器「ブラックボックス」が変形した姿は、無数の穴が空いた箱。そこから発射される小さな矢が上空のキメラを撃うち落としているのだ。

　数千のキメラが同時に氷の矢を吐はく。だがそれよりも多くの矢がキメラを撃ち抜いていった。地上で立っているだけのミーニャに騎士が殺さつ到とうするが、それも矢によって射い貫ぬかれていた。

　さらにミーニャが抱かかえる「ブラックボックス」が変形し、ひとつの巨きよ大だいな大たい砲ほうのような形になる。

　ミーニャが耳を塞ふさいだ次の瞬しゆん間かん、虹にじのように光る光線が発射され、空中のキメラを横よこ薙なぎに焼き焦こがしていく。その光線は地面に到とう達たつすると、逃げ惑まどう騎士たちを一いつ瞬しゆんで蒸発させていた。どこにも逃げ場などない。

　アルフェンよりも明確に人を寄せ付けない、まるで数万の弓兵と砲ほう兵へいを従えているようなミーニャに誰も近づく事はできない。

　そしてアルフェンとディリアンの二人に近づく者も次第に減っていく。まっすぐ、堂々と歩くアルフェンと、そんな彼を影から支えるディリアンのコンビを破れる騎士は誰もいなかった。

　そして、辿たどり着く。

　丘おかの上にはレッチが立っていた。

　周囲には崩れた天幕が。

　おそらく命令で近づけないのだろう、レッチの周囲三〇メートルほどを騎士たちが取り囲んでいた。世界装置の発動を邪じや魔ましないように。

「来てくれたんですね」

　レッチは心から安あん堵どした表情を見せる。

　彼女が祈いのるように杖を下げると、周囲に集まっていた竜りゆう気きが次第に霧む散さんしていく。力を緩ゆるやかに抜ぬいていく杖から、白はく狼ろうのオーラも薄うすくなっていった。

「来るさ。そう頼たのんだのはレッチだろ？」

　アルフェンはレッチの前に立つ。

　手を差し伸べると、レッチはその手を取ろうとする。

　その時だった。

「待てっ！」

　全身鎧で覆った騎士が五人。全員が剣と大おお盾だてを構えている。

　その騎士に守られながら、ひとりの老人が姿を現した。

　大司祭レムソスだ。

「レチューディア様に触ふれるな！　このならず者がっ！」

「……ハハ」

　まさに、それだ。

　ならず者が姫ひめと宝を奪いにきたんだ。

　少なくとも、ここにいるキラリア兵とドレム兵は全員そう思っている。

　だからアルフェンは精せい一いつ杯ぱい笑って、こう宣言するのだ。

「止められるものなら、止めてみな！　でなけりゃ全部、俺達がいただくぞ！」








第五章　妖精旅団が奪う戦場









　敵の敵が味方とは限らない。

　キラリア軍を攻撃している妖よう精せい旅団に対し、ドレムの兵士たちはどうしたらいいか分からなかった。

　妖精旅団が現れるのは、大たい抵てい抗こう争そうのまっただ中なのだ。二軍で争っている所に突とつ然ぜん現れてはどちらにも等しく死を与あたえていく。

　しかし現在、ドレムは何もしていない。

　妖精旅団は世界装置ワールドワークスを狙ねらっていると言った。逃げたければ好きにしろ、とも。

　陣じんを敷しいたまま微び動どうだにしないドレム軍には攻撃してこない。ただ、気が急せいたのか命令を無視して攻撃を始める隊があり、それらは見えない何かでバタバタと倒たおれているのが分かる。

「お、おい、どうする……？」

「そりゃ攻せめるべき……なのか？」

　兵士達が浮うき足立つ理由のひとつとして、命令が届いていない。

　攻撃とも退たい却きやくとも言われておらず、仕方なく現状維い持じの待機を選せん択たくしている。だがキラリア軍が壊かい滅めつ状態になっている今、攻めても良いのではないかと考える者もいる。

　逆に妖精旅団の攻撃がこちらにも及およばないかと危き惧ぐする者も。そういう者は逃げたいのだろうが、命令がなければ動けない。

「将軍達は何をやってるんだ……？」

　槍を抱だきかかえたまま、ドレム兵が苛いら立だつ。

　こういう時に迅じん速そくな指示が出せるからこそ、将軍という者は頼たよられるのだ。その証しよう拠こに後方のゼイズ将軍の隊はすでに兵を引き始めているではないか。

「お、おい、あれ……」

　隣となりの兵士が振り返る。

「なんだ、あれ？　何やってんだ？」

　騒さわぎのある方を見ると、騎き馬ばに乗った士官に多くの兵が群がっている。どうやら何かされたようで、士官がフラついているではないか。兵士は士官に大声をかけて、意識の有う無むを確かめているのか。

　病気か何かだろうか。

　しかしよく見ると、あの士官だけではない。

　上官の場所は旗などで分かる。ここから見える範はん囲いでは、大隊長クラスの士官がいるのだが、どうも他の大隊長も意識を失っているようだ。

「何なんだ……？」

　まるで騎馬に乗っている士官クラスの人間だけ睡すい眠みん薬やくを飲まされたようだ。

　意識を失った将官を必死で介かい抱ほうする兵士たち。

　これでは命令が出せない。普通、どの軍でも上官が戦せん闘とう不能になった場合、その次に偉えらい者が指示を出すのだが──

「ぬううううううううんっ！」

　遠くから唸うなり声がした。最も多くの兵士に囲まれていた将軍だ。なぜか自らの足に剣けんを突つき立てている。痛みに苦しみながらも、彼は吼ほえる。

「皆みなの者！　用心せよ！　妖精が狙っている！」

　それを聞いて、兵士たちは周囲を見回す。

　だが突とつ撃げきした兵以外は誰だれも死んでいない。むしろ数を減らしているのはキラリア軍の方なのに。

「妖精が……我われらを……！　妖精を殺せぇぇぇっ！」

　頭を押さえながら叫さけぶ将軍。

　彼は何者かから攻こう撃げきを受けているのか。

　その答えは、彼の死で証明された。

「がっ！」

　彼の背中から胸にかけて刃やいばが突き出ていた。

　それまで彼を見ていた兵士は数十名ほどだが、彼らの間かん隙げきを縫ぬうようにして、将軍の騎馬上に妖精が出現したのだ。

「すまないが、アルフェンの忠告を無視して兵を扇せん動どうする奴やつは全員殺すように言われてるんでな。死にたくなければ、草花のようにおとなしくしているべきだった」

　水のように姿を変える〝水妖ウンデイーネ〟。彼の持つ刃が将軍を暗殺したのだ。

「閣下ぁっ！」

　兵たちが叫ぶが、もう遅おそい。

　心臓を刺さした〝水妖ウンデイーネ〟は刃を抜くと、その場から離り脱だつしようとする。しかし何かを見て慌あわてて跳ちよう躍やくした。素早く馬から飛び降りる。

「ぬおおおおおおおっ！」

　将軍が抜き放った剣。胸を刺されてなお最後の力を振り絞しぼった渾こん身しんの一いち撃げきが〝水妖ウンデイーネ〟の身体からだに傷を負わせる。

　その剣は眷けん属ぞく武器。燃えさかる炎ほのおを纏まとった剣は、斬ざん撃げき以外にもその熱で相手を焼き焦がす。避さけたつもりでも〝水妖ウンデイーネ〟の身体に火がついた。

「ちっ！」

　しかし〝水妖ウンデイーネ〟は自らの身体を液状化させ、地面にへばりつく。身体についた炎は分散されて大地に吸収されてしまった。

「なんと……！」

「悪いな。俺には効かない」

　水たまりのような状態から再び人間の姿に戻もどった〝水妖ウンデイーネ〟。

　彼の側そばに、絶命した将軍が落ちた。

　燃えさかる剣は命と共に鎮ちん火かし、ただの刃と化す。

　その剣を無造作に拾うと、〝水妖ウンデイーネ〟はゆっくりと歩き出した。

「邪魔したな」

　まるでレストランでも探すように軽やかに歩く妖精に対し、ドレム兵達は呆あつ気けにとられた表情をする。

　が、我に返るとすぐに襲おそいかかった。

　無数の槍やりと剣と矢が〝水妖ウンデイーネ〟の身体を貫つらぬき──

「だから悪いな。効かないんだ」

　何の抵てい抗こうもなくすり抜けていった。

　妖精は兵士たちを見て嘆たん息そくすると、身体を縮める。バネのように身体を収縮させたと思うと、その反動で天高く跳とび上がっていった。

「せ、戦死！　大将軍戦死！　妖精に殺された！」

　将軍の死と妖精の出現という二つの報告によって、ドレム軍が一気に沸わき立つ。

　混乱という名の起き爆ばく剤ざいが、多数の人間を動かし始めていた。




　　　　＊




　アルフェンの前に立ちはだかったのは、か弱い老人だった。

　大司祭レムソスとか言ったか、この男はよりにもよって妖精の前に平気で姿を現せたのか。もはや杖つえが必要なほどやせ細った老人に見えるが、本当は歴戦の勇者だったりするのだろうか。

　そんなアルフェンの僅わずかな希望も、レムソスが騎き士しに支えられながら歩く姿で消えた。

「こ、この異教徒め！　今すぐに神から離はなれろ！」

「おやめ下さいレムソス様！」

　彼に付き従っている親衛隊も、本当は逃にげたいのだろう。

　剣を抜いてアルフェンに対たい峙じしてはいるものの、全員腰こしが引けている。それも無理からぬ事で、アルフェンの背後ではディリアンとミーニャが向かって来る騎士たちを翻ほん弄ろうしている真っ最中だ。

　そんな地じ獄ごくを背景に、立ち向かおうとするほど勇ゆう猛もうな騎士は、すでに戦いの序じよ盤ばんで戦死しているだろう。今まで生き残れていたのは、単純に妖精旅団に刃は向むかう勇気がなかったからだ。だが、この大司祭は違ちがった。

「こ、このならず者が！　貴様の……貴様のせいで、キラリアが滅ほろびるのだ！　殺せ！　この男を殺してしまえ！」

　レムソスが命令するが、騎士は動けない。

「いけません大司祭様！　お逃げ下さい！」

「相手は妖精ですぞ!?」

　騎士たちは戦力差がよく分かっており、要人を守るという最も大切な仕事を果たそうとするのだが、肝かん心じんのレムソスだけが事態を把は握あくしていない。

　立場上、騎士たちはレムソスに逆らえない。そして職務上、レムソスを置いて逃げる事もできないのだ。

　これが自ら剣を持ってアルフェンを殺そうとする騎士であれば、正々堂々と戦って殺す事もできる。

　しかしさすがの妖精も、わめくだけの老人を殺すのには抵抗があった。

　その一いつ瞬しゆんの甘さが、

「うるさいっ！　ワシの命令に従え！　この妖精を討ち取れば、我がキラリアの──そうだ、そうではないか」

　ふと、何かに気づいたように顔を上げるレムソス。

「あるではないか──妖精を殺せる武器が」

　よろけながら歩くレムソス。

　その足取りがまったく自然だったので、アルフェンは気づかなかった。

　レムソスが触ふれたのは、レッチの手。

「ひっ……！」

「どけぇっ！」

　なんとレムソスは、〝震ふるえる白はく狼ろうの杖〟を手にしたレッチに向けて剣を振ふったのだ。

　これにはアルフェンも、親衛隊の騎士ですら目を剝むいた。

「きゃあっ！」

　幸いレムソスの力ない攻撃はレッチの身体を逸それたが、腕うでを少しだけ斬きられた。かすり傷だが、レッチの手から杖が落ちる。

「おお、杖──杖だ！」

　転がった杖を這はうようにして拾い上げる。

　今まさに世界装置を起動しようとしていたレッチを止めて何をするのかと思えば、レムソスが杖を握にぎりしめたではないか。

「こ、この力で……この神の力で、貴様を……っ！」

　世界装置である杖を持ち、アルフェンを殴なぐろうとしている。

　レムソスはとっくに正気を失っていたのだ。

　アルフェンがレッチに接せつ触しよくしていた時点で──いや、もしかしたらその前からすでに気づいていたのかもしれない。

　世界装置でキラリアが救えない事に。

「くそっ！」

　自分の失敗に気づいたアルフェン、すぐに持っていた剣を投げつけ、レムソスを殺そうとする。

　しかし遅かった。剣が刺さったのはレムソスの身体ではなく、彼の身体を覆おおうようにして張られた氷の膜まくだった。

　杖から竜りゆう気きが流れ、レムソスを凍こおらせていく。

「世界……神…………神を…………キラリアを……お守り…………」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやくレムソス。

　やがて彼の身体は完全に凍り付いた。さらにレムソスの全身だけでなく、周囲まで凍ってゆく。

「レッチ！」

　アルフェンが手を伸のばす。

　しかし杖から氷の槍のようなものが無数に生えた。周囲にいた親衛隊を刺し殺し、アルフェンをも殺そうとする。

　強力な冷気が周囲に撒まき散らされる。

　いつしかレムソスの身体を吞のみ込んだ氷の姿が変化する。

　──狼おおかみだ。

　杖の名でもある白い狼の化け身しんがその場に現れた。それは竜気と氷によって作られた世界装置の意志。

　命ある道具が怒おこった姿だ。

　杖の先せん端たんにある宝石のようなギミックが額の位置にある。牙きばも爪つめも、鳴き声すら氷で作られている獣けもの。その白狼が一鳴きするだけで、周囲に氷の槍が降る。

「ああっ、うあああああっ！」

「逃げろ！　神が怒った！」

　親衛隊だけでなく、逃げ惑まどう騎士すら刺し殺していく氷の槍。逃げ遅おくれた者は足を凍らされ、倒たおれたところを全身凍とう結けつされる。蜘蛛くもの網あみにかかった虫のように逃げられない。

「アルフェン！」

　眼前に迫せまる氷の槍を、ディリアンが切り落としてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶかいアルフェン!?」

「ああ。あの狼は、おそらく世界装置の化身だな」

「起動したのか!?」

「いや──ただの防衛機構だ」

　アルフェンの見立てでは、あれは世界装置の起動とは呼べない。持ち主とは違う者が触さわったせいで安全のために働いた、ちょっとした機構。

　おそらく発動条件は、レッチが傷ついた事だ。

　レッチを守るために、杖自身が抵抗したのだ。

　騎士のひとりが叫さけんだ、「神が怒った」という言葉は正しいのかもしれない。

　怒ったと言っても、激げき怒どではない。顔に付いた虫を払はらう程度の、軽い行動。

　たったそれだけで、周囲一面が白く染まった。

　すでに氷の狼は槍だけでなく、凍土によってキラリア全軍を襲い始めている。逃げる騎士や騎馬を氷の槍で傷つけ、動けなくなったところを凍らせていく。

　すでに周辺三キロ四方は白の世界になっていた。

　地面が凍るだけでなく、冷たい地面から氷のつぶてのようなものが泡あわのように生まれ、周囲を飛び交かっている。その一ひと粒つぶ一粒が殺傷能力を持っており、必然的に騎士達は身を屈かがめて逃げ惑う。そこを氷の槍が襲ってくる。

　被ひ害がいはキラリア軍だけでなく、ドレム軍にまで及および始めている。慌あわてて退たい却きやく命令が出たのか、丘おかの下のドレム軍は徐じよ々じよに下がり始める。

　ドレム陣じん営えいのあちこちが燃えているのが見える。

　広がる凍土に対し、眷けん属ぞく武器の炎ほのおで対たい抗こうしようとしたのか。ドレムの眷属武器は炎の力を持っている。だが、それでは焼け石に水だ。

「ディリアン、お前はミーニャと逃げろ」

　白狼の前に立ち、アルフェンは自分の身体からだを確認する。

　すでに氷は彼らの身体も浸しん食しよくしていた。足下から氷の力が迫っているのが分かる。それでもアルフェンとディリアンが凍らないのは、身体から竜気を出しているからだ。

　万物を操る力である竜気によって、白狼の氷を必死に押しとどめている。

　妖よう精せい旅団以外で無事なのは、レッチ。

　彼女は世界装置の鍵かぎとなる人物なので、氷の影えい響きようは受けない。むしろ世界装置は彼女を守るために凍気を放っているのだ。

　しかし──

「アルフェン！」

　白狼がレッチのもとへ走る。その巨きよ大だいなオーラがレッチに覆い被かぶさると、より強い吹雪ふぶきが発生した。

　雪を伴ともなう風が、一方向ではなく、あらゆる方角から吹ふいてくる。

　その吹雪が向かう先は、レッチ。

「あっ……ああああっ！」

　彼女の身体の中に、白狼と吹雪が入り込んでいるのだ。

　杖が宙を舞まい、レッチの手に収まる。

　苦く悶もんの表情を浮うかべるレッチ。身体を白狼が乗っ取ろうとしており、まるで雪の彫ちよう像ぞうのように動かない。レッチを主人と認めたのか、杖つえの先端にある装そう飾しよくが明めい滅めつしている。

　まるで杖が喜んでいるようだ。

　レッチに集まってきた吹雪が、彼女を中心に竜たつ巻まきのように吹き荒あれる。

　世界装置が本来の使い方を行おうとしている。

　この周囲を──凍いてつかせようと。

「アルフェン！　一度態勢を立て直そう！」

　背後のディリアンが叫ぶ。

「くそっ……！」

　優先すべきはレッチだ。

　なんとかして、あの杖を奪うばい返せれば──

　そう考えていた時だった。

「レッチィィィィィィィィィ!!」

　予想外の方向から声がした。

　氷を砕くだく音と共に走ってきたのは、若い騎き士し。

　盾たてのような刃やいばを構え、氷を踏ふみ潰つぶしながら走ってくる。アルベールといったか、レッチの幼なじみの騎士だ。

　そしてあの刃は、アルフェンが殺した騎士団長が持っていた眷属武器だ。あの武器が持つ氷の力で、氷の力を相そう殺さいできるのか。

　いいや、そんな事はない。現にアルベールの身体は手足から凍りついている。そもそも彼は眷属武器に選ばれたわけではないはずだ。

　だがアルベールは前に進む。レッチを助けるために。

「うおおおおおおおおおっ！」

　そしてアルべールはレッチの周囲を覆っていた死体達に向けて、刃を振り下ろす。大司祭レムソスも含ふくむ凍った死体が砕け散り、道が開ける。

　そこでレッチがアルベールの方を向く。

　レッチを攻こう撃げきされたと感じたのか、彼女の周囲から白狼の唸うなり声が聞こえた。レッチの頭上に出現した槍やりが三本、まっすぐにアルベールに向かって飛んだ。

「守る……レッチを…………守るんだ！」

　しかし彼はただの騎士。身を守る術すべもない。

　アルベールの胸、腹、足に氷の槍が刺ささった。

「レッ……！」

「アルベール！」

　槍から全身に冷気が回り、アルベールは一瞬で氷の彫像になった。

　彼が守ろうとしたレッチは、彼の望み通り無傷だ。

　心なしか彫像が微笑ほほえんでいるように見えた。しかしすぐに氷は膨ふくれあがり、他ほかの死体と共にひとつの塊かたまりになってしまった。

「ああぁ……アルベール…………！」

　その場に立ち尽つくしたまま、レッチは泣いた。こぼれる涙なみだがその場で凍り、宝石のように風に飛ばされてゆく。

　身体の自由が利きかないのに、涙は出る。悲しいものも見てしまう。

　なんと残ざん酷こくな獣か。

「ディリアン。ちょっと、そこどいてくれ。右に一歩くらい」

　アルフェンは背後にいたディリアンに手を振ふる。

「？」

　言われた通りにディリアンが移動する。

　すると、アルフェンの身体を狙ねらって、天空から剣けんが降ってきた。

　矢のように鋭するどい剣をアルフェンは眼前でキャッチする。飛んできた勢いを殺すために柄つかを振り、遠心力を利用してクルクルと振り回す。

　やがて完全にアルフェンの手に収まったそれは、燃えさかる剣。

「ありがとな！」

　アルフェンが手を振った相手──それは、丘の下、混乱するドレム軍からさらに離はなれた位置にいるスターライトだ。

　彼がドレムの将軍から奪った眷属武器を、弓に番つがえてここまで放ったのだ。

　スターライトはアルフェンに武器が行き渡わたったのを見ると、頷うなずいて弓を降ろした。

「これで戦える──行くぜ、白はく狼ろうの杖」

　アルフェンは腰こしの短剣を抜ぬいた。

　ドレムの眷属武器とは違ちがい、地味な刃だ。光を反射する事もなく、まるで錆さびているような鉱物。

　前にジェルダンと戦った時に、バカにしているのかと言われた。

　確かに短剣であの白狼に挑いどむのは自殺行こう為いだ。

　だが──この短剣の力は、それだけじゃない。

　その短剣が炎の剣を打つと、鈴すずのような美しい音色が響ひびいた。

　右手に炎の剣。左手に短剣。

　左手の短剣を後ろに隠かくすような構えで、アルフェンは白狼を睨にらんだ。

「ディリアン。他のみんなを守れ」

「ああ。君の力から守ればいいんだな」

　ディリアンは頷くと素早く走り、その場から離り脱だつした。

　白狼はそれを追おうとするが、アルフェンの剣がそれを許さない。

「ああ……アルフェン！　嫌いや……私は！」

　レッチの身体から漏もれ出る白狼の化身。彼女が杖を一ひと振ふりすると、白狼は氷の刃を纏まとって突とつ進しんした。

　白狼そのものはオーラで形成されているが、周囲にある氷の刃は実体がある。

　氷と竜りゆう気きで作られた狼の身体に、アルフェンの炎の剣が叩たたき込まれた。すかさず白狼は身をかわすが、炎の剣によって前足が一本削けずり取られる。

　白狼は唸る。

　さらに強大な竜気を集め、足を修復する。

　アルフェンを敵と認めたようだ。自己を防衛するためにより多くの力を欲ほつし、周囲を凍こおらせていた冷気がその身体に集約される。

　狼おおかみの身体が次第に大きくなり、アルフェンの数倍の体たい軀くになった。見上げなければ顔が分からないほど肥大化した白狼は、先ほど斬きられた前足を上げると、氷の刃となった爪つめを振り下ろす。

「ちぃっ！」

　短剣で氷の爪を受けるアルフェン。

　竜気で形作られた存在のくせに、異様にパワーがある。それを押し戻もどそうと短剣を持った手に力を込めるが──

「…………？」

　アルフェンの背中に何かが当たった。

　それは彼の背中から胸を通り抜ける、氷の刃。

「あ……あああああっ！」

　刺したのはレッチだった。

　背後からアルフェンを抱だきしめるように密着しながら、レッチは震ふるえている。

「アルフェン──嫌、私、なんてこと──嫌ぁっ！」

　血のついた手を見るレッチ。しかし彼女の身体は止まらない。

　白狼によって操られたレッチの身体が、もう一振りの氷の剣をアルフェンの背中に突つき刺した。二振りの刃がアルフェンの体内で交こう錯さくすると、傷口から大量の血が噴ふき出した。

「やめて……やめてっ！」

　レッチが叫さけぶと、ようやく彼女の身体は止まった。

　しかしアルフェンの胸と背中から流れる血は止まらない。

「レッチ──」

　喋しやべると、口から血が流れる。

　心臓を刺されたようだ。うまく血が流れていない。

「ごめんなさい、ごめんなさいアルフェン！　私──こんな事を望んでいたわけではないのに！　私は！」

「その調子だレッチ」

　アルフェンは血のついた手をレッチに向ける。

「自分の意志を持て。お前は白狼の所有者だ。白狼に操られるんじゃない。お前が白狼を操る権利を持っているんだ」

「……わ、私が……？」

「聞き分けのない犬みたいなもんだ。ちょっと叱しかってやればいいのさ」

　アルフェンは微笑む。

　彼の身体に刺さった氷の刃は、すでに溶とけて消えていた。

「…………！」

　膝ひざをつく。

　アルフェンの周囲に血溜だまりが生まれた。胸を刺された事で、アルフェンは動けなくなる。白狼もそれで満足したのか、それともレッチが必死で抑おさえているのか、追つい撃げきはこなかった。

「アルフェン……！　私……」

「泣くなよレッチ」

「でも、その傷が──！」

　アルフェンは自分の胸を見る。

　氷の刃に貫つらぬかれた傷。流れる血は雪を赤く染め続ける。

　しかし、それだけではない。

　彼の胸から淡あわい光が発せられている。心臓から輝かがやく光がアルフェンの傷を瞬またたく間に修復しているではないか。

　血はすでに止まり、傷も完全に癒いえている。

　唯ゆい一いつ、服だけは修復できなかった。そのせいで、破れた箇か所しよから無傷の胸がはっきりと見える。

「そんな!?　刺されたのに!?」

「ああ、まぁ、そういう事だ。気にするな」

「噓うそ……刺されても無事な人間なんて──！」

　動けない状態でも、レッチの困こん惑わくした表情は見える。

　アルフェンは傷があったはずの胸をそっと撫なでると、こう答えた。




「俺は人間じゃない。作られた生命なんだ」




　アルフェンの心臓にある制せい御ぎよ装置が全身の機能を調べている。

　治ち療りようユニットが全すべての役目を終えたと分かると、アルフェンは再び立ち上がり、レッチに向かって歩きだす。

　まともな人間が、これだけの傷を受けて立っているはずがない。

　それ以前に、いくら眷けん属ぞく武器の力を持っていても、数万を超こえる軍団相手に立ち回れるはずがないではないか。

　レッチを含むこの時代の人間は、妖よう精せい旅団の強さの秘密は眷属武器にあると思っていただろう。実際、眷属武器の使い手ならば妖精とも互ご角かくに戦える者もいる。

　しかしそれだけではない。

「俺たちは影骸シヤドウ──ディルニスタンの人間の身体を複製した存在だ。そう簡単に死なれると、元の身体の持ち主が困るんでな。相応の強さを持って生まれてきた」

　どんな眷属武器でも使いこなせるように、強化された肉体を持って。

　だから外見も体組織も人間と変わらない。

　ただ、作り方だけが違う。

　影骸シヤドウと名付けられた彼らこそ、ディルニスタンの最後の兵器なのだ。

「はっ！」

　アルフェンは短剣と炎ほのおの剣を打ち鳴らす。

　また楽器のように美しい音が鳴ると、炎の剣が勢いよく燃え上がった。

　炎が刃やいばを覆おおい、刀身の数倍の大きさに膨ふくれあがる。

　アルフェンはこの燃える眷属武器の名前も詳くわしい性能も知らない。しかし彼の手にあるその剣は、アルフェンによって性能の限界を引き出している。

　眷属武器は生きている。

　生きているのであれば──何かを恐おそれる事もある。

　絶対的な王の命令によって、強制的に限界以上の力を引き出される事すらある。

「アルフェン！」

　レッチから飛び出した白狼の足が振り下ろされた。

　アルフェンの全身を覆い隠せるほどの巨きよ大だいな足を跳ちよう躍やくして避よける。

　そして跳躍したまま方向転てん換かんした。

　アルフェンの全身を纏う竜気を固形化し、空中で足場にしたのだ。動物的な直感でアルフェンの身体を追う白狼。前足の爪でアルフェンを薙なぎ払はらう。同時に爪の軌き跡せきが冷気を生み、アルフェンの身体を凍らせようとする。

「おおおおおおおっ！」

　だが、アルフェンの炎の剣けんが爪ごと冷気を払った。

　巨大な炎の剣が白狼の腕うでを焼き焦こがす。

　竜気で作られているはずの白狼の腕が燃え上がった。炎の剣の竜気が、白狼のそれを上回ったのである。

　初めて、白狼が怯ひるんだ。

　敵を攻こう撃げきする事のみを命令された世界装置の思念が、躊躇ためらったのである。

　その一いつ瞬しゆんをアルフェンは見み逃のがさない。

　自らの竜気で空中を走る。足場を作るだけではない、竜気を噴ふん射しやしてさらに速度を上げる。足場から足場へと跳とび、数メートルはある白はく狼ろうの巨きよ体たいの、さらに高い位置まで駆かけ上がった。

　二つの剣を打ち鳴らす。

　短剣が炎の剣を共鳴させ、白狼の全身よりも大きな炎を発する。




「──悪いな白狼。少し、眠ねむっててくれ」




　太陽のように巨大な炎を白狼の頭上から振ふり下ろす。

　白狼には見えただろうか。

　真っ赤に燃えさかる炎の剣が。

　そして、それに力を与あたえる鈍にび色いろの短剣が。

　全てを吞のみ込む大きさの炎が白狼の頭に吸い込まれ、頭上から股また下したまで真っ二つに切り裂さいた。

　凍った大地に炎の塔とうが生まれ、周囲の凍とう土どを吹ふき飛ばす。

　炎が氷を喰くらい、吹き飛ばし、消し去っていく。

　世界装置が生み出した白狼のオーラは蒸発するように消しよう滅めつしていく。
















　後に残るのは、どこまでも燃え上がる炎。

　そして、その中心に立つアルフェンとレッチだけだった。




　　　　＊




　大陸南、トキシタン自治領。

　国とは呼べぬほどに小さい領地に、ただの自治領とは呼べぬほどの叡えい智ちと戦力が詰つまっている場所。知識を求める賢けん者じやが大陸中から集まるこの地に、小さな衝しよう撃げきが起きた。

　トキシタン自治領北部、オイリン監かん視し塔とう。

　塔という名だが、巨大な研究施し設せつでもある。施設内で最も重要なものが塔のように高い建築物であるため、そう呼ばれていた。

　その塔──竜りゆう気き観測所の階段を駆け上がる音。

「た、大変ですっ！」

　観測所の中階に存在する汚きたない部屋の扉とびらを開けると、少女は今しがた見た書類を投げつけるように机に置いた。

「先生、見てくださいっ！」

「大きな声を出さなくても分かるよ、アミミミラくん」

「アミミラです！　それよりも先生、世界装置が動きました！」

「ああ、うん、ここからでも観測できたよ」

　汚い部屋の中央には球体が浮ういている。その部屋の主である老人は、手元のスイッチを操作しつつ、顕けん微び鏡きようのようなものを覗のぞき込んでいた。

　それはディルニスタンで作られた観測装置を、トキシタンの研究者が自力で動かせるようにしたものだ。

　竜気という概がい念ねんはトキシタンでも理解していたが、それを自在に動かす術すべは持っていなかった。しかしこの観測装置などは、自ら竜気を集めて稼か働どうするようになっている。動くのであれば、活用しなければ勿もつ体たいない。

　この観測装置を動かせるようにして、なおかつ装置がはじき出す数値を理解できるよう解読したのがこの老人、ナゴバである。

　ディルニスタンを研究する者たちの中では特に際きわ立だったものはない。ただひとつ、ディルニスタンの道具に関しては別だ。

　ナゴバはヒマさえあれば他ほかの研究を差し置いてディルニスタン浸しん食しよく領に向かい、がらくたを収集してくる。その中で使えるものは滅めつ多たに存在しない。なおかつ妖精旅団に襲おそわれる危険があるので同行者も少なく、観測施設でも嫌きらわれているのだ。

「とうとう……始まってしまいましたね。戦争」

　教え子のアミミラは震ふるえながら観測装置を見る。

「何を言っとるんだね君は？　戦争なんてとっくに始まっとるだろう」

「いえ、そういう事ではなく──これから世界装置を使った戦争が始まるんです。キラリアの〝白色〟が発動してしまったのでは」

「ふーむ、それなんだがな」

　ナゴバは観測装置から顔を上げると、フケだらけの頭を搔かく。

「どうもこれ、キラリアの世界装置の起動じゃないぞ」

「え？」

「竜気の色が違ちがう。キラリアのは、もっとこう、名前の通り白い光を持っていてのぅ、それとは違うんだな」

「では……何が発動したんです？」

「儂わしの考えでは、どの国にも存在しない、第七の世界装置──」

「第七の世界装置？　そんなのがあるんですか!?」

「文ぶん献けんにはそう書かれてあった。征せい竜りゆう戦争の時に消失したとあったのじゃが、誰だれかが持ち出したのかのぅ」

　ナゴバは再び観測装置を覗き込み、見えないはずの被観測者に向かって呟つぶやいた。

「さてさて、お主は世界をどうするつもりなのかのぅ、〝無色の刃〟や──」
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　小将軍ゼイズは混乱の最中、不思議な音を聞いた。

　まるで身体からだの奥底から響ひびいてくるような、期待と不安の交じった音だ。どこから聞こえてくるか分からないのに、すぐ近くで鳴っているような気がしてならない。

　その音を聞いた直後、丘おかの上の白狼が燃えた。

　白狼がいた場所を、巨大な火の柱が埋うめ尽つくしている。

「あれは……？」

　何者かが白狼に対して炎の攻撃をしたのだ、とは誰でも分かる。

　だが、誰が何をした？

　あれだけの炎を出せる眷属武器と、その所有者をゼイズは知らない。

　そもそも眷属武器で世界装置に対たい抗こうできるのであれば、最初からそういう作戦を立てているだろう。

　では、あれはドレムの世界装置、〝爆はぜる赤あか獅じ子しの鎚つち〟なのかと言えば、それも違う。

　しかし、これだけは分かる。

　あれをやったのは妖よう精せいだ。

　つまり妖精は世界装置に対抗できるほどの眷属武器を持っているのだ。

「ゼイズ様！」

　伝令の兵士が走ってくる。

「た、退たい却きやく命令が出ております！　本ほん陣じんのウルゼル様から！」

　すでにキラリア兵も逃にげ出している。

　あれを追つい撃げきしたいのはやまやまだが、妖精旅団がそうさせてはくれないだろう。

　大将軍小将軍合わせて三名を暗殺しておきながら、他の将軍を生かしておいたのは、おそらく警告のためだろう。これ以上進もうとするなら殺すという意味だ。

　どの道、今回の戦いはキラリアの負けだ。

　ドレムが勝ったかどうかは分からないが、キラリアの目もく論ろ見みは潰ついえた。

　降って湧わいた戦果だが、あまり欲よく張ばりすぎると痛い目を見るだろう。

「全軍、退却せよ！」

　ゼイズは伝令にそう伝えるが、それでも丘の上から目が離はなせなかった。

　あそこで何が起きているのかこの目で見たかったが、多くの兵を預かる者として、それは叶かなわぬ夢だった。
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　全すべてが凍こおり、全てが焼かれた。

　後に残るのは、荒こう野や。

　何も変わらない、八百年前と同じディルニスタンの大地だ。

　全てを破は壊かいし尽くしたディルニスタンの悲劇の、ほんの小さな欠片かけら程度の災害が起きただけだ。

　アルフェンは右手に持った炎ほのおの剣を見る。

　もはや柄つかしか残っていない。刃やいばは竜気を出し尽くしたせいか、途と中ちゆうでなくなっている。もうこの剣が炎を出す事はないだろう。

「悪いな。無理させた」

　そう言ってアルフェンは剣を投げ捨てる。

　そして左手に持った〝無色の刃〟を見る。

　あらゆる眷けん属ぞく武器、そして世界装置を活性化させる能力を持った第七の世界装置。

〝命〟を司つかさどるこの武器を憎にく々にくしげに見つめた後、アルフェンはそれを腰こしの鞘さやに戻もどした。

　周囲には焼け焦げた死体と、かろうじて損傷しなかった金属だけが残っていた。天幕や服など、燃えるものは全てなくなっている。

　生物の気配が何もない荒野を、アルフェンは歩く。

　すでにキラリアもドレムも兵を退ひいていた。

　よかった。追撃する心配がない。

　あの惨さん事じを見て、まだ戦争をしようなどと思う人間が両軍にいなかった事を心から喜ぶアルフェンだった。

「アルフェン！」

　レッチは、足場が悪いのも構わず走り出した。何度も躓つまずき、転びそうになりながらアルフェンに近づく。

　伸のばした手を、今度こそアルフェンは取った。

　そして少しの悪戯いたずら心がレッチの身体を抱だき寄せる。

「遅おそくなってすまなかったな。お前を奪うばいに来たぜ」

　顔を近づけられて、レッチは照れる。

　しかしすぐに笑え顔がおになると、

「──はいっ！」

　アルフェンをしっかりと抱きしめた。

「怖こわくないのか？　俺は人間じゃない。〝影骸シヤドウ〟という作られた存在だ」

「関係ありません。アルフェンはアルフェンです」

　全てから解き放たれたレッチは、とても明るい表情だ。杖つえだけではない。あらゆる呪じゆ縛ばくから解放されたのだ。

「もう戻れないぜ、レッチ。お前もならず者の仲間入りだ」

「覚かく悟ごの上です」

　レッチはアルフェンから離れると、周囲を見回した。

　黒くろ焦こげの死体。抉えぐれた丘。突つき刺ささる武器。蒸発していく血。

　目を伏ふせたくなるような光景を、レッチはしっかりと見る。

「これは私が望んだのですから」

「違うぜレッチ」

　アルフェンは首を横に振ふる。

「これは俺達が望んだ事だ。俺達がやりたいからやった──そうだろ？」

　アルフェンは振り返る。

　そこには仲間がいた。

　ディリアン、カロリーヌ、スターライト、バレンタイン、ミーニャ──

「はいはい、そうですよ、と」

　代表してバレンタインが苦笑する。

「で、その『俺達』にはレッチも含ふくまれるわけだ」

「そういう事だな」

「てことは、レッチもこれからずっと一いつ緒しよなの!?」

　カロリーヌが嬉うれしそうに両手を挙げる。

「わーい！　もう絶対に渡わたしたりしないからね！」

　そのままアルフェンとレッチを二人とも抱きしめるカロリーヌ。

「カ、カロリーヌ、ちょっ……！」

「く、苦し……！」

　柔やわらかい腕うでと胸の肉に包まれて、さすがのアルフェンも窒ちつ息そくしそうになる。何度言ってもこのクセは直らないようだ。

「わ、わわっ、ごめーん！」

　ようやくカロリーヌから解放されたアルフェンとレッチは、仲良くその場に倒たおれて咳せき込む。その仕草がまったく同時だったので、またカロリーヌが笑った。

　和なごやかな空気が流れるが、ここは戦場跡あと。笑っている場合ではない。

「あなた達……全員、作られた命……」

　レッチが呟く。

　カロリーヌに抱きしめられても、まだ信じられなかったのだろう。肉体そのものは人間とまるで変わらないのだから。

「ああ。俺達はディルニスタンの要人のスペアとして作られた影骸というものだ」

「そうか──ミーニャが言っていた『アルフェンが王様になるはずだった』って」

「そういう事。俺はディルニスタンの最後の王、クルアディンの影骸だ」

　だから身体も特別に作られている。

　王としての資質を備えた上に、どんな状じよう況きようでも生き延びられるように。もっとも、刃で刺されたくらいで死なないのは他ほかの影骸も同じ事だが。

「ディルニスタンが滅ほろんで、征せい竜りゆう王おうクルアディンが死んだ今、アルフェンは最後の継けい承しよう者って事になる。だからこんな奴やつでも、一応俺たちの王なんだよ」

　バレンタインがアルフェンの背中を叩たたいた。

　ここにいる全員が、アルフェンを守るために存在する影骸。

　同じ施し設せつで生まれた者たちだ。家族よりも繫つながりは深いのである。

「おい。これどうする？」

　スターライトが足で示すのは、地面に転がった杖。

　先ほどまで暴れていた〝震ふるえる白はく狼ろうの杖〟である。

　すでに防衛機構は止まっているが、完全に力を失ったわけではない。レッチが命令すれば即そく座ざに竜気を吸って蘇よみがえり、凍とう土どを生み出す事ができるだろう。

「……持ってく？」

　ミーニャがそのへんの棒で世界装置をつつく。この程度なら防衛機構は発動しないが、リスキーすぎる遊びだ。

「あの……できれば、そのままにしてください」

　レッチがおずおずと頼たのみ込む。

「私が使わなければ起動はしないでしょう。だけど何も知らないキラリアの国民にとっては、神様なんです。奪われたり壊こわされたりしたら、心の拠より所がなくなってしまう」

　転がった〝白色〟を地面に突き立てると、レッチはそこに跪ひざまずいて祈いのった。

　信しん仰こうのためではなく、命を散らした兵士に対しての祈りだ。

　そんな彼女に反論する者はいなかった。

　祈りが終わるまで、妖精旅団も杖の前にずっと立っていた。

　彼らは祈り方を知らない。しかし死んでいった者たちへの敬意は忘れていない。

「……どうか、安らかに」

　やがて、日が暮れる。

　荒野の中に、たった一ひと振ふりの杖。

　キラリアの神と呼ばれたそれに背を向け、アルフェンたちは歩き出す。

　七人のならず者の影かげが、尾おを引くように戦場に伸びていた。
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　世界装置による戦せん闘とうが回かい避ひされ、キラリアとドレムの抗こう争そうは一時膠こう着ちやく状態になった。

　キラリアの要かなめである〝白色〟が起動せず、なおかつ四大騎き士し団長のうち二名が死亡するという事態になっても、ドレムが侵しん攻こうする事はなかった。

　なぜならキラリア軍が半はん壊かいしている中、ドレムの六将軍も半数が戦闘不能になっていたからだ。これでは戦争などやっているヒマではない。

　生き残った者で騎士団を再編しなくてはならない。その激務に潰つぶされそうになっていたのは、銀ぎん剣けん騎士団長シャルルだ。

　あの悪夢のような戦から一ヶ月、彼はずっと書類と眠ねむ気けと戦っていた。

「ふぅ……」

　戦死者のリストはまだ完成していない。

　出しゆつ陣じんした騎士の約四分の一が戦死というのは、異例の事態だ。

　世界装置を使わず、妖よう精せい旅団が乱入しなければもっと少ない戦死者で済んだだろう。

　世界装置の使用にはシャルルも賛成した。

　しかしあくまで示じ威い行動のためであり、実際に使うという話は聞いていなかった。

　後になって分かった事だが、大司祭レムソスは本気であれでドレム軍を滅ぼすつもりだったらしい。それも全て自分の手て柄がらにしたかったようだ。だからあれほど危険な戦場に自らのこのことやってきたのだ。

　レムソスはそのために死んだが、それ以上に可哀かわい想そうなのは皇こう帝ていフリエルだ。

　なにせ大司祭を失っただけでなく、姉のレチューディアが反旗を翻ひるがえし、妖精旅団についたのだ。

　自由な考えを持つ皇すめらぎ巫女みこだと思っていたが、まさかあんな行動に出るとはシャルルも予想していなかった。自由な発想のできるレチューディアならではの斬ざん新しんな考えではある。

　これからはレチューディアの捜そう索さく、ならびに討とう伐ばつも視野に入れなくてはならない。

「失礼します、シャルル様！」

　ノックもほどほどに、若い騎士が執しつ務む室に入ってきた。

「どうしたそんなに慌あわてて」

「申し訳ございません！　今すぐにお会いしたいと、皇帝陛下が！」

「皇帝が……？」







　宮きゆう殿でんの地下、皇家のみが使える礼拝堂。そこには歴代の皇帝の肖しよう像ぞう画がが並べられており、正面には世界装置が安置されていた。世界装置があるのは世界大聖堂だと思っているキラリア人がほとんどだが、実際はここに置かれている。

「……すみませんシャルル、お呼び立てしてしまって」

「いえ、恐きよう縮しゆくです」

　シャルルは礼をすると、礼拝堂を見回す。

　するとイスに腰こし掛かけている騎士を見つけた。

　優やさしい目をしている赤い髪かみの婦人だ。三〇歳を超こえていると言われているが、まだ二〇代でも通用する若さを保っている。本当の年ねん齢れいは誰だれも知らない。

　四大騎士団のひとつ、鉄心騎士団長パメラ。キメラ部隊を統とう轄かつしている女騎士だ。

「どうもー、シャルル様」

「パメラ。君の顔を見るのは久しぶりだな」

「それはそうですよ。私はレルーンで皇帝陛下の身辺を警護する立場ですから。いつも前線に向かってくれるあなたとは違ちがいますのよ」

　唇くちびるに指を当て、淫いん靡びな笑みを浮うかべるパメラ。彼女の挑ちよう発はつ的な仕草に誑たぶらかされる男性騎士も少なくないという。

「呼び出した理由は、君にあるのか？」

「……その、私と、レッチの事なのです」

　フリエルがパメラに代わって返事をする。

「皇帝の立場として、こんな事を言ってはいけないのかもしれないけれど、やはり私はレッチを取り戻したいのです。妖精旅団に奪うばわれた姉を、無傷で……また、昔のように」

「いえ……心中お察しします」

　妹ならば当然の感情だ。しかし──

「しかし妖精旅団に対たい抗こうするためには、眷けん属ぞく武器を持った者が最低でも二人以上必要。単騎では逆に討ち取られますわ。ジェルダンのように」

　パメラの言う通りだ。ジェルダンは騎士団長の中でもシャルルに匹ひつ敵てきする使い手だった。それでも妖精に負けた。デュウドルがレチューディアを連れて帰れたのは、その彼女の四し肢しを人質に取ったからだ。

　無策で仕し掛かければ確実に負ける。

「そこで私が特別に奪だつ還かん部隊を組織しましたの」

「パメラが……？」

「ええ。妖精部隊に匹敵する強さを持った者たちですわ」

　パメラはそう言うと、礼拝堂の扉とびらを見る。

　扉が開き、現れたのはひとりの騎士。

　その姿を見ただけで、シャルルは目眩めまいがした。

「こ、これは……パメラ、貴様！」

「お待ちになってシャルル様。これはフリエル様の許可もいただいております」

「陛下！　あなたまで……！」

「ごめんなさい…………」

　辛つらそうな顔のフリエル。

　いいや、その表情に騙だまされてはいけない。これは家族愛によって免まぬかれるような罪ではない。明らかに人道を逸いつした、禁断の業わざではないか。

　礼拝堂に現れた騎士は、人間の姿をしていた。

　しかし肌はだの色が違う。

　顔にいくつもの縫ぬい跡があり、目も獣けもののような光を放っている。

「人間と……キメラを……融ゆう合ごうさせたのか！」

　そもそもキメラとは複数の動物を混ぜ合わせるディルニスタンの技術。

　元来は家か畜ちくと兵器を作るためのものらしく、新しい調合法などは分かっていなかった。ただ装置に指定の動物を入れるだけで生産できる手軽な労働力兼けん戦力だった。

　だからそれ以外の動物での組み合わせなど知らないし、調合法を変えるやり方も判明していなかったのだ。

「最近になって、ようやくキメラ精製装置の使い方が判明致いたしまして。もっと早く作れていれば、世界装置など使う必要もなかったのに……遅おくれて申し訳ありませんわ」

「そういう問題ではない！　人間とキメラを混ぜるなど、人道的に許されるのか！」

「死体を再利用しただけです。そのままにしていれば、いずれ朽くちて死ぬでしょう」

「君はキラリア正教の教義を何だと考えている!?」

　壁かべを殴なぐりつける音に、フリエルが身をすくませる。

　それに反応したのか、キメラの騎士が前に出た。

「おやめください、閣下」

　聞き覚えのある声だった。

「俺は満足です。こうして再びフリエル様を守り、レッチを悪の手から取り戻す機会を得たのですから」

　彼の背中には眷属武器があった。

　ジェルダンが持っていた「ツインスノウ」。重みを与あたえる氷を吐はき出す、一対一の決けつ闘とうに向いている眷属武器だ。

　彼は背中の眷属武器の柄つかを摑つかみ、両手に持ってみせる。

　拒きよ否ひ反応は見えない。武器に選ばれたのだ。

「だから──レッチの事は俺に任せてください」

　キメラの騎士アルベールは、無表情にそう告げた。
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　戦いくさに負けても昇しよう進しんする場合がある。上の位の者が相次いで死ねば、それを埋うめるために緊きん急きゆう措そ置ちとして役職が上がるのだ。

　今回の戦で、ゼイズは大将軍になった。

　しかし位が変わったくらいで喜べるほど楽観的ではない。総大将はウルゼルのままだ。

　彼らは妖精旅団の攻こう撃げきに耐たえ、生き残った。それだけでも大した武ぶ勲くんである。命の危険を察知する能力と、その上で部隊を指揮する能力がなければ達成できない。

　あの〝小さき王オベロン〟の言った通り、手を出さなければ殺されなかった。

　その事実はドレム軍の全すべてに屈くつ辱じよくを与えた。勇ゆう猛もうで名が知られるドレムに対し、ただ見ていろと脅おどす事がどれほどの屈辱になるか。

　だが、生きてさえいればこちらのものだ。

「いるのだろう。ディリアン殿どの」

　ドレム軍の兵舎の裏手。わざわざ人気のない場所まで歩いてきたのだ。呼びかけに応こたえてもいいはずだ。

「…………」

　涼すずしい風が落ち葉をざわめかせる。

　小さなつむじ風の向こうに、その青年は立っていた。ドレムの下級兵の装備を身につけているが、こうしてよく見ると違う。

「感謝する。此こ度たびはそなたのおかげで生き延びる事ができた」

「僕は君の仲間を殺した」

「それがどうした。戦争で人が死ぬのがおかしいのか？」

　つくづく驚おどろきだ。妖精はもっと感情のない機械のような存在だと思っていた。それがこうして一いつ介かいの将軍と話までしてくれるとは。

「──なぜ、私なのだ？」

　唐とう突とつに尋たずねるゼイズ。

「戦局を変えるためであれば、他ほかの将軍でも良かった。なぜ私に声をかけた？　お前の望むままに動いてくれる保証などなかったはずだ」

「……そうだね」

　ディリアンは苦笑する。

　青年──いや、少年のようにあどけない笑顔だ。

「正直に言うとね、君が一番ギラギラした目をしてた」

「ギラギラした目？」

「そう。現状を変えたくて仕方がない目。邪じや魔ま者ものを排はい除じよしたくてたまらない、攻撃的な目だった。だから僕は君を利用した」

「……フッ」

　そう言われては、何も反論できない。

「その様子だと、大将軍でも満足できないんだね」

「当然だ。将軍職だけでは──民たみを食わせる事はできない」

　一〇万の兵を預かる身となったゼイズだが、ドレムの民はそれだけではない。戦争によって金も食料も減り、その分、どこかで飢うえる民が出てくる。内部からじわじわと蝕むしばまれていくこのドレムという国を変えるためには、軍事だけでは足りないのだ。

「今の状態では、まだ邪魔者が多い。お前たちは大将軍一人と小将軍二人を殺して満足しているようだが、この国の病巣はもっと根深い」

「それらも殺して欲しかった？」

「ああ」

　ゼイズは答える。

「そうでなくては俺の野望は達成できない」

　大将軍になるだけでは足りない。自分が高い位に就つくのではなく、高い位にいて富をむさぼっている輩やからを始末しなければならないのだから。

　そのために──

　妖よう精せいは最良の武器になる。

　戦場で「全て奪う」と宣言した〝小さき王〟と違い、このディリアンという妖精は控ひかえめで、調和を求める性格のようだ。戦場でも目立った行動はせず、淡たん々たんと目的をこなす。だから二つ名もないのだ。

　一言で説明するなら、「優やさしい妖精」だ。

　だからこそ、つけいるスキが生まれてしまう。

「正直に話そう。俺はまたお前を利用するぞ」

　ゼイズは手の内を明かす。

　妖精を味方につければ、この先の道も歩きやすくなるに違いない。そう考えない者などいないだろう。キラリアにもそう考えた者がいるはずだ。

「むしろ俺の下もとへ来い。平和を望むのであればな」

「──悪いね。僕の主君はひとりだけなんだ」

　ディリアンは微笑ほほえむ。

　つむじ風がまた舞まうと、その姿が消えた。

　落ち葉が高く散らばり、風に乗って飛んでいく。妖精と一いつ緒しよに。

　飛んできた葉の一枚を摑み取るゼイズ。

「それまで泳いでいるがいいさ。ただ利用されるだけだと思うなよ」

　手を離はなすと、葉はまた風に吹ふかれて消え去った。

　くすんだ色の空を、大将軍ゼイズはいつまでも見続けていた。

　──世界を平和になどさせない。

　最後に笑うのはドレム帝てい国こくであり、その時に皇帝の座にいるのはゼイズなのだから。








エピローグ









「おい兄ちゃん、その馬車なんだい？」

　街道をすれ違ちがった馬車の御ぎよ者しやに尋ねられた。

「へへ、すごいだろ？」

　アルフェンは笑うが、具体的には答えない。

　彼の隣となりに停とめてあるのは、二頭の馬が引いてはいるものの、荷台が違った。なんと家一いつ軒けん丸ごと入りそうな巨きよ大だいな荷台だ。幌ほろはなく、全てが金属で作られている。これなら矢でも防げそうだ。

「そいつはディルニスタンの代しろ物ものかい？」

「まーな」

　曖あい昧まいな返事をするアルフェン。

　本当はミーニャの「ブラックボックス」が変化した姿である。巨大な家にもなるこの箱は、下部の車輪も自動で動く。本来なら馬も必要ないのだが、ただの家が動き出したら明らかに怪あやしいので、馬車に似せたのだ。

「マジかよ。ご同業か。俺もディルニスタンに一山当てに行くんだ」

「そうなのか？　ディルニスタンは危険じゃないのか？」

「だけどよぉ、アンタみたいに廃はい材ざいだけでも集めりゃ金になるんだろ？　キラリアとドレムも今は引きこもってるし──行かなきゃ損だって！」

「お、おう、そうか」

　野心に燃える若者。

　彼のようにディルニスタンへ向かう者は多くなった。それまではキラリアとドレムが目を光らせていたのもあって、個人で調べる事ができなかったのだ。

　それに一番の懸け念ねん材料もなくなった。

「なんでも今じゃ妖精が出ないらしいじゃないか！　今のうちにお宝掘ほって、戻もどってくる前にトンズラするさ！」

「それでも気をつけろよ」

　アルフェンは念を押す。

「妖精がいつ帰ってくるかも分からないし、ディルニスタンのお宝の中にはそれ自体が危険なブツもある」

「そうなのか？」

「特に音を鳴らして赤く光るものを見つけたら逃にげろ。絶対にだ」

「あ、ああ、分かったよ……さすが先せん輩ぱい、あんた詳くわしいな！」

「んじゃ、ご武運を。ならず者には気をつけろよ」

　手を振ふって若者の馬車を見送るアルフェン。ここからディルニスタン浸しん食しよく領までおよそ五〇〇キロはある。果たして他の同業者に邪じや魔まされず、かつ防衛装置に殺されずに目的を達成できるかは──妖精も知らない。

　馬車が見えなくなると、アルフェンは腰こしを上げる。

　休きゆう憩けいもこのくらいでいいだろう。思い思いの場所へ散っていった仲間もそろそろ戻ってくるはずだ。

「レッチ」

「はーい」

　鋼鉄の荷台の窓からレッチが顔を見せる。

　中からいい匂においがするのは、調理中だからだ。カロリーヌと一緒に昼食を作っているらしい。「ブラックボックス」には調理機能も備わっているのだが、自分たちの手で作りたいという二人の意見に負けた。

　レッチは宮きゆう殿でん暮らしなのに料理が上手うまい。淑しゆく女じよの嗜たしなみとして勉強していたという。対してカロリーヌは何も学んでいなかったのだが、レッチの教え方が良いいのか、めきめき吸収している。

「次の目的地を相談したいんだけど──」

「はいはーい！　あたし海行きたい！」

　レッチに相談したのに、カロリーヌが返事をした。

「なんで海？」

「だってディルニスタンには海軍なかったんだよ？　あたし船の軍隊見てみたい！」

　ディルニスタン王国に海軍がないのは、外の大陸と通じる事が少なかったからだ。それでも外へ移動する必要がある場合、飛行装置を使った。

「俺は綺き麗れいな姉ちゃんがいる国がいいなぁ。あと酒がうまい国だな」

　荷台に背を預けてニヤニヤしているバレンタイン。

「俺は風景が美しい国がいい」

「……面おも白しろいものが多い国」

　いつの間にか戻ってきたスターライトとミーニャも思い思いの感想を述べる。

「あのな、お前らそんな勝手に……」

「僕はどこでもいいよ。きっとどの国も楽しいだろうから」

　荷台の上に立って笑うディリアン。

「どこでもいいが一番困るんだよ、ったく……」

　勝手な連中に苦笑するアルフェン。

　しかし仲間の意見を総合すると、やっぱり「どこでもいい」という結論に達してしまう。どの国にも美人はいるし、景色が綺麗な場所はあるし、珍めずらしいものもある。

　最終的には、全すべてを見て回りたい。

　この大陸の歪ゆがみを調べ、全て奪うばう。

　大陸で足りなければ、世界の全てを奪ってやる。

「あの……とりあえず、この道をまっすぐ進んでみるというのは？」

　レッチが道の先を指さす。

「ここから進めばプレナレート王国とオーマ連合の国境に辿たどり着つきます。どちらも海があって素す敵てきな国ですよ」

「なるほど、それもいいな」

　この街道も、もとはディルニスタン時代に造られた道を舗ほ装そうしたものだ。普ふ通つうの道よりも頑がん丈じようなので八百年経たっても使われているのだ。

　古い道を通り、新しい国を目指すのもいいじゃないか。

「よーし、じゃあメシ食ったら出発だ！」

「おー！」

　アルフェンの指示に全員が手を挙げる。

　方針がまとまったところで、ふと、アルフェンは鼻を鳴らす。

「……おい、なんか焦こげ臭くさくないか？」

「えっ？」

　慌あわてて馬車の窓から顔を引っ込めるレッチとカロリーヌ。

「きゃーっ！　焦げてます！　どうしよう！」

「お、おちついて、消火装置があるから！　ひゃー、火がすごいよ！」

　中からとんでもない声が聞こえてきた。

「お前ら何やってんだ！　水持って来い！」

「やれやれ、騒さわがしくなったな」

「……私の箱……！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　氷の眷けん属ぞく武器持ってる人いないんだけど！」

　全員が馬車の中に飛び込んでいく。人が増えるたびに中の騒そう動どうが激しくなり、戦争のような音が聞こえてきた。さらに窓からは黒こく煙えんの他ほかにもビームのような光や、消火装置の泡あわが飛び出してきた。

「あいつら……！」

　その様子を外から見ているアルフェン。

　ふと、笑いがこみ上げてきた。

　ディルニスタンで戦っていた時は、こんな事態は絶対に起きなかった。最新の技術で作られた眷属武器の中で、原始的な料理が原因の火事だなんて。最強と謳うたわれた妖よう精せい旅団も大おお慌あわてで鎮ちん火かしている。

　こんなおかしい事があるか。

　八百年前では味わえなかった笑いだ。

「おいアルフェン！　笑ってないで消すの手伝え！」

「はいよっ」

　バレンタインに怒おこられたので、笑いながら謝る。

　そして消火装置や水でびしょ濡ぬれになっている馬車の中へ入っていった。

　全てを奪おうとする最強のならず者一家は、名も知らぬ街道で笑い続けていた。








あとがき









　どうもみなさんこんにちは。田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　今日も元気にはみ出してますか？




　本日は「はみ出し妖精旅団フアミリア征戦記」を手に取ってくださってありがとうございます。

　ようやく形にして皆みな様さまにお届けする事ができました。

　タイトルに「戦記」と入っておりまして、複数の国が入り乱れて戦う話ですが、主しゆ軸じくはそこではありません。

　そもそもこの話を作る際、一番最初に言われた事は、

「一番得意な分野で戦記モノを書いて欲しい」

　との事でした。

　いや、俺の一番得意な分野って家族モノとかですよ？　ほのぼのした雰ふん囲い気きの戦記モノって、アリなんですか？

　そう念を押したら、

「そこをなんとか自分の得意分野に押し込んで欲しい」

　と言われました。

　さー、そこからは苦労しました。なかなか大変でしたが、楽しい作業でした。そうしてようやく形にして皆様にお届けできたわけです。

　楽しんでいただけたら幸いです。




　戦記モノと聞いて、俺も自分のライブラリにある様々な本を引っ張り出してきました。加えて今まで手を出さなかった戦記モノも読み始めました。

　とりあえずまず最初に思いついたのは三国志です。

　もはや戦記モノの基本中の基本、ロボットで言うならガンダムくらいメジャーな作品ですが、意外と自分の中の知識が充じゆう分ぶんではないと気づき、これを機会に再び小説などを読んでみました。

　当然かもしれませんが、三国志の武将ってめちゃくちゃキャラ立ってますね。

　各国それぞれ魅み力りよく的な武将ばかりで、漫まん画がやゲームになるとさらに際立つ。俺も大好きな武将がたくさんいます。

　特に好きだったのは魏ぎ延えんと楊よう儀ぎのガチゲンカなのですが、あの二人本当に仲が悪い。ここで語るとページが足りないので割愛させていただきますが、要は脳筋バカと嫌いや味みなインテリの戦いだと思っていただければいいです。

　で、俺としては脳筋バカの方に肩かた入いれしたくなるんですよね。

　俺もそうだから。




　戦記モノなどを読んでいると、たいてい脳筋バカはやられる役回りです。

　とにかく突とつ撃げきしたいバカ将軍を、頭の良いイケメン軍師が翻ほん弄ろうする展開は、確かに見ていてスカッとします。何事も裏をかく展開というのは気持ちいいものです。

　そのせいで「頭の良い奴やつが戦場では正義」みたいな風潮になっており、純じゆん粋すいに身体からだを鍛きたえて敵を倒たおし続けてのし上がってきた将軍が不ふ遇ぐうの扱あつかいを受ける事が多いです。

　そういう風潮を吹ふき飛ばした「キングダム」というマンガは、初めて見た時ちょっと驚おどろかされました。策を弄ろうしても、それをねじ伏ふせるパワーがあれば問題ない、という理論はもの凄すごくスッキリさせられました。

　今作でも、そういうパワーを見せつけられれば良いな、と考えております。




　前述の通り、基本俺は脳筋です。

　ゲームなどでも力こそパワーな性格なので、とにかく前に突つっ込む事が多いです。当然、突とつ出しゆつしてやられる事が多いのですが、そこはそれ、突出してもやられないくらいの技術を身につければ良いのです。

　まー、大たい抵ていは俺が真っ先に突っ込んでいって、敵の集中砲ほう火かを浴びて「あ、あそこに大量の敵と味方の死体がある！」と仲間に教える役なんですけどね。

　最近のゲームは特に頭を使うものが増えてきました。小手先の技術だけではどうにもならず、さすがの俺も突撃する手を止めて熟考しないと勝てないゲームばかりになってきました。

　もちろん、勝てません。脳筋ですから。

　でも負けると悔くやしいです。悔しいから負けないように考えます。それでなんとかギリギリ勝てるようになると、とても嬉うれしいのです。ビバ脳筋！




　さてさて、脳筋の話ばかりしてもアレなので、今作についての設定を少しばかり。

　今作は巨きよ大だいな大陸を舞ぶ台たいにした戦記モノという形になっております。

　超ちよう文明を持つ大国ディルニスタンの遺産を巡めぐり、後世に生まれた六つの国が大陸の中央を目指して争う形です。

　大本のコンセプトとして「未来兵器を魔ま法ほうとして扱うような戦い」があったので、ディルニスタンの文明は他の国とは一線を画したデザインになっております。

　服装に関しても、ファンタジーなものとは違ちがうようなデザインをお願いしたのですが、イラストのパルプピロシさんが描えがいてくれたのは、思いっきり現代的な服。しかもこれがマッチしてるんだ。

　そこからアイデアがどんどん膨ふくらみ、現代の服＆ガジェットに似た未来兵器を使う国という形に収まりました。イラストの力は偉い大だいです。

　反対に六国はコテコテのファンタジックな国にしてみました。未来兵器に翻弄されつつ、未来兵器を利用しようと企たくらむ方々なので、良い意味での古さというか、国ごとの伝統的な雰囲気が出れば良いと思っております。




　また、メインキャラクターに関しても「こいつ単独で戦場に出しても『絶対に勝てない』ってくらいトンデモ能力でやってくれ」と言われたので、色々と楽しい能力を考えました。思いっきり派手に、との事だったので本当に派手で最強にしたら「いくらなんでも強すぎる」とダメ出しくらったのもいい思い出です。

　それに加えて「家庭的な温かみもほしい」との事でしたので、いかに殺さつ伐ばつとしないキャラで殺伐とした戦いをするか考えるのも楽しかったです。個人的にも編集さんとの打ち合わせ的にもカロリーヌとミーニャの女性陣じんだけは一発でキャラ決まったなぁ……。




　今作を作るにあたって、イラストのパルプピロシさんをはじめとする、多くの方々に助けられました！　この場をお借りしてお礼申し上げます！

　それでは、また！

　田口仙年堂でしたっ！










はみ出だし妖精旅団フアミリア征せい戦せん記き








田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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